
■巻頭言
イコールフッティング政策 衛藤 卓也

■特集
「生きる力」と「学び」との関わり
―人らしき人に― 坂本 昭
現代日本における医薬品にかかわる問題点
―薬とともに４３年― 小野 信文

■論壇
福岡大学総合科学研究チーム
「胃癌多発国を対象とした胃癌診断の
global e-learning systemの開発：国際共同研究」の紹介

八尾 建史
■随筆
希望のキャリア教育 寺崎 里水

■地域交流
旧知の仲 坂本 和昭

■地域ネット推進センターだより
福大病院 診療拠点病院と地域のつながり 志村 英生

■読書の窓
すべては読書からはじまった
―本を作ること、読むこと。その怖さと魅力― 入江香都子

■みんなの広場
「夢」から学ぶこと 今井 祐樹
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福岡大学は、「建学の精神」に基づいた全人教育を目標として、「教育研究

の理念」に掲げる三つの共存をはかることによって、真理と自由を追求し、

自発的で創造性豊かな人間を育成し、社会の発展に寄与することを使命とし

ています。地域に密着し、地域と融合した総合大学として、コミュニケーショ

ンを大切にし、社会から信頼される人材を育成します。

新緑のキャンパス（８、１０号館前広場）

福岡大学の教育研究は、「建学の精神」に基づいた
全人教育を理想とし、この三つの共存をはかることに
よって、真理と自由を追求し、自発的で創造性豊かな人
間を育成し、社会の発展に寄与することを目的とする。

本学の教育課程においては、厳格な成績評価を行い、所定の単位を修め、次の

能力を備えた学生に卒業を認定し、学位を授与します。

１．修得した知識・技能・態度により、自らが発見した新たな課題を解決する力

２．職業生活、社会生活に必要な知的活動を支えるコミュニケーション能力や

論理的思考力

３．自律しながらも他者と協調して行動でき、社会の一員として社会の発展に

寄与できる力

本学の「教育研究の理念」に基づき、すべての学生に提供する「共通教育科目」

と、各学部学科に設置する「専門教育科目」の二つを大きな柱とし、それぞれの

学部学科の教育目標にあわせたカリキュラムを編成します。また、正課外教育に

おいても、充実した各種教育プログラムを展開し、全教職員で本学学生の人間的

成長を支援し、全人教育を実現します。

１．全学に提供する共通教育科目をとおして、専門性にとらわれない幅広い視

野と豊かな人間性を持つ人材を育成

２．各学部学科が設置する専門教育科目をとおして、専門的な知識や技能を高

め、社会の進歩や変革に応え得る深い学識を有する人材を育成

３．様々な教育プログラムをとおして、国際性と地域性を兼ね備えた２１世紀に

通用する人材を育成

本学の「建学の精神」を理解した、次のような人たちを広く国内外から受け入

れます。

１．考え方がしっかりしており独断や偏見にとらわれない生き方を求める人

２．温和で包容力がありバランス感覚に優れた能力を身につけたい人

３．誠実で責任感が強く何事にも屈しない人生をめざす人

４．新しいこと、困難なことに自ら進んで取り組んで行こうとする人
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／
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／
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／
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文
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福
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総
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科
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研
究
チ
ー
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国
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し
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胃
癌
診
断
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b
a
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g
s
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共
同
研
究
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介
／
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ま
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／
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キ
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教
育
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里
水

５７

有
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技
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こ
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私
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活
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古
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連
携
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事
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―
そ
の
現
象
と
事
故
事
例
―
／
加
藤

勝
美

６８
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仲
／
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昭

７６
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大
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拠
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病
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と
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域
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つ
な
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り
／
志
村

英
生
８０

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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国
際
交
流

日
本
で
の
９
年
間
を
振
り
返
っ
て
／
張

春
瀟

８５

B
ie
n
ve
n
u
e
a
u
x
F
ra
n
c
o
p
h
o
n
e
s

／
小
川

伸

９０

ふ
る
さ
と
を
想
う

故
郷
の
名
前
／
遠
藤

文
彦

９６

キ
ャ
ン
パ
ス
風
景

１０１

読
書
の
窓

す
べ
て
は
読
書
か
ら
は
じ
ま
っ
た

―
本
を
作
る
こ
と
、
読
む
こ
と
。
そ
の
怖
さ
と
魅
力
―
／
入
江

香
都
子

１０２

み
ん
な
の
広
場

「
夢
」
か
ら
学
ぶ
こ
と
／
今
井

祐
樹

１０８

「
ひ
ろ
が
れ
！
�
福
大
�
弁
当
の
日
」
／
太
宰

潮

１１４

福
岡
大
学
指
定
寮
―
指
定
寮
の
紹
介
と
入
寮
の
す
す
め
―
／
山
口

雅
剛

１１９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
私

東
日
本
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
福
岡
大
学
派
遣
隊
」
／
森
�

麗
菜

１２３

「
な
な
く
ま
元
気
に
す
る
っ
隊
」
活
動
報
告
／
永
石

琴
乃

１３０

未
来
へ
の
第
一
歩
／
�
尾

彩
瑛
子

１３５

多
く
の
「
鍵
」
を
見
出
し
て
／
山
田

望
月

１３８

福
岡
大
学

「
会
計
専
門
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
設
／
中
川

誠
士

１４２

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

福
岡
大
学
校
歌
１４８

格
付
け
＆
外
部
評
価
１４９

編
集
後
記
１５０
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Collection

Ｗ・モリスのケルムスコット・プレス
Ｗ
・
モ
リ
ス
の
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス

人
文
学
部
英
語
学
科
教
授

前
田

雅
晴

英
国
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
始
ま
り
は
、
長
い
産
業
革
命
を

経
て
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
巨
大
な
産
業
社
会
が
出
現
し
た
時

期
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
（W

illiam

M
orris,

1834-1896

）
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
ロ
ン
ド
ン
郊

外
ウ
ォ
ル
サ
ム
ス
ト
ウ
で
生
ま
れ
た
。

モ
リ
ス
が
活
躍
し
た
分
野
は
、
文
学
・
美
術
工
芸
（
家
具
、

織
物
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
）・
印
刷
・
造
本
等
々
極
め
て
多
彩

で
、
ま
た
社
会
主
義
者
と
し
て
政
治
的
に
も
積
極
的
な
活
動

を
行
っ
た
。
巨
人
故
に
彼
の
全
体
像
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
根
底
に
は
人
文
主
義
的
社
会
主
義
と
で
も

表
す
べ
き
理
想
主
義
が
脈
打
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

１
８
９
１
年
に
モ
リ
ス
が
設
立
し
た
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・

プ
レ
ス
は
近
代
初
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
プ
レ
ス
と
言
わ
れ
る

が
、こ
れ
は
彼
の
理
想
主
義
の
具
現
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

彼
の
印
刷
・
造
本
へ
の
関
心
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

さ
か
の
ぼ

在
学
中
に
遡
る
。
中
世
彩
飾
手
稿
本
の
研
究
、
模
写
、
そ

し
て
自
ら
彩
飾
手
稿
本
作
製
ま
で
試
み
て
い
る
。
ロ
マ
ネ
ス

ク
や
ゴ
シ
ッ
ク
の
書
法
研
究
と
そ
の
実
践
は
近
代
書
法
の
先

駆
的
業
績
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
活
字
に
関
し
て
も
、
１
８

８
３
年
、
あ
る
印
刷
職
人
と
の
運
命
的
出
会
い
を
機
に
自
ら

活
字
体
の
デ
ザ
イ
ン
を
決
意
し
、
苦
労
の
末
１５
世
紀
ヴ
ェ
ネ

チ
ア
の
ニ
コ
ラ
・
ジ
ャ
ン
ソ
ン
の
ロ
ー
マ
字
体
を
モ
デ
ル
と

し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
タ
イ
プ
と
い
う
活
字
を
作
り
上
げ
た
。

彼
は
中
世
に
強
い
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
が
、
そ
れ
は
当
時

の
産
業
資
本
主
義
に
毒
さ
れ
て
い
な
い
、
中
世
の
職
人
が
生

み
出
し
た
実
用
的
で
美
的
な
工
芸
品
へ
の
憧
憬
で
あ
っ
た
。

ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
は
そ
う
し
た
彼
の
中
世
趣
味
の

総
決
算
と
言
う
べ
き
も
の
で
、
生
み
出
さ
れ
た
書
物
の
数
々

は
ま
さ
に
彼
の
中
世
精
神
の
結
晶
だ
っ
た
。
初
期
印
刷
の

持
っ
て
い
る
純
粋
さ
、
美
的
主
張
を
堅
持
し
つ
つ
読
み
や
す

い
本
作
り
に
主
眼
を
置
い
た
。
１
８
９
１
年
、
自
著
『
輝

く
平
原
の
物
語
』（The

Story
of

the
G

littering
P

lain

）
の

出
版
を
皮
切
り
に
、
１
８
９
８
年
印
刷
工
房
が
閉
じ
ら
れ

る
ま
で
の
間
に
５３
書
目
６６
巻
の
書
物
を
印
刷
出
版
し
た
。

本
の
ペ
ー
ジ
の
内
・
天
・
外
・
地
の
余
白
部
分
を
、
そ
の

順
に
２０
％
ず
つ
広
げ
て
い
く
の
が
中
世
書
物
作
り
の
流
儀

だ
っ
た
が
、工
房
の
最
高
傑
作『
チ
ョ
ー
サ
ー
作
品
集
』（T

he

W
orks

ofG
eoffrey

C
haucer

）
で
も
こ
の
鉄
則
を
踏
襲
し
て

い
る
。
見
出
し
部
分
は
ト
ロ
イ
活
字
、
本
文
に
は
こ
の
作
品

の
た
め
に
彼
が
苦
心
し
て
作
り
上
げ
た
チ
ョ
ー
サ
ー
活
字
を

使
用
し
て
い
る
。
１
８
９
４
年
印
刷
開
始
、
１
８
９
６
年

６
月
に
完
成
を
見
た
が
、
奇
し
く
も
彼
が
亡
く
な
る
わ
ず
か

数
カ
月
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
ダ
ヴ
ズ
・
プ
レ
ス
の
『
欽
定
英

訳
聖
書
』、
ア
シ
ェ
デ
ン
・
プ
レ
ス
の
『
ダ
ン
テ
全
集
』
そ

し
て
『
チ
ョ
ー
サ
ー
作
品
集
』
は
広
く
世
界
三
大
美
書
と
絶

賛
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

工
房
の
書
物
の
数
々
は
モ
リ
ス
の「
理
想
」の
具
現
で
あ
っ

た
。
科
学
技
術
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
に
よ
り
、
モ
リ
ス
が
憧

れ
た
遠
い
中
世
の
人
々
に
と
っ
て
は
夢
の
よ
う
な
ユ
ー
ト
ピ

ア
が
半
ば
現
実
と
な
っ
て
い
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
。
し
か

し
そ
の
最
先
端
の
印
刷
技
術
を
も
っ
て
し
て
も
彼
の
理
想
の

書
物
を
生
み
出
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
皮
肉
を
感
じ
る
。

科
学
技
術
が
ど
ん
な
に
進
歩
し
よ
う
と
中
心
に
は
常
に

「
人
」
が
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
当
た
り
前
の

こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
科

学
万
能
の
現
代
に
生
き
る
我
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ：

http://w
w

w.lib.fukuoka- u.ac.jp/e- library/tenji/kp/kp.htm

（
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
電
子
図
書
館
」）

『輝く平原の物語』
ケルムスコット・プレスで印刷・

製本された最初の書籍（１８９１年発刊）。
縦２００×横１４０�。

エリス編『ジェフリー・チョーサー作品集』
ケルムスコット・プレスで制作された書籍の中で最大。

縦４２４×横２９１�の大型の書籍には、単なる文字の印刷に
とどまらず、美術品のように細部にわたって装飾が施さ
れている（１８９６年発刊）。

晶文社から「ウィリアム・モ
リス・コレクション」として
主要作品が翻訳出版されてい
る（品切の作品もある）。

６Nanakumano-mori no．０８ ２０１２
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野
見
山
暁
治
作「
卑
弥
呼
の
国
」に
つ
い
て

人
文
学
部
文
化
学
科
教
授

植
野

健
造

１
９
８
４
年
、
福
岡
大
学
は
創
立
５０
周
年
を
迎
え
、
そ

の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
文
系
セ
ン
タ
ー
棟
が
建
設
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
１
９
８
５
年
同
セ
ン
タ
ー
棟
５
階
の
「
国
際

会
議
室
」
ロ
ビ
ー
壁
面
に
、
福
岡
大
学
が
２１
世
紀
に
向
け
て

躍
動
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
絵
画
を
飾
る
こ
と
に
な
り
、
福
岡

県
出
身
で
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
、
野
見
山
暁
治
画
伯
に

作
品
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
野
見
山

画
伯
は
壁
面
全
部
を
油
絵
や
フ
レ
ス
コ
画
に
す
る
な
ど
の
構

想
を
検
討
し
た
が
、
永
久
性
を
考
慮
し
た
場
合
「
石
彫
」
し

か
な
い
と
考
え
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
当
時
の
東
京
芸
術

大
学
助
教
授
、
麻
生
秀
穂
先
生
（
壁
画
専
攻
）
に
協
力
を
求

め
た
。
両
者
の
協
議
の
結
果
、
黒
み
か
げ
石
を
使
用
し
た
石

彫
レ
リ
ー
フ
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

野
見
山
画
伯
は
絵
の
制
作
に
あ
た
り
、
同
セ
ン
タ
ー
棟
１６

階
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
博
多
湾
を
眺
め
て
い
る
と
、
他
の
国
々
か

ら
風
が
博
多
湾
に
向
か
っ
て
吹
い
て
く
る
よ
う
な
印
象
を
受

け
、
さ
ら
に
そ
の
風
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
集
ま
っ
て
く
る

人
々
が
創
っ
た
と
い
う
伝
説
の
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
あ
が

り
、一
挙
に
油
絵
に
し
て
描
き
あ
げ
た
の
が「
卑
弥
呼
の
国
」

と
題
し
た
作
品
で
あ
る
と
、
着
想
の
内
容
を
述
べ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
後
「
卑
弥
呼
の
国
」
は
、
麻
生
先
生
の
も

と
で
約
半
年
間
か
け
て
、
石
彫
レ
リ
ー
フ
と
し
て
制
作
さ
れ
、

１
９
８
７
年
３
月
に
石
材
２７
枚
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
横
約

１１
・
３
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
３
メ
ー
ト
ル
の
壁
面
に
石
彫
レ

リ
ー
フ
が
完
成
設
置
さ
れ
た
。
麻
生
先
生
は
単
に
油
絵
を
模

倣
す
る
の
で
は
な
く
、
材
料
で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
産
「
黒
み

か
げ
石
」
の
特
性
に
表
現
力
を
託
し
た
と
い
わ
れ
る
。
な
お
、

油
彩
画
の
本
作
品
は
下
絵
で
は
あ
る
が
、
石
彫
レ
リ
ー
フ
と

は
別
の
、
独
立
し
た
堂
々
た
る
完
成
作
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

参
考
文
献

・『
石
彫
レ
リ
ー
フ
「
卑
弥
呼
の
国
」』（
解
説
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）、
福

岡
大
学
、
１
９
８
７
年
３
月

・
野
見
山
暁
治
「
レ
リ
ー
フ
の
壁
」『
西
日
本
新
聞
』
１
９
８
７
年

５
月
１９
日
夕
刊

・
谷
口
鉄
雄「
野
見
山
暁
治
氏
の
福
岡
大
学
大
壁
画
に
つ
い
て
」『
西

日
本
新
聞
』
１
９
８
７
年
１０
月
１
日
夕
刊

＊
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
い
し
」
よ
り
資
料
の

提
供
を
受
け
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今日のギャラリー

野見山暁治「卑弥呼の国」

油彩・キャンバス、額装 １４９．５×５５３．３�
１９８６年作 福岡大学所蔵

右下に署名・年記：１９８６／Nomiyama

この作品は、福岡大学文系センター棟４階の第４会議室奥のロビーに展示されており、同棟

５階の国際会議室ロビーの壁面に設置されている石彫レリーフの下絵にあたる。

作者の野見山暁治（のみやま・ぎょうじ、１９２０－）は現在の福岡県飯塚市の生まれ。１９３８年

東京美術学校に入学、１９４３年卒業、ただちに応召、満州に派遣されるが、発病し帰国。１９５２年

から１９６４年にかけてフランスに留学、田淵安一、金山康喜らと交友。滞仏中の１９５８年ブリヂス

トン美術館で個展開催、同年第２回安井賞を受賞した。帰国後、１９６８年東京芸術大学助教授、

１９７２年から教授を務めた。１９７８年『四百字のデッサン』で日本エッセイスト・クラブ賞を受賞。

２０００年文化功労者に選ばれる。子ども向けの絵本やエッセイといった著書も多い。

今日のギャラリー
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巻

頭

言

イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
政
策

学

長

衛
藤

卓
也

１

イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
―
歴
史
的
事
例

イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（equal

footing

）
と
は
、�
平

等
な
基
盤
�
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
各
種

産
業
が
競
争
を
行
う
と
き
、
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
条

件
の
下
で
競
争
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
す
る
考
え
方
の
こ
と

で
、
要
は
、
競
争
は
同
じ
土
俵
の
上
で
行
わ
れ
る
の
が
基
本

原
則
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

実
は
、
交
通
の
領
域
で
、
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
政
策

が
、
戦
後
（
１
９
４
５
年
８
月
終
戦
〜
）
の
高
度
経
済
成
長

さ
な
か

期
（
１
９
５
５
年
〜
１
９
６
５
年
代
）
の
最
中
に
主
張
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
当
時
、
貨
物
輸
送
の
分
野
で
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

が
急
成
長
し
、
貨
物
を
奪
わ
れ
て
い
た
国
鉄
は
苦
し
い
立
場

に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
そ
の
大
き
な
要
因
は
、
ト
ラ
ッ
ク
と

比
べ
て
競
争
上
不
利
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
国
有
鉄
道
と
し
て
の
国
鉄
（
１
９
４
９
年
、
公
企

業
と
し
て
の
「
日
本
国
有
鉄
道
」
が
３
公
社
の
一
つ
と
し
て

誕
生
、
そ
れ
ま
で
は
政
府
直
営
の
国
有
鉄
道
で
あ
っ
た
）
は
、

陸
上
交
通
の
分
野
で
独
占
的
地
位
を
保
持
し
て
い
た
が
、
戦

後
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
マ
イ
カ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
、
バ

ス
な
ど
自
動
車
の
普
及
）
の
急
進
展
に
よ
っ
て
そ
の
独
占
的

地
位
を
奪
わ
れ
、
交
通
市
場
は
競
争
的
市
場
構
造
へ
と
シ
フ

ト
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
国
鉄
は
、
１
９
６
４
年
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
東
海
道
新
幹
線
が
華
々
し
く
開

業
し
た
そ
の
年
に
、
皮
肉
に
も
初
め
て
単
年
度
赤
字
に
転
落

し
、
そ
の
後
は
赤
字
が
累
積
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
大
幅
な
赤
字
現
象
と
そ
の
因
果
関
係
が
も
と
と
な
り
、
１

９
８
７
年
４
月
の
分
割
・
民
営
化
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
わ
け

で
あ
る
。

さ
て
当
時
、
成
長
著
し
い
ト
ラ
ッ
ク
が
、
収
益
性
の
高
い

貨
物
を
国
鉄
か
ら
次
々
と
奪
う
よ
う
に
な
り
、
国
鉄
は
収
益

性
の
低
い
貨
物
を
中
心
に
輸
送
す
る
と
い
っ
た
状
況
に
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
も
う
か
る
貨
物
だ
け
を
ト
ラ
ッ
ク
が
収
奪

す
る
と
い
う
構
図
が
出
来
上
が
り
、
ク
リ
ー
ム
・
ス
キ
ミ
ン

グ
（cream

skim
m

ing

）、
す
な
わ
ち
�
い
い
と
こ
取
り
�

と
い
う
現
象
が
生
じ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
は
競
争
上
の
優
位
性
を

確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
鉄
道
側
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う

し
た
事
態
を
招
い
た
主
な
原
因
は
、
国
鉄
は
線
路
等
の
イ
ン

フ
ラ
施
設
（
固
定
施
設
）
の
費
用
を
負
担
し
て
い
る
の
に
対

し
、
ト
ラ
ッ
ク
は
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
費
用
を
十

分
に
負
担
し
て
お
ら
ず
、
ト
ラ
ッ
ク
の
方
が
有
利
な
立
場
に

置
か
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
鉄
道

側
の
主
張
に
配
慮
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
費
用
負
担
の
不

平
等
を
是
正
し
、
公
平
な
競
争
条
件
の
下
で
市
場
競
争
を
行

う
べ
き
だ
と
い
う
観
点
か
ら
、
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
政

策
が
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
道
路
特
定

財
源
制
度
（
自
動
車
の
取
得
、
所
有
、
利
用
の
各
段
階
に
応

じ
て
課
せ
ら
れ
る
税
で
、
国
税
と
地
方
税
に
分
か
れ
る
）
が

拡
充
さ
れ
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が
強
化
さ
れ
て
い
き
、
不

平
等
説
は
沈
静
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

２

補
助
と
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
政
策

さ
て
、
話
を
大
学
の
世
界
に
戻
す
と
、
少
し
前
か
ら
主
に

私
立
大
学
関
係
者
の
間
で
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う

言
葉
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
っ
た
。

�
補
助
と
規
制

そ
こ
で
ま
ず
、
政
府
（
中
央
政
府
、
そ
の
中
心
は
文
部
科

学
省
）
が
政
策
の
柱
と
す
る
補
助
と
規
制
に
つ
い
て
触
れ
て

お
き
た
い
。
補
助
と
規
制
は
、
ア
メ
と
ム
チ
の
関
係
に
類
似

巻頭言
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し
て
お
り
、
補
助
は
ア
メ
、
規
制
は
ム
チ
に
相
当
す
る
。

政
府
の
補
助
は
、
政
府
が
大
学
の
教
育
や
研
究
を
推
進
し
、

後
押
し
す
る
た
め
に
行
う
政
策
で
あ
る
。
補
助
金
は
最
も
典

型
的
、
か
つ
有
効
な
経
済
的
手
法
で
あ
り
、
そ
の
中
心
軸
と

し
て
の
補
助
金
に
は
、
国
立
大
学
の
場
合
は
運
営
費
交
付
金
、

私
立
大
学
の
場
合
は
経
常
費
補
助
金
が
存
在
す
る（
表
参
照
）。

一
方
、
政
府
の
規
制
は
、
法
律
や
設
置
基
準
等
に
基
づ
き
各

大
学
に
対
し
て
認
可
や
許
可
、
届
け
出
、
行
政
指
導
な
ど
を

通
じ
て
一
定
の
制
約
や
義
務
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
最
近

で
は
、
大
学
の
新
規
設
置
や
学
部
の
増
設
・
改
組
な
ど
の
規

制
は
緩
和
さ
れ
て
い
る
が
（
量
的
規
制
の
緩
和
）、
認
証
評

価
の
義
務
化
や
事
業
報
告
書
作
成
の
義
務
化
な
ど
の
規
制
は

強
化
さ
れ
て
い
る
（
質
的
規
制
の
強
化
）。

�
補
助
の
根
拠

次
に
、
政
府
の
補
助
の
根
拠
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

大
学
の
高
等
教
育
サ
ー
ビ
ス
は
価
値
財
（m

erit
goods

）

と
し
て
の
側
面
を
有
し
て
い
る
。
価
値
財
と
は
、
そ
の
財
が

大
き
な
プ
ラ
ス
の
国
家
的
・
社
会
的
価
値
を
有
し
、
そ
の
プ

ラ
ス
の
価
値
を
実
現
す
る
た
め
に
は
そ
の
財
の
消
費
を
促
進

す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
財
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
…

す
る
の
が
望
ま
し
い
」
と
い
っ
た
規
範
的
な
価
値
判
断
が

入
っ
て
お
り
、
そ
の
価
値
判
断
は
社
会
的
に
意
味
の
あ
る
も

の
で
、
か
つ
社
会
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
同
意
）
を
前
提
に

し
て
い
る
。
価
値
財
の
典
型
的
な
事
例
は
義
務
教
育
サ
ー
ビ

ス
で
、
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
拘
束
的
な
義
務

教
育
を
課
す
の
が
望
ま
し
い
と
国
民
が
判
断
し
た
も
の
で
あ

る
。
麻
薬
な
ど
は
マ
イ
ナ
ス
の
価
値
財
で
、
国
民
が
�
価
値

の
な
い
も
の
�
と
し
て
こ
れ
を
認
め
て
い
な
い
財
で
あ
る
。

大
学
の
高
等
教
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
拘
束
的
な
義
務
教
育

サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
そ
れ
を
受
け
る
義
務
は
な
く
、
志

願
者
が
大
学
を
自
由
に
選
択
で
き
る
非
拘
束
的
・
選
択
的
な

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
た
だ
、
高
等
教
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
れ

に
よ
っ
て
学
生
が
直
接
に
受
益
す
る
と
い
う
直
接
効
果
を
も

た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
国
や
地
域
社
会
を
支
え
発
展
さ
せ
る

と
い
っ
た
間
接
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大

き
な
プ
ラ
ス
の
間
接
効
果＝

社
会
的
価
値
が
あ
る
た
め
、
高

等
教
育
サ
ー
ビ
ス
に
は
そ
れ
を
国
家
レ
ベ
ル
で
持
続
的
に
維

持
す
べ
き
価
値
財
的
な
側
面
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
高
等
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
対
し
て
国
が

助
成
し
補
助
す
る
本
質
的
な
根
拠
は
、
高
等
教
育
サ
ー
ビ
ス

の
価
値
財
的
側
面
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

実
際
、本
学
に
お
い
て
も
国
・
政
府
か
ら
多
額
の
補
助（
経

常
費
補
助
金
、
そ
の
他
）
を
受
け
て
お
り
、
大
学
の
維
持
に

不
可
欠
な
貴
重
な
資
金
と
し
て
大
切
に
活
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
地
方
政
府
（
福
岡
県
）
か
ら
も
補

助
も
受
け
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

�
補
助
と
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
政
策

政
府
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
�
補
助
の
水
準
（
レ
ベ
ル
）

に
つ
い
て
、
お
よ
び
�
補
助
の
構
造
（
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
）

に
つ
い
て
、
そ
の
「
あ
り
方
」
を
考
え
、
提
示
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
２
点
に
つ
い
て
、
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る

補
助
の
方
途
を
述
べ
て
み
た
い
。

巻頭言

平成２１年度
順位
１
３
２
４
６
５
９
８
１０
７
１１
１８
１９
１３
１２
１６
２０
１５
１７
１４

補助金額
１０，７２８，１１１
８，７０４，１５３
９，１９１，４９３
６，３１０，０４８
４，７４９，３９３
４，８４６，５７４
３，９９２，２２４
４，０２０，３８９
３，７０９，２２７
４，１１０，４５１
３，６７７，６８４
３，０２３，９９２
２，９６６，４８８
３，１６５，２９９
３，１９７，２１３
３，１０９，２６８
２，８５５，２４０
３，１４０，８１６
３，０６０，２５２
３，１４４，２２２

平成２２年度
補助金額
１０，２０９，８９１
９，３５１，９６４
９，２９１，０４３
６，６７７，９７３
５，１５３，６７１
４，７３６，５２３
４，２０６，８７２
４，０７０，３４６
３，８７８，５８５
３，７９５，１２７
３，７５７，７２７
３，４２８，５７５
３，２４８，８０６
３，２１８，９１１
３，１２６，９３１
３，０１９，５１７
２，９９５，７９０
２，９６７，１６３
２，８４４，８９４
２，６１３，４７３

大学名

日本大学
慶應義塾大学
早稲田大学
東海大学
立命館大学
近畿大学
福岡大学
順天堂大学
明治大学
北里大学
昭和大学
同志社大学
関西学院大学
東京女子医科大学
法政大学
中央大学
東京理科大学
東京慈恵会医科大学
関西大学
日本医科大学

順位

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０

表 私立大学等経常費補助金上位２０校 （千円）

日本私立学校振興・共済事業団ホームページ（http://www.shigaku.go.jp/）から編集・引用
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OECD各国平均 

�
補
助
の
水
準
に
つ
い
て
―
補
助
額
の
増
額
を

わ
が
国
の
高
等
教
育
に
対
す
る
公
財
政
支
出
（
国
と
地
方

政
府
に
よ
る
支
出
）
の
水
準
は
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
０
・
５
％

と
非
常
に
低
く
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
（
３１
カ
国
）
の
中
で
最

下
位
と
な
っ
て
い
る
（
図
参
照
）。
公
財
政
支
出
の
核
を
成

す
補
助
額
の
水
準
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
分
、
家
計

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
国
づ
く

り
に
と
っ
て
現
在
も
将
来
も
人
づ
く
り
は
欠
か
せ
な
い
要
諦

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
補
助
額
の
増
額
は
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
見
た
イ
コ
ー
ル
フ
ッ

テ
ィ
ン
グ
政
策
の
推
進
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

�
補
助
の
構
造
に
つ
い
て
―
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
政
策

の
推
進
を

わ
が
国
の
大
学
へ
の
補
助
は
、
国
立
大
学
と
私
立
大
学
と

の
間
で
大
き
な
格
差
が
あ
る
。
学
生
数
は
国
立
対
私
立
で

２
・
３：

７
・
７
と
私
立
が
圧
倒
的
に
多
い
の
に
対
し
、
補
助

金
は
７
・
８：

２
・
２
と
い
う
具
合
に
国
の
補
助
が
国
立
に
圧

倒
的
に
傾
斜
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
本
来
、
学
生
が
受
け

る
高
等
教
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
国
立
、
私
立
を
問
わ
ず
大
き
な

相
違
は
見
ら
れ
な
い
は
ず
で
、
機
能
的
に
同
種
の
高
等
教
育

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

補
助
の
不
公
平
感
は
ぬ
ぐ
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

私
立
大
学
へ
の
補
助
を
一
層
充
実
さ
せ
、
国
立
、
私
立
の
間

で
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
状
態
に
近
づ
け
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
っ
た
く
均
等
に
す
る
べ
き
だ
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
経
緯
や
事
情
を

考
慮
し
て
、
あ
る
い
は
合
理
的
な
制
約
条
件
を
設
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
国
立
・
私
立
間
の
差
異
は
容
認
さ
れ
て
よ
い
と
思

う
が
、
少
な
く
と
も
公
平
感
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
す

る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
政

策
の
推
進
は
、
公
平
性
の
高
い
補
助
の
構
造
に
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
政
策
は
、
私
立
大
学
に
補
助
金

を
多
く
配
分
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
補
助
金
の

総
額
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
、
国
立
大
学
の
補
助
金
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
低
い
レ
ベ
ル
の
補
助
金
総
額

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な
く
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
と
比
べ
て
遜
色

の
な
い
レ
ベ
ル
の
補
助
金
総
額
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
イ

コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
政
策
を
と
れ
ば
、
問
題
は
な
く
な
る
。

ま
た
、
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
政
策
に
よ
る
私
立
大
学
へ

の
補
助
金
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
教
育
・
研
究
に
責
任
を

持
っ
て
し
っ
か
り
や
る
よ
う
な
条
件
を
大
学
に
義
務
づ
け
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
政
策
に
よ
っ
て
、
各
地
に
点
在

す
る
私
立
大
学
の
経
営
基
盤
が
強
化
さ
れ
、
私
立
大
学
間
の

共
存
共
栄
が
図
ら
れ
、
安
心
度
・
安
定
度
の
高
い
環
境
の
中

で
の
教
育
・
研
究
の
持
続
が
期
待
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
何
よ

り
も
、
学
生
へ
の
教
育
支
援
（
学
習
、
課
外
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
海
外
研
修
・
留
学
、
外
国
人
留
学
生
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
な
ど
へ
の
支
援
活
動
）
に
よ
っ
て
、
大
学
の
教
育
力
ア
ッ

プ
、
人
材
育
成
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

巻頭言

図 高等教育に対する公財政支出の対GDP比

『図表でみる教育 OECDインディケータ（２０１１年版）』
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「
生
き
る
力
」と

「
学
び
」と
の
関
わ
り

―
人
ら
し
き
人
に
―

問
わ
れ
る
「
学
び
」
の
場

最
近
、
学
生
さ
ん
た
ち
と
接
し
て
い
ま
す
と
個
人
差
は
あ

か
か

り
ま
す
が
、「
生
き
る
力
」
と
「
学
び
」
と
の
関
わ
り
で
戸

惑
い
を
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。「
単
位
」
や
「
成
績
」
に

は
関
心
を
持
ち
ま
す
が
、
学
生
と
し
て
の
「
生
き
方
」
や
「
学

び
」
そ
の
も
の
、
い
う
な
ら
ば
知
識
・
技
能
の
活
用
や
応
用

へ
の
関
心
は
低
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
一
つ
の
答
え
・
正
解

は
出
せ
て
も
、
自
分
で
考
え
て
判
断
す
る
こ
と
に
は
苦
手
な

よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
本
人
自
身
が
学
ん
だ
こ
と
を
生

活
や
仕
事
に
生
か
し
て
い
け
る
た
く
ま
し
い
「
生
き
る
力
」

が
育
っ
て
き
て
い
る
の
か
と
、
心
配
に
な
り
ま
す
。

人
間
は
「
学
び
」
な
く
し
て
は
生
き
ら
れ
な
い
、
ま
さ
に

学
習
的
な
動
物
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
と

し
て
、
よ
り
よ
く
自
分
で
「
学
び
」、「
行
う
」
こ
と
、
そ
の

こ
と
が
「
生
き
る
力
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ
り
人
間

ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
「
生
き
る
力
」
を

家
庭
、
地
域
、
学
校
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
・
社
会
の
場
で

身
に
付
け
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
か
で
も
、
学
校
は
、

と
う

や

学
ぶ
「
学
力
」
と
行
う
「
経
験
」
の
意
図
的
な
陶
冶
の
場

と
し
て
、
そ
の
重
要
性
を
誰
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
、
学
校
が
選
抜
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
強
め
、
逆

に
人
間
陶
冶
の
場
と
し
て
の
役
割
を
弱
め
て
き
た
ら
、
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
学
び
」
が
狭
い
「
学
力
」
と
な
る

と
、
知
性
や
理
性
に
問
題
が
生
じ
て
、
人
間
と
し
て
の
「
行

か
い

り

い
」
と
乖
離
し
ま
す
。
今
、
大
学
を
含
め
て
「
学
び
」
の

場
と
し
て
の
学
校
は
、
こ
の
「
生
き
る
力
」
そ
の
も
の
が
問

い
直
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
生
き
る
力
」

を
知
の
側
面
か
ら
、
つ
ま
り
「
学
び
」
と
の
関
わ
り
で
論
じ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
公
的
な
面
」
か
ら
の
問
い
直
し

こ
の
「
生
き
る
力
」
の
公
的
な
問
い
直
し
の
発
端
は
、
１

９
９
１
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
す
。
学
校
教
育
に
根

強
く
残
る
「
学
校
歴
」
意
識
、
学
校
間
「
格
差
」・「
序
列
」、

日
本
的
競
争
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
指
摘
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

端
的
に
い
い
ま
す
と
、
公
教
育
に
お
い
て
成
績
主
義
が
狭
い

「
学
力
」
観
を
強
め
、
そ
の
下
で
の
競
争
主
義
が
児
童
生
徒

の
「
生
き
方
」
に
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
、
１
９
９
６
年
の
同
審
議

会
答
申
は
、
こ
れ
か
ら
の
改
革
方
向
と
し
て
、「
生
き
る
力
」

の
育
成
と
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
キ
ャ
ッ
チ
・
フ
レ
ー
ズ
に
学

校
５
日
制
を
提
言
し
た
の
で
す
。
翌
年
の
教
育
課
程
審
議
会

答
申
で
は
、「
ゆ
と
り
」
を
取
り
戻
し
教
育
の
本
来
的
な
目

標
で
あ
る
「
生
き
る
力
」
を
育
成
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作

成
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
１
９
９
９
年
に

告
示
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で
、「
生
き
る
力
」
の
育
成
が

学
校
教
育
の
基
本
理
念
と
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
生
き
る
力
」
は
、
ゆ
と
り
教
育
批
判

と
学
力
低
下
の
下
で
厳
し
い
状
況
を
迎
え
た
の
で
す
。「
新

し
い
学
力
」
観
の
下
で
「
基
礎
・
基
本
的
な
内
容
の
確
実
な

定
着
」
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
内
容
が

３
割
程
度
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、「
自

学
自
習
」
や
「
生
活
体
験
」
の
定
着
・
拡
充
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
学
習
到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
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で
日
本
の
順
位
が
下
が
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
路
線
」

へ
の
批
判
と
学
力
低
下
論
が
結
び
付
い
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
ど
う
解
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
学
力
や
教
育

批
判
は
簡
単
で
す
。
大
事
な
こ
と
は
、「
ゆ
と
り
」
か
「
詰

め
込
み
」
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
・
技
能
の
確
実
な
定
着
と
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
力
の

育
成
で
す
。
当
然
、
生
き
る
た
め
に
は
、
知
識
・
技
能
の「
活

用
」
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
単
に
、
量
の
問
題
で
は
な
く
、

何
の
た
め
に
「
学
力
」
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
そ
の
問
い
直
し
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ホ
ワ
イ

ト
ヘ
ッ
ド
も
い
う
よ
う
に
深
く
徹
底
し
て
教
え
、
学
ば
す
こ

と
で
す
。
た
だ
知
る
こ
と
の
「
知
」
で
あ
れ
ば
ソ
ク
ラ
テ
ス

の
い
う
「
無
知
」
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
生
活
や
社
会
と
の
関
わ
り
、
い
う
な
ら
ば
自
ら
の
学

び
を
支
え
る
「
体
験
」
が
大
事
と
な
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
２
０
０
３
年
に
は
、
先
の
１
９

９
６
年
の
答
申
を
踏
ま
え
て
「
生
き
る
力
」
は
「
確
か
な
学

力
」、「
豊
か
な
人
間
性
」、「
健
康
体
力
」
の
三
つ
の
構
成
要

素
と
し
て
総
括
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
統
合
は

ま
さ
に
全
人
教
育
、
全
面
発
達
を
意
味
す
る
も
の
で
、
こ
の

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
大
事
さ
は
、
説
明
の
余
地
が
あ

り
ま
せ
ん
。
狭
い
「
知
」
の
世
界
の
み
で
は
、
人
間
の
成
長

は
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
ホ
ン
ネ
と
タ
テ
マ
エ

が
交
差
す
る
学
校
の
現
状
で
は
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
し

て
も
壊
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。そ
れ
だ
け
に「
生
き
る
力
」

の
基
本
理
念
を
小
・
中
・
高
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
「
学

び
」
と
「
行
い
」
の
両
面
か
ら
正
し
く
理
解
・
定
着
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
い
と
、
狭
い
「
学
力
」
観
の
も
と

で
は
一
面
的
な
人
間
形
成
を
推
し
進
め
、
人
間
と
し
て
の
主

体
性
や
自
己
実
現
へ
の
意
欲
、
い
わ
ゆ
る
「
人
ら
し
さ
」
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

「
生
き
る
力
」
と
し
て
の
学
力

学
校
教
育
に
お
い
て
、
学
力
観
は
「
新
し
い
学
力
」
か
ら

「
確
か
な
学
力
」
と
し
て
移
行
し
て
き
ま
し
た
。「
学
力
」

に
は
新
し
い
も
古
い
も
な
い
の
で
す
が
、「
新
し
い
」
と
い

う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
歴
や
人
間
性
の
評
価

に
一
つ
の
変
化
を
求
め
た
と
い
え
ま
す
。「
新
し
い
」
と
は
、

従
来
の
「
古
い
」
に
比
べ
、「
自
ら
学
ぶ
意
欲
と
社
会
の
変

化
に
対
応
で
き
る
能
力
」
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
詳
細
を
述

べ
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
論
か
ら
い
い
ま
す
と
従
来

の
評
価
の
観
点
が
「
知
識
・
理
解
」
を
重
視
し
て
い
た
の
に

対
し
て
、「
新
し
い
学
力
」
観
は
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」

と
い
う
児
童
生
徒
の
情
意
的
な
側
面
を
重
視
し
た
点
に
注
目

せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
力
の
「
結
果
」
よ
り
、
そ
の
「
過

程
」
の
重
視
で
す
。
さ
ら
に
、
２
０
０
３
年
に
は
、「
確
か

な
学
力
」
と
し
て
、「
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、

主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る

資
質
や
能
力
」
と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
入
試
の
受
験
者
が
ピ
ー
ク
の
時
に
「
新
し
い
学
力
」

が
、
そ
し
て
日
本
の
学
力
が
国
際
的
に
問
題
と
な
っ
た
時
に

「
確
か
な
学
力
」
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
は
、

単
な
る
学
力
の
向
上
で
は
な
く
、
「
順
位
」
よ
り
も
「
個
性
」

を
重
視
す
る
こ
と
で
、「
人
」
が
よ
り
「
人
」
と
な
る
こ
と
、

「
自
分
」
が
「
自
分
」
に
な
る
こ
と
、
ま
さ
に
教
育
の
本
質

に
戻
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ま
で

み
て
き
た
よ
う
な
「
主
要
５
科
目
」、「
偏
差
値
」、「
受
験
学

力
」
な
ど
の
狭
い
学
力
観
か
ら
脱
皮
し
な
い
と
現
実
の
学
校

教
育
に
残
存
す
る
「
学
歴
」、「
格
差
」、「
競
争
」
な
ど
に
関

わ
る
深
刻
な
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
い
う
こ

と
で
す
。
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
人
間
と
し
て
自
己
成
長
し

て
い
け
る
「
学
力
」
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
み
て
き
ま
す
と
、「
新
し
い
学
力
」
も
「
確

か
な
学
力
」
も
自
ら
考
え
判
断
す
る
、
い
わ
ゆ
る
自
己
教
育

力
を
重
視
す
る
と
い
う
立
場
は
全
く
同
じ
で
す
。
と
い
う
こ

と
は
「
学
力
」
そ
の
も
の
が
、
「
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
」

を
意
味
し
て
い
ま
す
し
、
こ
の
こ
と
自
体
が
自
ら
の
「
生
き

方
」
を
選
択
し
、
よ
り
よ
く
問
題
解
決
を
図
る
と
い
う
「
生

き
る
力
」
そ
の
も
の
の
核
心
部
分
を
示
し
て
い
ま
す
。
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
、「
生
き
る
力
」
は
本
人
自
身
が
成
熟

さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
、「
生
き
る
力
」
の
知
的

な
側
面
と
し
て
の
「
学
力
」
を
そ
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
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す
べ
て
の
学
校
段
階
で
問
い
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
偏
差
値
的
尺
度
で
優
劣
を
つ
け
る
「
学
力
」
か
ら
、

「
生
き
る
力
」
に
結
び
付
く
「
学
力
」
へ
の
意
識
改
革
が
不

可
欠
な
の
で
す
。
大
事
な
こ
と
は
、
ど
う
「
学
力
」
を
「
学

ぶ
」
こ
と
の
意
味
と
「
生
き
る
」
こ
と
の
意
味
か
ら
問
い
直

す
か
、
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
間
は
人
間
ら
し
く
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
学
ぶ

の
で
す
。
そ
こ
に
「
生
き
る
力
」
が
本
人
自
身
の
体
験
と
も

結
び
付
い
て
く
る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
論
を
み
て
も
、

ル
ソ
ー
や
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ら
が
主
張
し
た
児
童
中
心
主
義
の

考
え
方
、
そ
し
て
デ
ュ
ー
イ
の
経
験
論
、
さ
ら
に
最
近
の
問

題
解
決
学
習
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
論
を
挙
げ
る
ま
で
も

な
い
で
し
ょ
う
。「
学
力
」
を
進
学
目
的
か
ら
と
ら
え
る
の

で
は
な
く
て
、「
生
き
る
力
」
の
構
成
要
素
と
し
て
正
し
く

と
ら
え
直
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
学
力
」
の
向
上

を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
は
、
児
童
生

徒
の
「
生
き
る
力
」
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
「
自
ら
が
学
ぶ
」

意
欲
を
意
図
的
に
高
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

「
生
き
る
力
」
の
育
成
の
た
め
に

現
実
に
、
こ
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
に
深
い
関
わ
り
を

持
つ
義
務
教
育
に
対
し
て
、
根
源
的
な
三
つ
の
提
言
を
試
み

て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
提
言
は
、
学
校
教
育
を
先
に
述
べ
ま

し
た
全
人
教
育
や
全
面
発
達
か
ら
、
つ
ま
り
選
抜
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
か
ら
人
間
陶
冶
と
い
う
教
育
の
本
質
に
立
ち
戻
っ
て
、

児
童
生
徒
が
自
ら
知
識
を
活
用
で
き
る
機
会
の
重
要
性
を
論

じ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
を
自
分
で
知
る
こ

と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
目
先
の
成
績
や
進

学
と
の
関
わ
り
だ
け
で
と
ら
え
る
「
学
力
」
で
は
な
く
て
、

人
生
や
生
涯
を
見
据
え
た
「
生
き
る
力
」
の
広
い
見
方
か
ら

の「
学
力
」向
上
を
図
る
条
件
整
備
と
も
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。提

言
�
は
、「
特
別
活
動
」
へ
の
意
義
・
関
心
を
深
め
る

こ
と
で
す
。
ま
ず
、
体
験
活
動
の
充
実
で
す
。
狭
い
学
力
中

心
で
は
、
ど
う
し
て
も
成
績
と
関
わ
り
が
深
い
「
教
科
」
に

ウ
エ
ー
ト
が
置
か
れ
ま
す
。
主
要
５
科
目
と
い
う
「
主
要
」

の
意
味
は
何
で
し
ょ
う
か
。
未
履
修
問
題
も
こ
の
延
長
上
に

あ
り
ま
す
。
逆
の
い
い
方
を
し
ま
す
と
、
自
己
の
「
人
格
」

と
の
関
わ
り
が
深
い
教
科
外
、
す
な
わ
ち
「
特
別
活
動
」
は

軽
視
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
力
主
義
が
成
績

主
義
に
す
り
替
え
ら
れ
、
進
学
目
的
の
た
め
の
知
識
の
獲
得

に
奔
走
さ
せ
ら
れ
る
教
育
で
は
、
と
て
も
他
者
や
社
会
と
の

つ
な
が
り
と
関
わ
る
自
己
の
「
生
き
る
力
」
と
し
て
の
体
験

や
経
験
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
集
団
や
自
立
と
の
関
わ
り
が

深
い
「
特
別
活
動
」
を
通
じ
て
こ
そ
、
子
ど
も
の
自
律
性
や

実
践
的
態
度
が
養
わ
れ
、
人
間
と
し
て
の
豊
か
な
営
み
が
可

能
と
な
り
、
総
合
的
な
「
生
き
る
力
」
が
育
つ
教
育
基
盤
が

整
う
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

提
言
�
は
、「
職
業
教
育
」
へ
の
正
し
い
認
識
・
理
解
を

深
め
る
こ
と
で
す
。
学
習－

成
績－

入
試
の
図
式
を
よ
り
鮮

明
化
す
る
教
育
で
は
、
知
識
を
受
験
の
手
段
と
し
て
、
そ
の

「
活
用
」
へ
の
関
心
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
「
働
く
こ
と
」
や
「
職
業
」
へ
の
関
心
を
弱
め
て
し
ま
い
、

「
職
業
教
育
」
へ
の
抵
抗
を
大
き
く
し
ま
す
。
普
通
高
校
と

専
門
（
職
業
）
高
校
と
の
優
劣
・
高
低
の
見
方
も
生
ん
で
き

ま
す
。
普
・
工
・
商
・
農
と
い
う
高
校
の
序
列
化
を
表
す
差

別
的
な
表
現
さ
え
存
在
す
る
の
で
す
。
生
徒
を
学
力
や
学
歴

で
差
別
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。「
生
き
る
力
」
を
育

て
る
教
育
は
、
人
生
に
お
け
る
社
会
・
職
業
生
活
を
視
野
に
、

小
学
校
で
は
「
生
き
る
力
」
の
基
礎
、
中
学
校
で
は
「
生
き

方
」
を
選
ぶ
力
、
高
等
学
校
で
は
「
生
き
方
在
り
方
」
を
考

え
る
力
、
を
強
く
求
め
て
き
ま
す
。
こ
の
上
に
、
大
学
で
は

専
門
分
野
と
職
業
と
の
関
係
を
踏
ま
え
た
職
業
教
育
の
高
い

質
の
確
保
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
多
く
の
大
学
で
、

学
生
へ
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
た
指
導
体
制
の
整

備
・
実
施
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
典
型
的
な
動

き
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
全
学
校
段
階
へ
の
導
入
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
目
先
の
進
路
（
職
業
）
選
択

で
は
な
く
て
、
マ
ー
ラ
ン
ド
が
い
う
よ
う
に
生
活
や
職
業
の

具
体
的
体
験
活
動
を
通
じ
て
「
多
く
の
実
践
経
験
が
積
み
重

ね
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
さ
ま
ざ
ま
の
試
練
を
経
る
中
で
生
ま
れ

る
も
の
だ
」
と
解
し
た
い
も
の
で
す
。

提
言
�
は
、「
生
徒
指
導
」
の
哲
学
・
理
念
を
し
っ
か
り
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と
と
ら
え
る
こ
と
で
す
。
学
校
教
育
に
お
い
て
、「
個
性
」

よ
り
も
成
績
の
「
順
位
」
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

教
育
が
手
段
化
さ
れ
、
自
己
概
念
の
明
確
化
が
難
し
く
な
り
、

無
気
力
の
児
童
生
徒
が
多
く
な
る
こ
と
は
経
験
上
で
も
明
ら

か
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
生
徒
指
導
が
児
童
生
徒
の
補

導
や
矯
正
と
し
て
解
さ
れ
や
す
く
な
る
か
ら
で
す
。
今
ま
さ

に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
学
校
の
人
間
化
」
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、「
生
き
る
力
」
で
い
う
「
豊
か

な
人
間
性
」、
つ
ま
り
「
自
分
」
と
「
他
人
」
と
の
つ
な
が

り
を
強
め
る
大
切
さ
で
す
。
こ
の
面
で
、
生
徒
指
導
は
進
路

指
導
も
取
り
込
ん
だ
「
生
き
る
力
」
を
育
て
る
広
い
指
導
領

域
だ
け
に
、
こ
の
正
し
い
哲
学
・
理
念
の
定
着
に
よ
っ
て
こ

そ
、
自
己
指
導
力
や
社
会
性
を
育
て
る
条
件
・
環
境
が
整
っ

て
く
る
と
い
え
ま
す
。

人
ら
し
く
「
生
き
る
力
」
を

こ
う
し
た
三
つ
の
提
言
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
が
、「
経
験
す
る
こ
と
」、「
働
く
こ
と
」、「
協
力

す
る
こ
と
」
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
学

び
と
し
て
の
「
学
力
」
の
質
を
高
め
、「
生
き
る
力
」
を
よ

り
育
成
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

育
成
が
図
ら
れ
れ
ば
、
ス
ー
パ
ー
が
い
う
「
自
己
概
念
の
明

確
化
」
が
可
能
と
な
り
、
自
分
ら
し
く
社
会
で
た
く
ま
し
く

生
き
て
い
け
る
の
で
す
。「
学
力
」
の
み
が
向
上
し
て
も
自

分
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
進
路
（
職
業
）
選
択
も
で
き
な
い
の

で
す
。
教
育
は
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
が
い
う
よ
う
に
頭
（
知
）

と
手
（
行
）
の
統
合
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、

教
育
は
「
学
ぶ
」
こ
と
と
「
働
く
」
こ
と
の
結
び
付
き
ま
で

に
せ
り
上
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
三
つ
の

提
言
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
今
日
の
教
育
で
軽
視
さ

れ
て
い
る
側
面
で
あ
る
こ
と
を
今
一
度
、
す
べ
て
の
人
が
再

認
識
・
共
通
理
解
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、「
生
き
る
力
」
は
、「
知
行
一
致
」
と
重

な
っ
て
く
る
と
い
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間
は
「
知
」
と

「
行
」
が
な
か
な
か
一
致
で
き
ま
せ
ん
。「
言
う
は
易
く
行

う
は
難
し
」で
す
。
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
学
力
」

や
「
知
識
」
を
生
か
せ
な
け
れ
ば
、
実
際
に
は
分
か
っ
て
い

な
い
と
い
う
「
無
知
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
学
力
」

は
単
な
る「
知
」で
は
な
く
、そ
れ
を
活
用
し
て
自
己
の「
行
」

に
生
か
さ
ね
ば
何
も
な
り
ま
せ
ん
。教
育
基
本
法
で
い
う「
人

格
の
完
成
」
も
、
こ
の
人
と
し
て
の
「
生
き
る
力
」
を
ど
う

育
成
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
と
重
な
っ
て
き
ま
す
。
結
局
、

「
知
」
を
「
行
」
に
生
か
す
力
こ
そ
が
「
生
き
る
力
」
と
す

れ
ば
、
ま
さ
に
「
人
間
」
と
し
て
の
自
覚
と
、
そ
の
総
合
力

が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。

こ
こ
に
、
本
学
の
校
歌
に
あ
る
「
人
ら
し
き
人
に
あ
る
べ

く

輝
け
る
明
日
を
望
み
て

若
き
日
の
今
日
を
学
ば
ん
」

の
「
人
ら
し
さ
」
の
重
み
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
高
等

教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
下
で
、
大
学
教
育
も
こ
の
「
人

ら
し
き
人
」を
再
認
識
し
、
総
合
力
と
し
て
の「
生
き
る
力
」

と
し
て
の
「
学
び
」
の
育
成
条
件
を
高
等
教
育
と
い
う
よ
り

高
い
次
元
で
真
剣
に
検
討
・
整
備
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
、「
生
き
る
力
」
を
単
な
る
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
で
は
な
く
、
小
・
中
・
高
・
大
の
す
べ
て

の
学
校
段
階
で
、
そ
の
実
効
を
い
か
に
あ
げ
て
い
く
か
、
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
こ
で
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
理
念
や
実
践
と
の
関
わ
り

が
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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部

教
授

小
野

信
文

特 集

は
じ
め
に

２
０
０
９
年
度
の
国
民
医
療
費
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

３６
兆
円
を
超
え
、
過
去
最
高
で
あ
っ
た
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
国
家
財
政
は
立
ち
行
か
な
く
な
り

ま
す
。
医
療
の
質
を
保
ち
な
が
ら
、
少
し
で
も
改
善
す
る
方

策
が
必
要
で
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
例
年
６
〜
７
兆
円
使

用
さ
れ
る
薬
剤
費
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

福
岡
県
で
は
、２
０
０
７
年
、全
国
で
初
め
て
独
自
に
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
国
政

で
も
同
年
使
用
を
促
す
国
策
を
実
施
し
始
め
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
私
は
薬
学
部
の
教
員
と
し
て
４３
年
過
ご
し
、
現
在
、

福
岡
県
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
協
議
会
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
い
ま
一
度
薬
の
本
質
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

薬
が
効
く
と
い
う
こ
と

薬
効
は
薬
と
生
体
と
の
反
応
で
す
。
薬
物
（
Ｄ
）
の
す
ぐ

そ
ば
に
体
側
の
薬
物
を
受
け
取
る
も
の
（
Ｒ

；

受
容
体
と
い

い
ま
す
）
が
﹇
Ｄ
Ｒ
﹈
の
よ
う
に
合
体
し
た
状
態
で
、
初
め

て
効
果
を
表
し
ま
す
。
従
っ
て
、
結
合
状
態
の
﹇
Ｄ
Ｒ
﹈
が

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
効
果
が
強
い
と
言
え
ま
す
。
薬
効
は
変

動
す
る
の
で
、
一
つ
の
関
数
（
ｆ
）
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の（
ｆ
）は
、
大
き
く
三
つ
の
因
子
に
よ
っ

て
変
化
し
ま
す
〔
薬
効＝

ｆ
（
薬
の
固
有
活
性
×
人
の
感
受

性
×
薬
物
濃
度
）〕。
実
質
的
に
は
、
結
局
、
一
個
人
の
薬
効

は
、
薬
物
血
中
濃
度
に
強
く
依
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
薬
効＝

薬
物
血
中
濃
度
」
の
関
係
で
す
。

薬
の
血
中
濃
度
が
低
け
れ
ば
、
効
き
目
が
な
く
、
病
状
は

悪
化
し
、
逆
に
異
常
に
高
け
れ
ば
有
害
作
用
（
中
毒
域
）
を

起
こ
し
ま
す
。
そ
の
間
の
適
正
な
量
の
と
き
適
正
な
薬
の
効

果
が
生
ま
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
効
果
を
維
持
す
る
こ
と
は
と

て
も
厄
介
で
す
。
少
な
過
ぎ
て
も
多
過
ぎ
て
も
駄
目
で
、
適

正
な
量
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
多
く
の
人
々
の
間
で
は
、
薬
は
用
い
た
ら
必
ず
効

く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
効
か
な
い
人
も
、
反
対
に
効
き
過
ぎ

る
の
を
通
り
過
ご
し
て
、
有
害
作
用
を
呈
す
る
人
も
い
ま
す
。

従
っ
て
、
な
る
べ
く
多
く
の
人
が
安
全
に
効
く
よ
う
な
新
薬

が
必
要
な
の
で
す
。

医
薬
品
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
る
の
か

医
薬
品
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
欠
か
せ
な
い
の
が
「
特
許

権
」
で
す
。
我
々
が
享
受
し
て
い
る
物
品
の
中
で
最
も
厳
格

に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
的
に
言
い
ま
す
と
、
各
国
が

独
自
に
審
査
権
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
る
国
の
あ
る
メ
ー

カ
ー
が
、
最
初
に
自
国
の
み
な
ら
ず
他
国
も
併
せ
て
取
る
と
、

結
果
的
に
世
界
中
か
ら
利
益
を
独
り
占
め
す
る
こ
と
に
な
り
、

他
国
や
他
社
は
手
出
し
が
で
き
ず
、
そ
の
一
社
か
ら
輸
入
し

て
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
利
益
独
占
権
）。
特
許
の
種
類

も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
物
質
特
許
、
製
法
特
許
、
製
剤
特
許
、

用
途
特
許
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
紙
面
の
都

合
上
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
代
日
本
に
お
け
る

医
薬
品
に
か
か
わ
る
問
題
点

―
薬
と
と
も
に
４３
年
―
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要
点
は
、
新
薬
メ
ー
カ
ー
で
は
物
質
特
許
が
２０
年
（
最
長

２５
年
）
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
間
に
い
か
に
早
く

承
認
を
勝
ち
取
り
、
残
っ
た
期
間
で
利
益
を
追
求
す
る
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
薬
で
は
、
売
り
出
す
ま
で
に

１
０
０
〜
４
０
０
億
の
開
発
費
用
が
掛
か
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

図
１
の
各
ス
テ
ッ
プ
に
は
と
て
も
厳
し
い
規
制
が
あ
り
、
す

べ
て
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
動
物
実

験
の
ネ
ズ
ミ
に
し
て
も
、
血
統
が
決
め
ら
れ
て
い
て
し
か
も

無
菌
的
に
飼
育
さ
れ
た
も
の
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
そ
の
施
設
で
も
厳
し
い
規
制
が
あ
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
通

ら
な
い
実
験
室
も
あ
り
ま
す
。
中
で
も
患
者
を
対
象
と
し
た

臨
床
試
験
が
最
も
厳
し
い
規
定
と
膨
大
な
時
間
と
費
用
を
要

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
試
験
は
Ｉ
Ｃ
Ｈ
と
い
っ
て
、
日
本
・
ア

メ
リ
カ
・
Ｅ
Ｕ
共
通
の
高
い
レ
ベ
ル
の
規
定
で
行
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
開
発
に
掛
か
っ
た
す
べ
て
の
費
用
は

薬
価
に
反
映
さ
れ
る
の
で
、
新
薬
は
高
価
と
な
り
、
先
発
品

あ
る
い
は
ブ
ラ
ン
ド
品
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
市
場
に
出
て
か

ら
も
市
販
後
調
査
が
行
わ
れ
、
不
具
合
や
問
題
点
な
ど
が
副

作
用
報
告
と
し
て
、
全
国
の
医
療
機
関
か
ら
厚
生
労
働
省
に

通
知
さ
れ
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、

安
全
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
副
作
用
報
告

制
度
は
世
界
と
つ
な
が
り
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
中
心
と
な
っ
て
、日
々
、

世
界
中
か
ら
上
が
っ
て
く
る
情
報
を
整
理
し
ま
す
。
そ
こ
で

問
題
が
あ
れ
ば
直
ち
に
世
界
中
に
注
意
や
解
決
方
法
を
知
ら

せ
、
各
国
は
、
末
端
の
医
療
関
係
者
に
通
達
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
重
篤
な
障
害
な
ど

が
出
れ
ば
国
家
が
保
障
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
と
は

定
義
的
に
言
う
と
、先
に
開
発
さ
れ
た
薬（
先
発
医
薬
品
）

の
特
許
満
了
後
に
ほ
か
の
メ
ー
カ
ー
が
「
同
じ
有
効
成
分
、

同
じ
効
能
・
効
果
と
し
て
申
請
し
、
国
が
認
め
た
薬
」
で
す

（
図
１
参
照
）。
発
売
後
は
す
べ
て
先
発
品
と
同
じ
規
制
が

か
か
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
先
発
の
一
民
間
企
業
の
独
占
的
利
潤
確
保
の

え
い
ご
う

権
利
は
、
未
来
永
劫
続
く
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
新
薬
が
売
り
出
さ
れ
る
と
、
世
界
中
の
人
が
使
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
臨
床
試
験
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
、
ま
た

見
え
な
か
っ
た
注
意
点
や
問
題
点
が
出
て
き
ま
す
。
合
併
症

を
幾
つ
か
持
つ
場
合
、
た
く
さ
ん
の
薬
を
使
っ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
相
互
問
題
点
な
ど
は
す
べ
て
世
界

中
の
患
者
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
す
。
そ
の
た
め
特
許
が
切
れ

る
ま
で
は
そ
れ
ら
に
注
意
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
改
善

し
、
独
占
営
利
を
認
め
ま
す
が
、「
特
許
満
了
後
は
、
そ
の

薬
や
情
報
は
万
民
の
た
め
共
益
財
産
に
帰
す
る
」
と
い
う
世

界
共
通
の
理
念
「
先
発
会
社
の
私
的
財
産
保
護
か
ら
世
界
中

の
人
の
公
益
財
産
と
な
る
」
を
理
解
し
、
認
め
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
日
本
国
内
で
み
る

と
、
外
国
の
良
薬
を
得
る
と
き
、
海
外
に
特
許
対
価
を
支
払

う
こ
と
な
し
に
、
必
要
な
医
薬
品
を
自
前
の
国
産
品
と
し
て

自
由
に
取
り
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
、
ま

た
ど
の
国
の
企
業
で
も
同
様
に
そ
の
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

有
効
成
分
含
有
率
が
先
発
品
の
±
２０
％
で
あ
る
こ
と
の
規
定

や
臨
床
試
験
の
代
わ
り
に
生
物
学
同
等
性
試
験
で
、
先
発
品

と
人
の
血
中
濃
度
に
差
が
な
い
こ
と
を
計
る
な
ど
多
数
の
厳

格
な
規
定
が
あ
り
ま
す
。
世
界
中
の
人
の
使
用
デ
ー
タ
が
あ

図１ 医薬品のサイクル
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る
の
で
、
先
発
品
の
臨
床
試
験
ま
で
は
免
除
さ
れ
、
そ
の
前

の
段
階
の
開
発
費
も
不
要
で
す
。
そ
の
分
、
安
価
に
製
薬
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
基
本
と
な
る
医
薬
品
は
国
で
決
め
ら
れ

て
い
て
、
そ
れ
が
日
本
薬
局
方
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
世

界
各
国
、
独
自
に
同
じ
も
の
を
制
定
し
、
国
の
医
薬
品
と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
身
の
大
変
重
要
な
部
分
は
、

医
薬
品
の
純
度
・
品
質
・
安
定
性
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
図

２
は
一
例
と
し
て
抗
て
ん
か
ん
薬
の
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
品
質
規
定
の
中
身
の
比
較
で
す
。
ま
ず
、

純
度
で
す
が
、
日
本
は
世
界
一
高
い
純
度
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
中
に
含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
の
不
純
物
質
は
、

イ
ギ
リ
ス
も
少
し
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
、
塩
化
物

や
ヒ
素
の
含
有
限
界
ま
で
規
定
す
る
な
ど
、
先
進
国
の
ど
こ

に
も
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
薬
局
方
に
記
載
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
は
ほ
と
ん
ど
が

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
当
た
り
ま
す
。
新
薬
も
日
本
薬
局

方
外
医
薬
品
規
格
で
規
制
さ
れ
、
こ
の
基
準
に
準
じ
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
我
が
国
の
医
薬
品
は
世
界
一
高
品
質
と
言

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
先
発
品
と
同
一
物
か
、
そ
う
で

な
い
か
と
い
う
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

化
学
的
視
点
か
ら
厳
密
に
言
え
ば
、
同
一
物
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
薬
の
製
剤
化
か
ら
く
る
問
題
で
す
。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
有
効
成
分
は
先
発
品
と
同
一
物
で
す
が
、
人
に

飲
ま
せ
る
よ
う
に
錠
剤
化
す
る
と
き
に
は
必
ず
添
加
剤
が
必

要
で
す
。
こ
の
添
加
剤
の
選
択
や
配
合
は
、
ほ
か
の
特
許
な

ど
の
関
係
で
同
一
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ

の
添
加
剤
は
、
全
く
薬
効
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
無
害
で

あ
り
、
有
効
成
分
に
何
ら
影
響
し
な
い
も
の
で
す
。
そ
れ
ら

の
種
類
や
品
質
に
つ
い
て
、
日
本
薬
局
方
の
規
定
に
準
じ
、

医
薬
品
添
加
物
規
格
や
食
品
添
加
物
公
定
書
に
厳
格
に
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
先
発
品
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
も
同
じ
添
加
剤
を
使
い
ま
す
が
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
多

少
異
な
り
、
臨
床
的
に
薬
の
目
的
で
あ
る
効
果
と
し
て
み
れ

ば
、
限
り
な
く
同
一
と
見
な
し
て
よ
い
の
で
す
。
さ
ら
に
、

製
剤
的
に
後
か
ら
出
る
の
で
、
飲
み
や
す
さ
な
ど
い
ろ
ん
な

工
夫
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
全
性
が
高
い
の
は
、
先
発
品
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と

で
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う

断
然
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
す
。
１
９
９
７
年
〜
２
０

０
７
年
ま
で
に
国
か
ら
全
医
療
機
関
に
緊
急
に
伝
え
ら
れ
た

問
題
点
を
見
る
と
、
圧
倒
的
に
新
薬
に
多
い
こ
と
が
明
ら
か

で
す
（
１６
件
中
１１
件
）。
早
い
も
の
は
販
売
後
数
カ
月
で
副

作
用
や
注
意
点
が
表
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
呈
し

た
患
者
は
重
篤
に
な
ら
な
い
よ
う
に
治
療
さ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
も
先
ほ
ど
の
副
作
用
報
告
に
載
り
、
世
界
中
に
発
信
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
世
界
か
ら
も
知
ら
さ
れ
て
き
ま
す
。
先
発

品
は
臨
床
試
験
で
よ
り
良
い
効
き
目
と
安
全
性
を
調
べ
ま
す

が
、
そ
れ
が
絶
対
的
な
デ
ー
タ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

残
り
の
件
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
な
っ
た
も
の
で
も
、

１０
〜
２０
年
後
に
こ
の
緊
急
安
全
性
情
報
が
出
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
く
、
医
薬
品
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
使
わ
れ

る
ケ
ー
ス
が
少
な
い
と
な
か
な
か
は
っ
き
り
し
た
真
実
が
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
長
い
間
に
使
わ
れ
て
例
数
が
増
え
、
薬
の

日本・アメリカ・イギリスの薬局方における
主要薬の含有量等規格の比較

イギリス

９８．５～１０１．５％

－

０．１％以下

２０ppm

－

ただし、アメリカ、イギリスではバルプロ酸フリー（なし）として記載

アメリカ

９８．０～１０２．０％

－

－

０．００２％以下

－

日 本

９８．５％以上

０．０５０％以下

０．０４８％以下

２０ppm以下

２ppm以下

バルプロ酸
ナトリウム

塩 化 物

硫 酸 塩

重 金 属

ヒ 素

図２ 日本・アメリカ・イギリスにおける薬の品質規定の比較

結論的に、世界で最も高い品質を課している
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性
質
が
明
ら
か
に
な
り
、
先
発
品
製
薬
会
社
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
会
社
も
等
し
く
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
状
況
と
医
療
経
済
学
的
視
点

少
し
、
視
点
を
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
図
３
は
日
本
の
医

薬
品
に
関
す
る
貿
易
収
支
で
す
。
赤
が
輸
入
で
黒
が
輸
出
で

す
。
明
ら
か
な
よ
う
に
、
収
支
は
赤
字
で
、
大
量
に
海
外
か

ら
医
薬
品
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
特
許
が
切
れ

た
新
薬
も
大
量
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
も
個
々
の
先
発

メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
頑
張
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
新
薬
の
国

際
競
争
に
は
遅
れ
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
に
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
。

世
界
に
誇
る
技
術
と
能
力
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
な
の

で
し
ょ
う
。
す
べ
て
の
医
薬
品
・
医
療
関
係
者
に
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
一
般
市
民
も
含
め
て
、「
高
い
方

が
安
心
」「
見
慣
れ
た
薬
が
良
い
」「
聞
い
た
こ
と
が
な
い
会

社
だ
ね
」
と
か
、
ほ
か
の
商
品
・
食
品
の
よ
う
な
感
覚
で
見

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
抱
か
れ
て
い
る
不
信
感

は
、
こ
の
よ
う
な
漫
然
と
し
た
不
安
感
か
ら
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
医
学
・
薬
学
は
科
学
で
す
。
現
代
科
学
の

も
と
に
考
え
れ
ば
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
先
発
品
と
何

そ
ん
し
ょ
く

ら
遜
色
な
い
医
薬
品
な
の
で
す
。

世
界
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
率

世
界
各
国
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
状
況
を
図
４

に
示
し
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
一
例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。
製
薬
会
社
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１０
社
の
中
に

新
薬
メ
ー
カ
ー
が
半
数
を
占
め
る
ト
ッ
プ
の
国
で
も
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
７３
％
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
何
を

意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
我
が
国
は
や
っ
と

２３
％
を
超
え
た
く
ら
い
で
す
。

世
界
的
に
、
薬
物
療
法
に
新
し
い
考
え
方
が
生
ま
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
従
来
の
医
薬
品
で
十
分
良
い
人
々
に
は
安

全
性
の
高
い
安
価
な
も
の
を
使
い
、
そ
う
で
は
な
く
新
薬
が

絶
対
的
に
必
要
な
人
に
は
新
薬
を
使
う
と
い
う
個
々
人
に

あ
っ
た
薬
物
療
法
が
行
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。「
患
者

中
心
の
医
療
」
と
い
う
言
葉
は
耳
に
し
ま
す
が
、
日
本
で
は

ま
だ
遠
い
感
が
あ
り
ま
す
。
特
許
が
切
れ
て
い
る
高
価
な
新

薬
（「
特
許
切
れ
新
薬
」「
長
期
収
載
品
」
と
も
い
う
）
を
使

い
続
け
て
い
る
の
で
す
。

９０億ドル（２００６年平均レート１１６円換算で１兆０４４０億円）OECD Report ２００８
図３ 日本の医薬品に関する貿易収支

図４ 世界のジェネリック医薬品シェア比較
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お
わ
り
に

新
薬
の
開
発
競
争
は
先
進
国
間
で
激
し
さ
を
加
速
さ
せ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
も
対
応
が
必
要
で
す
。

一
方
、
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
は
特
許
が
切
れ
る
前
ま
で
は
、
世
界
中
で
一
流
の
先
発

品
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
そ
れ
を
国
内
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
会
社

が
国
産
品
と
し
て
取
り
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
す
ま
す
進
展
す
る
中
で
、
世
界
平
和

の
危
機
や
貿
易
摩
擦
な
ど
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
万

が
一
の
時
や
類
を
見
な
い
天
変
地
異
の
時
な
ど
に
国
産
で
備

え
て
お
く
こ
と
は
、
国
民
の
健
康
・
一
定
の
医
療
水
準
の
保

持
に
対
す
る
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
我
が
国
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
会
社
は
、
そ
の

高
品
質
さ
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
世
界
市
場
に
挑

戦
し
、
国
家
財
政
に
寄
与
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
そ
う
い
う

環
境
を
皆
で
整
え
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
我
が
国
は
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
を
採
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
理
念
的
に
国
際
的
模
範
と
な
る
制
度
で
す
。

若
い
人
が
そ
の
時
代
の
お
年
寄
り
の
面
倒
を
見
る
と
い
う
意

味
で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
破

綻
の
憂
き
目
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。
改
革
は
必
要
で
す
が
、

今
、
で
き
る
こ
と
か
ら
成
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
の

方
々
の
お
子
さ
ん
あ
る
い
は
お
孫
さ
ん
も
、
社
会
人
と
し
て

給
料
の
一
部
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
い
る
で
し
ょ
う
。
高
齢

者
は
、
そ
れ
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
の
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ

け
負
担
を
軽
く
す
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
も
積
極
的
に

使
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

本
編
が
、
医
薬
品
に
つ
い
て
真
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

文
献
な
ら
び
に
資
料

日
本
薬
局
方

厚
生
労
働
省

統
計
情
報
・
白
書：

http://w
w

w
.m

hlw
.go.ip/toukei_hakusho/

家
族
内
財
の
配
分：

利
他
的
な
心
と
家
族

経
済
学
部

教
授

姜

文
源

本
稿
で
は
家
族
を
中
心
に
人
の
利
他
的
な
心
が
社
会
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
話
を
し
た
い
。
ま
ず
は
ア
メ
リ
カ
で
起

き
た
女
性
解
放
運
動
か
ら
話
を
始
め
、
こ
の
女
性
解
放
運
動

は
白
人
家
族
を
守
る
た
め
の
動
き
で
あ
っ
た
が
そ
れ
が
結
果

的
に
黒
人
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。
黒
人
家

族
の
崩
壊
は
全
体
的
な
家
族
神
話
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
、
離

婚
率
が
増
え
る
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
家
族
内
の
問
題
を
引
き

起
こ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
家
族
内
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は

利
他
的
な
心
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
人
の
利
他
的
な
心

が
他
人
の
利
他
的
な
心
を
誘
発
す
る
こ
と
を
説
明
し
、
私
た

ち
一
人
一
人
の
利
他
的
な
心
が
健
全
な
社
会
を
維
持
し
て
い

く
上
で
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

１

ア
メ
リ
カ
の
女
性
解
放
運
動

１
９
６
０
年
代
は
ケ
イ
ン
ズ
的
な
財
政
政
策
が
積
極
的
に

採
用
さ
れ
て
イ
ン
フ
レ
率
が
と
て
も
高
い
時
期
だ
っ
た
。
さ

ら
に
、こ
の
時
代
に
な
っ
て
�
新
車
を
買
う
こ
と
、�
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
の
新
し
い
家
電
を
持
つ
こ

と
、
さ
ら
に
は
�
子
ど
も
を
大
学
に
行
か
せ
る
こ
と
、
が�
普

通
�
に
な
っ
て
き
た
。
私
た
ち
の
消
費
は
社
会
的
な
も
の
で

も
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
で
き
る
だ
け
社
会
的
に
普
通
の
レ
ベ

ル
に
は
達
し
た
い
と
の
欲
望
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
自
分
が

幸
せ
か
ど
う
か
は
他
人
と
の
比
較
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
も

の
で
も
あ
る
。
６０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は
�
標
準
的
な
生

活
�
を
維
持
す
る
た
め
の
必
要
所
得
が
急
増
し
た
。
男
性
が

論 壇
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家
族
の
大
黒
柱
に
な
れ
た
時
代
は
終
わ
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
女
性
解
放
運
動
は
１
９
６
９
年
か
ら
始
ま
っ

た
と
さ
れ
る
。
こ
の
年
に
多
く
の
白
人
家
族
の
母
親
た
ち
は

町
に
出
て
、�
女
性
に
も
仕
事
を
�
と
デ
モ
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
６９
年
と
い
う
の
に
も
意
味
が
あ
っ
て
、
こ
の
こ
ろ

に
な
る
と
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
時
代
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

た
ち
が
大
学
に
進
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
女
性
解
放
運
動
が
６９
年
に
起
き
た
と
い
う
の
は
こ
の
運

動
の
背
景
に
経
済
的
な
原
因
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
事

実
で
も
あ
る
。
男
性
が
大
黒
柱
に
な
れ
ず
、
標
準
的
な
生
活

を
し
て
い
く
に
は
女
性
も
労
働
市
場
に
労
働
を
供
給
す
る
必

要
が
出
て
き
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
運
動
は
白
人
家
族
の
母
親

た
ち
が
子
ど
も
を
大
学
に
進
学
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
し
て
新

車
を
買
う
た
め
に
、
つ
ま
り
は
家
族
の
�
普
通
の
生
活
�
を

守
る
た
め
に
起
き
た
。

し
か
し
、
家
族
を
守
り
た
か
っ
た
白
人
女
性
の
運
動
は
黒

人
家
族
を
崩
壊
さ
せ
る
と
い
う
思
わ
ぬ
結
果
を
生
ん
だ
。
女

性
解
放
運
動
の
展
開
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
は
黒
人
男

性
を
リ
ス
ト
ラ
し
、
白
人
女
性
を
雇
う
こ
と
に
な
る
。
仕
事

を
無
く
し
た
黒
人
男
性
は
家
計
を
維
持
す
る
の
が
難
し
く
な

り
、そ
の
後
、黒
人
家
族
の
離
婚
率
が
急
増
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
１
９
７
４
年
ご
ろ
に
ア
メ
リ
カ
で
は
Ａ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
法
が
制

定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
黒
人
の
未
婚
の
母
、
母
子
家
庭
を
保

護
す
る
た
め
の
法
律
で
あ
る
。
黒
人
家
族
の
崩
壊
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
、
未
婚
の
母
や
母
子
家
庭
が
増
え
、�
温
か

い
家
庭
の
暮
ら
し
�
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
黒
人
少
年
・

青
年
の
犯
罪
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
ア
メ
リ

カ
の
こ
と
を
よ
く
犯
罪
社
会
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
原
因
を
作
っ

た
の
が
７０
年
代
に
起
き
た
黒
人
家
族
の
崩
壊
で
あ
る
。
黒
人

家
族
の
崩
壊
は
、
そ
の
後
、
家
族
の
概
念
を
も
変
え
る
大
き

な
動
き
の
前
兆
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
「
家
族
神
話
の
崩
壊
」

で
あ
っ
た
。

２

家
族
神
話
の
崩
壊

家
族
神
話
と
い
う
の
は
三
つ
の
内
容
か
ら
成
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
�
結
婚
し
な
い
の
は
お
か
し
い（
人

間
に
と
っ
て
結
婚
す
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
結
婚
し
な
い
の

は
不
自
然
で
あ
る
）、�
昔
の
家
族
は
一
家
だ
ん
ら
ん
で
あ
っ

た
、
�
世
の
中
に
は
完
璧
な
家
族
が
存
在
す
る
、
で
あ
る
。

９０
年
代
に
入
る
と
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
社
会
的
な
支
持
を

失
う
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
家
族
神
話
が
崩
壊
し
た
と
い
う

時
代
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

１
９
６
０
年
代
、
７０
年
代
に
か
け
て
は
、�
完
璧
な
家
族
�

を
描
い
た
ド
ラ
マ
が
テ
レ
ビ
で
よ
く
放
送
さ
れ
、
人
気
を
得

て
い
た
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は�
大
草
原
の
小
さ
な
家
�

が
白
人
の
理
想
的
な
家
族
像
を
、“C

osby
Show

”

が
黒
人

の
理
想
的
な
家
族
像
を
描
い
た
ド
ラ
マ
と
し
て
大
人
気
だ
っ

た
。
日
本
で
い
う
と
�
サ
ザ
エ
さ
ん
�
が
日
本
の
温
か
い
家

庭
生
活
を
描
き
、
人
気
が
あ
る
。
サ
ザ
エ
さ
ん
の
場
合
は
今

で
も
人
気
が
あ
る
が
、
世
界
的
に
み
る
と
（
昔
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
何

度
も
再
放
送
し
て
い
た
人
気
ド
ラ
マ
）�
大
草
原
の
小
さ
な

家
�
の
よ
う
な
家
族
ド
ラ
マ
は
視
聴
率
が
取
れ
な
く
な
っ
た

し
、
制
作
も
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
家
族
ド
ラ
マ

が
描
く
家
族
が
あ
ま
り
に
も
非
現
実
的
な
も
の
に
な
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。

家
族
（
神
話
）
の
崩
壊
は
晩
婚
化
、
離
婚
率
の
増
加
、
母

子
家
庭
の
増
加
、
出
生
率
の
低
下
な
ど
の
社
会
問
題
を
生
ん

だ
。
別
の
言
い
方
を
す
る
な
ら
個
人
が
家
族
と
い
う
束
縛
か

ら
よ
り
自
由
に
な
っ
た
と
も
言
え
る
。
確
か
に
、
結
婚
を
す

る
の
も
、
し
な
い
の
も
個
人
の
自
由
な
選
択
で
あ
る
は
ず
で

あ
っ
て
、
結
婚
し
な
い
こ
と
を
お
か
し
い
と
考
え
る
理
由
は

何
も
な
い
。
一
方
、
家
族
の
崩
壊
が
多
く
の
社
会
問
題
の
原

因
に
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
過
去
に
お
い
て
は
、

社
会
性
や
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
は

�
普
通
の
家
族
生
活
�
の
中
で
身
に
付
け
る
能
力
で
あ
っ
た
。

家
族
が
崩
壊
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
こ
と
し
か

考
え
な
い
悪
い
意
味
で
の
個
人
主
義
も
ま
ん
延
し
て
き
た
と

思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
節
で
述
べ
た
い
が
、
こ
こ

で
は
簡
単
に
中
国
の
一
人
っ
子
政
策
を
例
に
挙
げ
て
、
個
人

主
義
と
家
族
の
関
係
を
説
明
し
た
い
。
兄
弟
が
お
ら
ず
、
一

人
っ
子
の
場
合
は
�
私
た
ち
�
と
い
う
集
団
の
概
念
を
家
族

の
中
で
学
ぶ
機
会
が
な
い
。
兄
弟
が
い
る
場
合
、
子
ど
も
は
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�
私
た
ち
（
自
分
と
母
親
、
あ
る
い
は
自
分
と
兄
弟
）�
と

�
あ
な
た
（
ほ
か
の
兄
弟
）��
あ
な
た
た
ち
�
と
い
う
区
別

を
学
び
、�
私
た
ち
�
と
い
う
他
人
と
の
連
帯
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。
兄
弟
が
い
な
い
と
子
ど
も
と
母
親
の
関
係
は

�
私
�
と
�
あ
な
た
�
の
関
係
で
し
か
成
立
し
な
く
な
る
。

母
親
と
二
人
以
上
の
子
ど
も
が
い
る
と
き
（
つ
ま
り
、
３
人

以
上
の
人
間
関
係
の
中
で
）、�
私
た
ち
�
と
い
う
概
念
が
成

立
す
る
の
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
、
父
親
が
子
育
て
に
積
極
的

に
協
力
す
る
な
ら
ば
話
は
別
だ
が
、
そ
う
い
う
ケ
ー
ス
は
中

国
で
は
少
な
い
）。
最
近
、
中
国
で
は
（
悪
い
意
味
で
の
、

他
人
の
こ
と
に
興
味
を
持
た
な
い
）
個
人
主
義
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
人
っ
子
政
策
と
関
連
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

家
族
の
崩
壊
は
家
族
の
概
念
そ
の
も
の
を
も
変
え
て
い
る
。

�
家
族
と
は
何
か
�
と
い
う
家
族
の
定
義
に
関
す
る
も
の
だ

が
、
経
済
的
に
い
う
と
家
族
の
�
定
義
�
は
扶
養
手
当
の
適

応
範
囲
、
家
族
保
険
の
適
応
範
囲
、
遺
産
相
続
関
係
を
決
め

る
も
の
で
も
あ
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
今
は
絶
対
多
数

を
占
め
る
家
族
の
形
態
と
い
う
の
は
存
在
し
な
い
。
先
進
国

に
お
い
て
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
を
例

に
挙
げ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
�
夫
婦
と
子
ど
も
で
構
成
さ

れ
る
家
族
、
�
夫
婦
の
み
の
家
族
、
�
ひ
と
り
親
の
家
族
、

�
一
人
暮
ら
し
、
が
そ
れ
ぞ
れ
２５
％
前
後
を
占
め
て
い
る
。

夫
婦
と
子
ど
も
が
い
る
家
族
を
�
普
通
の
家
族
�
と
考
え
る

根
拠
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的

変
化
と
共
に
、
家
族
と
は
何
か
、
と
い
う
�
定
義
の
問
題
�

が
台
頭
し
て
き
た
。
昨
年
（
２
０
１
１
年
）
か
ら
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
�
同
性
愛
者
同
士
の
結
婚
を
法
律
的
に
認
め

る
�
こ
と
と
な
っ
た
。�
同
性
同
士
の
家
族
�
を
認
め
て
い

い
か
、
と
い
う
問
題
だ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
家
族
の
定
義
が

と
て
も
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
き
て
、
家
族
と
は
何
か
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
将
来
的
に
は
�
子
猫
な
ど
の

ペ
ッ
ト
も
家
族
と
し
て
認
め
、
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
保
険
や
扶

養
家
族
手
当
て
を
認
め
る
�
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
は
そ
う
思
え
る
ほ
ど
�
家
族
�
と
い
う
�
概
念
�
そ
の
も

の
が
崩
れ
て
い
る
。

３

家
族
内
財
の
配
分

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
Ｇ．
ベ
ッ
カ
ー
は
家
族

構
成
員
の
利
己
性
と
利
他
性
に
つ
い
て
の
研
究
で
も
有
名
な

教
授
で
あ
る
。
彼
は
い
わ
ば
�
不
良
�
に
な
る
子
ど
も
た
ち

を
研
究
し
て
、
子
ど
も
が
利
己
的
に
な
り
、
他
人
の
こ
と
を

配
慮
し
な
い
逸
脱
行
為
を
す
る
の
は
、
家
族
の
中
で
親
の
利

他
性
が
足
り
な
い
か
ら
だ
と
指
摘
し
て
き
た
（
こ
の
よ
う
な

彼
の
考
え
はR

otten
K

ids
T

heorem

と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
）。
私
は
彼
の
考
え
や
理
論
を
家
族
全
般
に
つ
い
て
拡
大

し
、
女
性
が
い
わ
ば
悪
妻
に
な
る
の
は
夫
の
利
他
性
が
足
り

な
い
か
ら
で
あ
る
と
の
理
論
や
デ
ー
タ
を
構
築
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
内
容
を
少
し
紹
介
し
よ
う
。

私
が
考
え
る
�
悪
妻
の
モ
デ
ル
�
は
以
下
の
定
義
・
経
験

的
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
。

�

利
己
的
な
夫
と
は
家
族
内
財
の
配
分
に
お
い
て
（
簡
単

に
い
う
と
家
族
収
入
の
配
分
に
お
い
て
）
自
分
自
身
の

消
費
水
準
を
優
先
的
に
考
え
る
人
の
こ
と
を
い
う
。

�

良
妻
と
は
夫
の
判
断
を
尊
重
す
る
妻
の
こ
と
を
い
う
。

悪
妻
は
良
妻
の
反
対
。

�

良
妻
を
持
つ
男
性
は
仕
事
に
お
い
て
良
い
実
績
を
残
す

確
率
が
高
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
将
来
の
収
入
増
加
が

見
込
め
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
前
提
の
下
で
私
の
家
族
モ
デ
ル
で
は
、

�
女
性
が
良
妻
賢
母
に
な
る
の
は
夫
が
家
族
内
で
利
他
的
な

姿
勢
を
示
す
場
合
に
限
る
�
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
単
純
で
あ
っ
て
、
利
己
的
な
夫
の
い
る

家
庭
で
は
女
性
が
良
妻
に
な
る
こ
と
が
そ
の
女
性
や
子
ど
も

に
と
っ
て
何
も
�
得
�
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
夫
が
利

己
的
な
男
性
で
あ
っ
た
ら
、
女
性
が
良
妻
に
な
り
男
性
の
意

見
に
従
い
、
そ
し
て
将
来
の
家
族
収
入
が
増
加
す
る
と
し
て

も
、
そ
の
収
入
増
加
の
も
た
ら
す
幸
福
は
夫
が
（
ほ
ぼ
）
独

占
す
る
こ
と
に
な
る
。
女
性
が
良
妻
賢
母
に
な
っ
て
、
そ
の

良
妻
賢
母
ぶ
り
が
子
ど
も
や
奥
さ
ん
自
身
を
含
む
家
族
の
幸

せ
に
結
び
付
く
の
は
男
性
が
利
他
的
な
場
合
に
限
る
の
で
あ

る
。
そ
う
で
は
な
い
場
合
、
女
性
に
は
良
妻
賢
母
に
な
る�
理

由
�
が
な
く
な
り
、
そ
れ
よ
り
は
最
初
か
ら
悪
妻
に
な
り
、
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利
己
的
な
夫
か
ら
適
正
な
家
族
内
財
配
分
を
�
勝
ち
取
る
�

方
が
そ
の
女
性
や
子
ど
も
の
た
め
の
得
策
に
な
る
。
夫
が
利

他
的
な
姿
勢
を
示
す
場
合
に
限
っ
て
、
妻
も
利
他
的
な
良
妻

に
な
る
の
で
あ
る
。

人
の
利
他
的
な
態
度
は
他
人
の
利
他
性
を
引
き
出
す
と
い

う
命
題
は
家
族
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
全
般
に
適
応
で

き
る
命
題
で
あ
る
。
こ
の
命
題
が
適
応
さ
れ
る
一
つ
の
例
を

挙
げ
よ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
は
と
て
も
古

い
橋
が
あ
る
と
い
う
。
道
幅
の
狭
い
橋
で
、
車
は
一
台
し
か

通
れ
な
い
と
い
う
。
な
の
に
、
朝
と
晩
の
出
勤
・
帰
宅
時
間

に
は
交
通
量
が
多
く
、
い
つ
も
渋
滞
が
起
き
る
ら
し
い
。
な

ぜ
新
し
い
橋
を
造
ら
な
い
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
面
白

い
の
は
こ
の
車
一
台
し
か
通
れ
な
い
幅
の
狭
い
橋
が
大
き
な

交
通
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
ず
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

だ
。
一
台
し
か
通
れ
な
い
橋
で
、
交
通
量
も
多
い
と
な
る
と
、

こ
の
橋
は
混
雑
時
に
は
一
方
通
行
の
橋
に
な
る
と
思
え
る
。

警
官
が
出
て
交
通
整
理
を
し
、
橋
が
一
方
通
行
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
な
ら
別
だ
が
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
橋
の
前

で
警
官
が
交
通
整
理
を
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
警
官
も

い
な
く
、
車
は
一
台
し
か
通
れ
ず
、
交
通
量
も
多
い
橋
な
の

に
な
ぜ
橋
は
一
方
通
行
に
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
答

え
は
簡
単
で
、
橋
の
前
で
車
を
止
め
反
対
方
向
か
ら
の
車
を

通
す
利
他
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
存
在
す
る
た
め
、
こ
の
橋
は

一
方
通
行
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
つ
の
方

向
で
２０
台
ほ
ど
車
が
通
っ
た
ら
次
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
橋
を
渡

ら
ず
橋
の
前
で
待
機
す
る
。
す
る
と
反
対
方
向
か
ら
の
車
が

橋
を
渡
り
、
同
じ
く
何
台
か
反
対
方
向
の
車
が
通
っ
た
後
に
、

ま
た
反
対
方
向
の
誰
か
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
橋
を
渡
ら
ず
待
機

し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。�
反
対
方
向
か
ら
の
車
も
通
ら
せ

て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
�
と
思
う
利
他
的
な
人
が
多
く
存

在
す
る
た
め
、
こ
の
幅
の
狭
い
橋
は
警
官
の
管
理
や
監
視
が

な
く
て
も
橋
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例

だ
が
、
最
初
は
誰
か
利
他
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
が
い
て
、

そ
の
利
他
的
な
心
遣
い
が
こ
の
橋
を
利
用
す
る
多
く
の
人
々

を
納
得
さ
せ
、
橋
の
利
用
者
の
中
、
利
他
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー

を
増
や
し
て
き
た
と
も
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
橋
の

事
例
だ
が
、
実
は
私
た
ち
の
社
会
が
う
ま
く
機
能
す
る
に
は

利
他
的
な
心
遣
い
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
人
の

利
他
性
が
他
人
の
利
他
性
を
引
き
出
す
と
い
う
私
た
ち
の
命

題
を
証
明
す
る
事
例
だ
と
も
言
え
よ
う
。

人
間
、
自
然
、
社
会
的
な
信
頼
の
定
義
自
体
が
流
動
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る
人
間
の
不
安
を
ポ
ラ
ニ
ー
的
な
不

安
と
い
う
。
前
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
今
私
た
ち
は
家
族
と

い
う
定
義
が
激
し
く
流
動
化
し
て
い
る
時
代
に
生
き
て
い
る

の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
個
人
の
不
安
が
発
生
す
る
こ
と
は
経

済
人
類
学
者
と
し
て
著
名
な
ポ
ラ
ニ
ー
が
指
摘
し
て
い
た
通

り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
家
族
の
定
義
を
流
動
化
さ
せ
て
い
る

の
は
利
他
性
の
欠
如
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
た
ち
は
他

人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
限
り
自
由
で
あ
る
と
は
Ｊ．
Ｓ．
ミ
ル

以
来
の
社
会
的
合
意
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
他
人
に
迷

惑
を
掛
け
な
い
限
り
、
人
が
利
己
的
に
な
ろ
う
が
利
他
的
に

な
ろ
う
か
は
本
人
の
自
由
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
人
間

は
本
来
�
社
会
的
動
物
�
で
あ
り
、
利
他
性
と
い
う
の
は
選

択
の
問
題
で
は
な
く
、
人
間
が
原
初
的
に
持
っ
て
い
る
本
性

の
一
つ
だ
と
思
う
。
動
物
の
世
界
も
弱
肉
強
食
だ
と
よ
く
い

わ
れ
る
も
の
の
、
実
は
動
物
は
競
争
よ
り
は
協
力
を
選
ぶ
場

合
が
多
い
の
で
あ
る
。

人
に
は
本
来
利
他
性
が
備
わ
っ
て
い
る
も
の
だ
と
思
う
が
、

今
な
ぜ
利
己
的
な
行
為
が
目
立
ち
、
そ
の
利
己
性
が
家
族
の

崩
壊
を
も
も
た
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
社
会
の

あ
ま
り
に
も
多
く
の
部
分
が
市
場
化
・
商
品
化
さ
れ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
う
。
し
か
し
市
場
は
自
然
発
生
的
な
も
の
だ
と

誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
市
場
や
商
品
を
規
定
し
、
作

り
出
す
の
は
制
度
で
あ
っ
て
、
自
然
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
昔
は
奴
隷
の
市
場
と
い
う
の
が
存
在
し
た
が
、

今
は
存
在
し
な
い
。
な
ぜ
か
。
人
間
を
商
品
化
し
て
売
買
す

る
の
は
道
徳
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
制
度
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
１９
世
紀
に
中

国
で
は
ア
ヘ
ン
戦
争
が
起
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
も
ア
ヘ
ン

の
市
場
を
制
度
的
に
認
め
る
べ
き
か
そ
う
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
の
意
見
対
立
に
起
因
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。今
、サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
証
券
化
か
ら
始
ま
っ
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た
世
界
金
融
・
経
済
危
機
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

問
題
の
根
底
に
あ
る
の
も
�
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
活
用

を
認
め
た
制
度
�
と
�
そ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
を
証
券

化
す
る
こ
と
を
認
め
た
法
律
�
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
市
場

の
不
安
定
性
と
し
て
理
解
す
る
人
も
多
い
が
、
そ
れ
よ
り
は
、

制
度
的
な
不
安
定
性
が
今
の
経
済
危
機
の
根
本
に
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
市
場
の
領
域
を
適
正
に
管
理
・
制
度
化
し
な
が
ら

人
間
の
持
つ
利
他
性
を
回
復
し
て
い
く
の
が
、
今
私
た
ち
が

直
面
し
て
い
る
課
題
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

よ
く
�
お
客
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
と
う
れ
し
く
な
る
�
と

い
っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
で
の
経
験
を
話
す
学
生
た
ち
を
見
る
。

他
人
の
幸
せ
か
ら
喜
び
を
感
じ
る
気
持
ち
こ
そ
が
利
他
性
の

基
本
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。
利
他
性
と
は
現
代
社
会
に
根

強
く
残
る
さ
ま
ざ
ま
な
�
不
安
�
を
取
り
除
く
大
事
な
人
間

の
本
性
で
あ
る
。
そ
の
本
性
が
安
易
に
市
場
を
拡
大
さ
せ
て

き
た
制
度
的
不
安
定
性
か
ら
弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
幸
い
な
こ
と
に
利
他
性
は
伝
染
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
あ
な
た
が
他
人
に
利
他
的
に
接
し
た
ら
そ
の
他
人

も
あ
な
た
に
利
他
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
他
人
の
笑
顔
が

欲
し
い
と
き
は
ま
ず
あ
な
た
が
他
人
に
笑
顔
を
見
せ
れ
ば
よ

い
。
私
た
ち
が
他
人
に
利
他
性
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

利
他
的
な
モ
ラ
ル
に
基
づ
く
健
全
な
社
会
が
つ
く
ら
れ
る
と

思
う
。
そ
れ
は
日
本
人
が
昔
か
ら
美
徳
と
し
て
き
た
�
和
の

精
神
�
だ
と
も
思
う
。

福
岡
大
学
総
合
科
学
研
究
チ
ー
ム

「
胃
癌
多
発
国
を
対
象
と
し
た
胃
癌
診
断
の

g
lo
b
ale -learn

in
g
system

の
開
発：

国
際
共
同
研
究
」の
紹
介

福
岡
大
学
筑
紫
病
院

内
視
鏡
部
長

准
教
授

八
尾

建
史

昨
日
、
英
国
の
内
視
鏡
セ
ミ
ナ
ー
で
の
講
演
が
終
わ
り
、

今
、
英
国
のN

ottingham

か
らL

ondon

に
向
か
うE

ast

M
idland

E
xpress

T
rain

の
中
で
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま

す
。
車
窓
か
ら
は
、
羊
が
牧
場
で
草
を
食
べ
て
い
る
典
型
的

な
英
国
の
の
ど
か
な
田
園
風
景
を
望
め
ま
す
。
私
は
世
界
中

が
ん

の
医
師
と
交
流
し
、
現
在
、「
胃
癌
多
発
国
を
対
象
と
し
た

胃
癌
診
断
のglobal

e-learning
system

開
発
」
と
い
う
福

岡
大
学
総
合
科
学
研
究
チ
ー
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
て
い
ま
す
。
福
岡
大
学
発
の
人
々
の
「
生
き
る
力
」

を
支
え
る
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ワ
ー
プ
ロ
の

キ
ー
を
た
た
い
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
そ
の
前
に
「
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
か
」
に
つ

い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
現
在
、
福
岡
大
学
筑
紫
病
院
・
内
視
鏡
部
の
診
療

部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
私
た
ち
の
内
視
鏡
部
で
は
、

主
に
胃
腸
の
病
気
を
持
つ
患
者
さ
ん
の
診
療
を
最
先
端
の
内

視
鏡
を
用
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
内
視
鏡
は
、
先
端
に
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
が
組
み
込
ま
れ
た
細
い
管
を
患
者
さ
ん
の
胃
や
腸
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に
入
れ
て
、
そ
の
中
の
状
態
を
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
、

病
気
の
原
因
を
調
べ
た
り
、
癌
の
診
断
や
治
療
な
ど
を
行
っ

た
り
す
る
医
療
機
器
で
す
。

日
本
は
、
１
９
５
０
年
、
胃
カ
メ
ラ
の
開
発
に
端
を
発
し

内
視
鏡
の
開
発
が
最
も
進
ん
だ
国
で
す
。
日
本
製
内
視
鏡
の

世
界
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
９０
％
以
上
で
す
。
私
も
本
邦
の
専

門
医
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
胃
腸
の
病
気
で
苦
し
む
患
者
さ
ん

の
診
療
に
内
視
鏡
を
用
い
て
き
ま
し
た
。現
在
、ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
高
画
質
で
人
の
体
の
内
部
が
観
察
で
き
る
内
視
鏡
を
用
い

て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
お
か
げ
で
あ
ら
ゆ

る
胃
腸
の
病
気
を
持
つ
患
者
さ
ん
に
内
視
鏡
を
用
い
た
診
療

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
技
術
者
と
新
し
い
機
器
を

開
発
し
、
新
し
い
診
断
法
の
研
究
に
も
懸
命
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
に
、
最
新
の
ビ
デ
オ
内
視
鏡
の
先

端
部
に
、
顕
微
鏡
の
よ
う
に
８０
倍
ま
で
胃
の
病
巣
を
拡
大
で

き
る
レ
ン
ズ
が
組
み
込
ま
れ
た
内
視
鏡
（
拡
大
内
視
鏡
）
が
、

日
本
の
内
視
鏡
技
術
者
に
よ
り
開
発
さ
れ
ま
し
た
（
図
１
）。

私
が
、
そ
の
拡
大
内
視
鏡
を
用
い
患
者
さ
ん
の
早
期
癌
を
観

察
し
た
と
こ
ろ
、
幸
運
に
も
早
期
胃
癌
の
新
し
い
診
断
法
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
２
０
０
２
年
に
世
界
に
先
駆
け
て

報
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
診
断
法
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
加
え
ま
す
。
胃
癌
は

早
い
時
期
に
発
見
す
れ
ば
、
胃
の
内
側
か
ら
内
視
鏡
を
用
い

て
胃
癌
の
病
巣
の
み
を
切
除
し
完
全
に
治
療
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
手
術
後
に
も
後
遺
症
が
残
ら
ず
、
患
者

さ
ん
は
、
手
術
前
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
胃
癌
を
早
く
小
さ
な
時
期
に

診
断
す
れ
ば
、
そ
れ
で
命
を
落
と
す
こ
と
も
な
く
、
治
療
後

も
、
治
療
前
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
元
気
な
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
期
胃
癌
は
患
者
さ
ん
に
痛
み
な
ど
の
症
状
を
起
こ
す
こ

と
は
一
切
な
い
た
め
、
症
状
が
な
く
て
も
内
視
鏡
や
胃
透
視

に
よ
る
検
診
を
受
け
な
い
と
早
期
癌
を
発
見
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
一
方
、
胃
癌
は
時
期
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
小

さ
く
平
べ
っ
た
い
の
で
、
最
新
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
内
視
鏡
を

用
い
て
も
診
断
が
大
変
難
し
い
の
も
事
実
で
し
た
。
し
か
し

前
述
し
た
拡
大
内
視
鏡
を
用
い
る
と
胃
の
表
面
の
毛
細
血
管

と
い
う
最
も
細
い
血
管
ま
で
明
瞭
に
観
察
で
き
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
癌
で
は
な
い
病
変
を
観
察
し
て
み

る
と
、
正
常
の
毛
細
血
管
が
整
然
と
配
列
し
て
い
る
の
に
対

し
（
図
２
）、
診
断
が
難
し
い
小
さ
く
平
べ
っ
た
い
胃
癌
を

図１ 拡大内視鏡。左の写真に内視鏡の手元操作部を示す。レバーを押す
と、右の写真に内視鏡先端に組み込まれた可動式レンズが動き、対象を８０
倍まで拡大することができる。

図３ 癌の拡大内視鏡像。２�の大きさの微小な病
変（癌）。焦げ茶色が血管である。矢印で囲まれた病
変の内部に様々な形の微小な血管が観察され、不規
則に配列している。このように２�の癌であっても、
拡大内視鏡を用いれば、血管は不均一な形を呈し、
不規則的に配列していることから癌と診断できる。

図２ 非癌の拡大内視鏡像。２�の大きさの微小
な病変（非癌）。焦げ茶色が毛細血管である。矢
印で囲まれた病変の内部に規則的な網目状に配列
した毛細血管を認める。このように癌でなければ、
血管は均一な形であり、規則的に配列している。
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観
察
し
て
み
る
と
、
形
も
配
列
も
不
規
則
な
血
管
が
増
生
し

て
い
る
こ
と
（
図
３
）
を
発
見
し
ま
し
た
。
こ
の
知
見
と
診

断
法
に
よ
り
、
今
ま
で
診
断
で
き
な
か
っ
た
ご
く
早
期
の
癌

を
正
確
に
診
断
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

日
本
を
は
じ
め
世
界
中
の
医
師
か
ら
広
く
注
目
を
集
め
、
日

本
国
内
外
を
問
わ
ず
、
広
く
こ
の
方
法
は
普
及
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
、
お
の
ず
と
国
内
や
海
外
の

先
生
方
と
頻
繁
に
交
流
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
方
法
に
つ
い
て
国
内
外
か
ら
頻
繁
に
講
演
の
依
頼
や

内
視
鏡
技
術
指
導
の
依
頼
が
あ
り
、
数
え
て
み
る
と
、
こ
の

１０
年
間
で
日
本
各
地
に
計
１
１
５
回
、
海
外
へ
は
、
１４
カ
国

し
ょ
う
へ
い

３３
回
招
聘
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
か
ら
し
か
集
計
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
福
岡
大
学
筑
紫
病
院
・
内
視
鏡
部
へ
は
、

国
内
か
ら
２７
人
、
海
外
１４
カ
国
か
ら
２５
人
の
若
い
先
生
が
研

修
に
来
ま
し
た
。

海
外
で
は
、
現
地
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
医
師
の
み
な
ら

ず
、
次
の
世
代
を
担
う
若
い
先
生
に
も
手
を
取
っ
て
技
術
や

考
え
方
を
教
え
て
き
ま
し
た
（
図
４
）。
海
外
の
若
い
先
生

方
も
と
て
も
熱
心
で
、
目
を
輝
か
せ
て
自
国
の
患
者
さ
ん
の

命
を
救
う
た
め
の
最
新
の
技
術
を
学
ん
で
く
れ
ま
す（
図
５
）。

そ
し
て
、
訪
問
し
た
国
内
外
の
施
設
の
先
生
方
と
、
そ
の
後

も
ず
っ
と
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

２
０
０
４
年
に
英
国
のN

ottingham

大
学
で
講
演
を
し

ま
し
た
。
講
演
後
す
ぐ
帰
国
し
時
差
ぼ
け
の
ま
ま
ｅ
メ
ー
ル

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
と
、
今
ま
で
早
期
胃
癌
を
一
回
も
診

断
し
た
こ
と
の
な
い
英
国
の
一
人
の
先
生
が
、「
拡
大
内
視

鏡
で
早
期
胃
癌
を
診
断
し
た
」
と
内
視
鏡
の
写
真
を
送
っ
て

き
て
い
ま
し
た
。
私
が
講
演
し
て
か
ら
わ
ず
か
３
日
目
の
出

来
事
で
し
た
。
そ
の
後
、
私
は
英
国
の
医
師
免
許
を
取
得
し
、

英
国
のN
ottingham

大
学
病
院
に
招
聘
さ
れ
、
２
０
０
５

年
か
ら
１
年
間
、
英
国
の
医
師
や
英
国
に
世
界
各
地
か
ら
留

学
し
て
い
る
医
師
に
日
本
の
最
先
端
の
内
視
鏡
技
術
を
指
導

し
、
自
ら
も
英
国
の
患
者
さ
ん
に
内
視
鏡
検
査
や
内
視
鏡
治

療
を
毎
日
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
拡
大
内
視
鏡
で
早
期
胃

癌
を
診
断
す
る
方
法
が
、
日
本
に
少
な
く
欧
米
に
多
い
食
道

癌
に
も
同
様
に
役
に
立
つ
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

２
０
０
６
年
に
帰
国
し
て
か
ら
も
、
福
岡
大
学
筑
紫
病
院

で
の
診
療
・
研
究
・
教
育
に
加
え
、
こ
れ
ら
の
技
術
や
知
見

の
普
及
の
た
め
に
、
著
書
を
執
筆
し
出
版
し
た
り
、
国
内
外

に
出
張
し
た
り
、
生
活
は
多
忙
を
極
め
て
い
ま
し
た
。
３
年

前
、
５０
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
ふ
と
立
ち
止
ま
り
病
院
か
ら

天
拝
山
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
て
い
る
と
、
自
分
の
中
で
何
か

が
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
こ
れ
ま
で
私
は
、
日
本
中
や
世
界
中
の

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
先
生
方
と
交
流
で
き
、
地
域
の
医
療
を
福

IIIIIVVVVV UUUUUnnnnniiiiivvvvveeeeerrrrrsssssiiiiitttttyyyyy CCCCCeeeeerrrrrtttttiiiiifffffiiiiicccccaaaaatttttiiiiiooooonnnnn iiiiinnnnn NNNNNBBBBBIIIII aaaaannnnnddddd AAAAAdddddvvvvvaaaaannnnnccccceeeeeddddd
OOOOOppppptttttiiiiicccccaaaaalllll EEEEEnnnnndddddooooossssscccccooooopppppyyyyy,,,,,
JJJJJuuuuunnnnneeeee 1111100000-----1111122222,,,,, 22222000001111100000,,,,, BBBBBooooogggggoooootttttaaaaa,,,,, CCCCCooooolllllooooommmmmbbbbbiiiiiaaaaa

図４ ２０１０年コロンビアの内視鏡セミナー。中南米の指導医を集めたセ
ミナーコースです。全員が国民の医療に直結することもあり大変熱心で
す。

LLLLLaaaaa PPPPPaaaaazzzzz,,,,, BBBBBooooollllliiiiivvvvviiiiiaaaaa MMMMMaaaaarrrrrccccchhhhh 2222299999,,,,, 22222000001111111111

図５ ２０１１年３月ボリビアの内視鏡セミナー。中南米各国から選抜され
た若い医師を指導しました。みんな目も心も輝いています。この若い先
生たちが将来の胃癌多発国でのリーダーとして活躍してくれることを
願ってやまない。
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岡
大
学
筑
紫
病
院
で
行
い
、
世
界
の
医
療
に
も
貢
献
で
き
る

医
師
と
し
て
は
幸
運
な
立
場
で
し
た
。
し
か
し
、
残
り
の
時

間
で
日
本
中
や
世
界
中
を
訪
ね
て
も
そ
の
国
の
一
部
の
先
生

と
し
か
交
流
で
き
な
い
の
は
事
実
で
す
。
そ
し
て
、
欧
米
で

学
術
的
知
見
を
発
表
す
る
と
確
か
に
学
術
上
の
功
績
は
大
き

い
の
で
す
が
、
胃
癌
で
本
当
に
苦
し
ん
で
い
る
国
は
、
欧
米

で
は
な
く
、
日
本
・
中
国
・
台
湾
・
韓
国
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
、

ロ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
中
南
米
で
す

（
図
６
）。
日
本
の
研
究
者
は
い
つ
も
欧
米
の
方
に
目
を
向

け
て
い
ま
す
が
、
い
く
ら
欧
米
の
先
生
た
ち
を
教
育
し
て
も

実
際
に
胃
癌
で
苦
し
ん
で
い
る
胃
癌
多
発
国
の
人
々
の
福

祉
・
健
康
に
直
接
貢
献
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
あ
ら

た
め
て
考
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
こ
の
３
年
間
、

私
は
、
こ
れ
ら
の
胃
癌
多
発
国
の
医
師
た
ち
と
積
極
的
に
交

流
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
私
の
ベ
ク
ト
ル
が

変
わ
っ
た
一
つ
目
の
こ
と
で
す
。

ま
た
二
つ
目
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
に
内
視
鏡
技
術
指
導
に

行
っ
て
実
際
に
現
地
で
医
師
に
内
視
鏡
技
術
を
指
導
し
て
い

る
と
、
日
本
国
内
と
は
だ
い
ぶ
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
胃
癌
の
早
期
診
断
の
た
め

に
先
人
の
偉
大
な
先
生
方
が
も
の
す
ご
い
知
恵
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
費
や
し
、
私
が
内
視
鏡
を
習
い
始
め
た
と
き
に
は
、

胃
癌
を
発
見
す
る
た
め
に
必
要
な
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

早
期
胃
癌
は
、
胃
粘
膜
表
面
か
ら
発
生
し
ま
す
が
、
初
期

に
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
変
化
し
か
示
さ
な
い
の
で
、
ま
ず

胃
の
中
を
内
視
鏡
で
く
ま
な
く
観
察
し
、
こ
の
わ
ず
か
な
変

化
を
発
見
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
で

は
胃
を
詳
細
に
観
察
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
患
者
さ
ん
の
胃

の
中
を
き
れ
い
に
す
る
薬
を
検
査
前
に
飲
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

そ
し
て
、
検
査
時
に
は
、
胃
が
動
い
て
い
る
と
観
察
が
難
し

く
な
る
の
で
、
胃
の
動
き
を
止
め
る
注
射
を
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
胃
の
中
に
内
視
鏡
を
入
れ
て
か
ら
も
ほ
ん
の
わ
ず
か
な

変
化
も
見
逃
さ
な
い
た
め
、
胃
を
空
気
で
十
分
に
伸
展
し
、

水
で
胃
の
表
面
を
何
回
も
何
回
も
胃
の
表
面
に
付
着
し
た
泡

や
粘
液
を
洗
い
流
し
な
が
ら
観
察
し
ま
す
。
そ
し
て
胃
の
中

に
盲
点
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
、
最
低
で
も
２０
枚
、
多
い
時

は
４０
枚
も
の
写
真
を
胃
の
す
べ
て
の
部
位
に
つ
い
て
撮
影
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
基
本
中
の
基
本
で
、
内
視
鏡
を

習
い
始
め
の
若
い
先
生
は
、
先
輩
の
医
師
か
ら
嫌
と
い
う
ほ

ど
こ
の
基
本
に
つ
い
て
た
た
き
込
ま
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
胃

癌
を
発
見
す
る
た
め
の
日
本
の
内
視
鏡
検
査
は
、
１０
分
か
ら

１５
分
か
か
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
海
外
の
先
生
方
の
内
視
鏡
検
査
は
、
日
本
と

異
な
り
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
こ
と
が
ま
っ
た
く
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
導
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
前
述
の
基
本
的
な
準

備
や
詳
細
な
観
察
も
な
く
、
４
分
程
度
で
泡
だ
ら
け
の
胃
粘

膜
を
さ
っ
と
観
察
し
て
終
わ
り
ま
す
。
私
が
指
導
し
て
い
る

拡
大
内
視
鏡
は
、
胃
癌
を
診
断
す
る
た
め
の
最
先
端
の
方
法

で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
胃
粘
膜
の

変
化
を
発
見
し
た
後
の
診
断
法
な
の
で
す
。
こ
れ
が
、
私
の

中
に
生
じ
た
矛
盾
で
し
た
。
こ
れ
が
、
私
が
ふ
と
立
ち
止
ま

り
、
考
え
た
二
つ
目
の
こ
と
で
し
た
。

す
な
わ
ち
、
確
か
に
最
先
端
の
早
期
胃
癌
の
診
断
法
を
教

え
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
胃
癌
が
多
い
国
の
ほ
と
ん
ど
で
、

ま
ず
小
さ
く
平
坦
な
癌
を
発
見
す
る
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
私
が
開
発
し
た
方
法
は
、

病
変
を
ま
ず
発
見
し
た
後
に
、
そ
れ
を
胃
癌
と
正
確
に
診
断

す
る
方
法
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
変
化
し
か
呈
さ
な
い
早
期
胃

図６ 胃癌の多発国の世界分布。赤色・オレンジ色・黄色・薄緑・緑の順
番に胃癌の頻度が高い国を示している。赤色は、東アジア、ロシア、中南
米、ポルトガルである。
（GLOBOCAN２００８より引用）
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癌
を
ま
ず
発
見
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。そ

こ
で
、
国
内
で
私
と
協
同
研
究
を
し
て
い
る
仲
間
の
医

師
と
集
ま
り
、
相
談
を
し
ま
し
た
。
彼
ら
も
海
外
か
ら
頻
繁

に
指
導
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
日
本
の
内
視
鏡
医
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
で
す
。
海
外
へ
実
際
の
内
視
鏡
の
技
術
指
導
に
行
く

に
は
、
移
動
に
要
す
る
時
間
は
長
く
時
差
も
あ
り
、
す
べ
て

の
国
の
す
べ
て
の
医
師
に
技
術
を
伝
達
す
る
こ
と
は
、
と
て

も
難
し
い
と
皆
考
え
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
福
岡
空
港
か
ら

南
米
の
チ
リ
ま
で
移
動
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
福
岡
空
港

か
ら
成
田
空
港
へ
国
内
線
（
２
時
間
）
を
利
用
し
、
成
田
空

港
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
国
際
線
（
約
１０
時
間
）
を
利
用
し
、

そ
れ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
チ
リ
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
ま
で
国

際
線
（
約
１２
時
間
）
に
乗
り
継
ぎ
ま
す
。
最
終
的
に
は
乗
り

継
ぎ
の
待
ち
時
間
を
含
め
る
と
、
約
３２
時
間
を
要
し
ま
す
。

皆
で
知
恵
を
絞
っ
た
と
こ
ろ
、
京
都
大
学
の
武
藤
学
先
生

が
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
世
界
中
の
誰
も
が
利

用
で
き
る
教
育
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ
ちe-learning

system

（
イ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
を
開
発
し
て
は
ど
う
か
」

と
提
案
し
ま
し
た
。e-learning

system

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
を
利
用
で
き
れ
ば
、
時
間
や
距
離
の
制
約
な
く
誰
も

が
利
用
で
き
る
新
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
分
野
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
内
視
鏡
の

領
域
で
は
誰
も
開
発
し
た
こ
と
が
な
く
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム

を
作
成
す
る
に
は
、
多
大
な
労
力
に
加
え
多
額
の
費
用
が
か

か
る
の
は
当
然
で
す
。
そ
こ
で
私
が
福
岡
大
学
研
究
推
進
部

の
総
合
科
学
研
究
チ
ー
ム
と
い
う
研
究
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
応
募
し
、
今
回
の
「
胃
癌
多
発
国
を
対
象
と
し
た
胃
癌
診

断
のglobal

e-learning
system

の
開
発：

国
際
共
同
研

究
」
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
採
用
さ
れ
、
活
動
を
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
研
究
チ
ー
ム
に
支
給
さ
れ
る
予
算
は

２
０
１
１
年
度
と
２
０
１
２
年
度
の
２
年
間
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
私
た
ち
は
研
究
者
な
の
で
、
教
育
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
て
も
、
本
当
に
役
に
立
つ
か
ど
う
か
を
科
学
的

に
証
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
こ

の
取
り
組
み
に
参
加
を
希
望
す
る
国
の
内
視
鏡
で
発
見
さ
れ

て
い
る
早
期
胃
癌
に
つ
い
て
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ

し
て
、
参
加
す
る
海
外
の
医
師
に
ま
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
テ
ス
ト
を
行
い
点
数
を
付
け
ま
す
。
そ
の
後
、e-learning

system

で
学
習
し
て
い
た
だ
き
、
再
度
、
テ
ス
ト
を
行
い
、

学
習
後
の
テ
ス
ト
の
点
数
が
上
が
る
か
否
か
を
評
価
す
る
計

画
で
す
。
最
終
的
に
は
、
学
習
に
参
加
し
た
医
師
に
つ
い
て

実
際
の
内
視
鏡
検
査
で
発
見
す
る
早
期
胃
癌
の
数
が
増
え
る

か
否
か
を
調
査
す
る
予
定
で
す
。

e-learning
system

の
内
容
は
ま
だ
未
発
表
な
の
で
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
述
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
早

期
胃
癌
を
内
視
鏡
で
効
率
よ
く
発
見
す
る
た
め
に
私
た
ち
が

日
本
で
伝
統
的
に
先
人
か
ら
教
わ
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
理
論
を

分
か
り
や
す
く
、
し
か
も
楽
し
み
な
が
ら
学
習
す
る
コ
ン
テ

ン
ツ
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
に
ぶ
ん
初
め
て
の
試
み
で
す
の
で
、
予
想
ど
お
り
膨
大

な
労
力
が
必
要
で
す
。
胃
癌
多
発
国
で
あ
る
国
の
代
表
的
な

施
設
の
先
生
に
声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、
反
響
が
大
き
く
、
現

在
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
チ
リ
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ペ
ル
ー
、
ウ
ル

グ
ア
イ
、
メ
キ
シ
コ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
ト
ル
コ
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
の
胃
癌
多
発
国
を
中
心
と
し
て
１５
カ
国
か
ら
７０
人
の
医
師

が
参
加
の
申
し
込
み
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
最
初
は
き

ち
ん
と
研
究
に
参
加
で
き
る
か
否
か
を
評
価
す
る
た
め
に
、

現
地
調
査
や
個
人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
厳
密
に
選
考
し

て
い
る
最
中
で
す
。
こ
れ
ら
の
あ
ら
ゆ
る
国
々
の
人
々
と
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
多
数
の
ｅ
メ
ー
ル
を
や
り
と
り
し
、
現

在
ま
で
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
２
回
の
国
際
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
い
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
て

も
、
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
信
頼
で
き
る

相
手
を
研
究
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

現
在
進
行
中
の
研
究
な
の
で
、
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
公
表
で
き
ま
せ
ん
。
少
し
だ
け
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
、
現
地
調
査
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
胃
癌
多
発

国
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
、「
内
視
鏡
で
発
見
さ
れ
て
い
る

胃
癌
の
う
ち
早
期
の
胃
癌
は
わ
ず
か
２
％
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
い
う
驚
愕
す
べ
き
事
実
で
し
た
。
福
岡
大
学
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生
き
続
け
る
ま
ち
の
姿

工
学
部
建
築
学
科

准
教
授

池
添

昌
幸

筑
紫
病
院
で
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
私
た
ち
が
治
療
し
た
胃

癌
の
う
ち
、
７０
％
以
上
が
早
期
の
胃
癌
で
し
た
。

胃
癌
は
癌
に
よ
る
死
因
と
し
て
は
、
い
ま
だ
に
世
界
で
第

２
位
で
す
。
多
く
の
人
々
が
手
遅
れ
の
状
態
で
発
見
さ
れ
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
海
外
の
胃
癌
多
発
国
に
お
け
る
胃
癌
の

死
亡
率
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
方
法

の
み
で
は
、
大
海
に
小
石
を
投
げ
る
程
度
の
効
果
し
か
得
ら

れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、（
１
）
胃
癌
を

早
期
発
見
す
る
た
め
の
住
民
検
診
の
シ
ス
テ
ム
は
日
本
以
外

で
は
ま
っ
た
く
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
、
各
国
の
政

策
の
問
題
で
あ
り
、（
２
）
経
済
的
理
由
で
内
視
鏡
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
が
多
く
、
こ
れ
も
各
国
の
経

済
の
問
題
で
あ
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
こ
と
に

は
無
力
で
す
。
し
か
し
、
教
育
の
モ
デ
ル
を
確
立
す
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
国
の
政
治
・
経
済
の
条
件
が
整
っ
た
時
点
か
ら
は
、

我
々
が
大
海
に
投
げ
た
石
が
、
そ
の
国
の
尊
い
命
を
救
う
波

紋
に
な
る
可
能
性
を
信
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
限
界
を

知
っ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
私
た
ち
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

少
し
散
漫
に
な
り
ま
し
た
が
、
福
岡
大
学
の
総
合
科
学
研

究
チ
ー
ム
「
胃
癌
多
発
国
を
対
象
と
し
た
胃
癌
診
断
の

global
e-learning

system

の
開
発：

国
際
共
同
研
究
」
に

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
医
療
を
通
じ
地
域

に
加
え
海
外
の
人
々
の
い
の
ち
を
守
る
こ
と
に
貢
献
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
福
岡
大
学
、
特
に
研
究
推

進
部
の
ス
タ
ッ
フ
の
面
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
謝
辞
を
申
し

上
げ
ま
す
。

２
０
１
１
年
１０
月
２９
日

１

は
じ
め
に
―
震
災
か
ら
の
居
住
の
復
興

私
た
ち
に
と
っ
て
住
宅
は
、
生
活
を
営
む
上
で
基
礎
と
な

る
土
台
で
あ
り
、
生
き
る
力
の
根
本
に
か
か
わ
る
も
の
と
言

え
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
復
興
の
途
上
に
あ
る
東
日
本
大
震
災
で

は
、
約
１１
・
５
万
棟
の
住
宅
が
全
壊
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
応
急
仮
設
住
宅
は
約
５
・
２
万
戸
が
計
画
さ
れ
、
２

０
１
１
年
９
月
２０
日
現
在
で
約
５
万
戸
が
完
成
し
て
お
り
、

よ
う
や
く
応
急
仮
設
住
宅
の
供
給
が
完
了
す
る
段
階
に
き
て

い
ま
す
※
１

。

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
に
よ
っ
て
避
難
所
の
集
団
生
活

か
ら
家
族
生
活
に
移
行
し
、
生
活
の
自
由
度
は
大
き
く
向
上

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
画
一
的
で
密
度
が
高
く

建
設
さ
れ
た
仮
設
住
宅
は
、
家
族
や
個
人
の
各
々
の
要
求
に

応
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
近
所
付
き

合
い
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生
ま
れ
に
く
い
こ
と
も
大

き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
日
本
建
築
学
会
を
は
じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
機

関
や
専
門
家
が
復
興
の
た
め
の
提
案
と
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

応
急
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
も
幾
つ
か
の
新
た
な
試
み
が
実
現

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
岩
手
県
遠
野
市
の
穀
町
団
地
の
仮

設
住
宅
で
は
、
木
造
の
仮
設
住
宅
を
玄
関
が
向
か
い
合
う
よ

う
に
配
置
し
、
玄
関
の
通
り
を
屋
根
付
き
の
木
製
デ
ッ
キ
と

随
筆

■
工
学
部
建
築
学
科
准
教
授

池
添

昌
幸

■
人
文
学
部
教
育
・
臨
床
心
理
学
科
講
師

寺
崎

里
水

■
理
学
部
化
学
科
助
教

古
賀

裕
二

随 筆
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す
る
こ
と

で
居
住
者

の
交
流
の

場
を
計
画

し
て
い
ま

す
※
２

。
ま

た
、
敷
地

内
に
は
高

齢
者
が
安

心
し
て
生

活
で
き
る

よ
う
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
機
能
を
持
っ
た
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
震
災
は
復
興
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
仮
設
住
宅

の
居
住
が
長
期
と
な
り
ま
す
。
２
０
０
５
年
３
月
の
福
岡
西

方
沖
地
震
で
は
、
仮
設
住
宅
が
解
消
す
る
ま
で
約
３
年
を
要

し
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
で
の
長
期
居
住
に
対
し
て
、
仮
設
の

商
店
や
生
活
サ
ー
ビ
ス
、
就
業
の
場
を
備
え
た
仮
設
市
街
地

の
提
言
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
仮
設
住
宅
に
つ

い
て
私
見
で
は
二
段
階
の
供
給
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
仮
設
住
宅
の
大
半
は
最
低
限
の
応
急
の
住
宅
で
あ
り
、

小
中
学
校
の
運
動
場
に
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
住
宅
復
興
は
自
立
再
建
の
支
援
が
基
本
と
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
が
叶
わ
ず
長
期
に
仮
住
ま
い
す
る
人
々
も
多

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
何
と
か
う
ま
く
仮
設
住
宅
用
地
を
回

転
さ
せ
な
が
ら
、
恒
久
的
な
中
低
層
の
集
合
住
宅
を
建
設
し
、

応
急
的
な
仮
設
住
宅
か
ら
恒
久
的
な
集
合
住
宅
に
移
っ
て
仮

住
ま
い
す
る
。
仮
住
ま
い
が
終
わ
る
と
そ
の
集
合
住
宅
は
解

体
・
移
築
し
て
復
興
住
宅
等
に
転
用
す
る
と
い
う
考
え
で
す
。

今
後
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
が
本
格
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
す

が
、
居
住
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
か
た
ち
は
都
市
と
農
村
で

は
大
き
く
異
な
り
、
ま
た
各
々
の
ま
ち
が
地
域
固
有
の
文
化

や
空
間
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
農
村
型
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
は
、
個
人
が
共
同
体
と
一
体
化
し
情
緒
的
な
強
い

結
び
付
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
集
落
を
中
心
と
し

た
居
住
空
間
は
長
い
時
間
を
か
け
て
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
も

の
で
す
。
今
回
の
復
興
で
は
、

多
く
の
ま
ち
や
集
落
を
新
た
に

整
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
す
べ
て
の
ま
ち
や
集

落
を
同
じ
よ
う
に
高
台
移
転
す

る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
固
有

性
や
場
所
性
に
応
じ
た
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
く
こ
と
が
、
生
き
続
け

る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
言
え
ま
す
。

※
１

住
宅
被
害
の
状
況
は
消

防
庁
の
２
０
１
１
年
８

月
２５
日
発
表
に
よ
る
。

応
急
仮
設
住
宅
の
状
況

は
国
土
交
通
省
Ｈ
Ｐ
の

応
急
仮
設
住
宅
関
連
情

報
を
参
照
し
た
。

※
２

応
急
仮
設
住
宅
の
試
み

は
、社
団
法
人
日
本
建

築
士
連
合
会「
建
築
士
」

（
第
７
０
８
号
、２
０
１

１
年
９
月
）を
参
照
し
た
。

２

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
郊
外
住
宅
地
の
問
題

人
口
減
少
時
代
の
日
本
で
は
現
在
、
都
市
の
縮
小
の
あ
り

方
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
の
分
野
で
は
賢
い
縮

小
（
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク
）
の
方
法
が
大
き
な
テ
ー
マ
と

な
り
、
郊
外
住
宅
地
の
将
来
像
を
描
く
こ
と
は
重
要
な
研
究

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
私
も
関
心
が
あ
り
、

福
岡
都
市
圏
の
郊
外
住
宅
地
を
対
象
と
し
て
居
住
の
実
態
や

変
容
過
程
を
調
査
分
析
し
、
居
住
の
持
続
性
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
研
究
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

表
２
は
、
福
岡
都
市
圏
に
位
置
す
る
、
あ
る
自
治
体
の
宅

地
開
発
面
積
を
時
期
別
に
集
計
し
た
も
の
で
す
。
昭
和
４０
年

代
、
５０
年
代
に
開
発
さ
れ
た
面
積
の
合
計
は
当
該
自
治
体
の

市
街
化
区
域
の
約
４
分
の
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
昭
和

４０
年
代
後
半
の
開
発
面
積
が
大
き
く
、
開
発
か
ら
約
４０
年
が

経
過
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
住
宅
地
の
大
半
は
宅
地
分
譲

形
式
で
あ
り
、
購
入
者
の
多
く
が
３０
代
か
ら
４０
代
を
世
帯
主

と
す
る
核
家
族
で
あ
る
と
推
測
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
同

農村型コミュニティー

同心円を広げてつながる
共同体的な一体意識
集団の内部における同質的な結び付き
情緒的／文化／共同性

都市型コミュニティー

独立した個人としてつながる
個人をベースとする公共意識
異なる集団間の異質な人の結び付き
規範的／文明／公共性

性 質
内 容
人の関係性
性 格

岩手県内の中学校に建設された応急仮設住宅（著者撮影）

表１ 都市と農村のコミュニティーの比較

参考文献 蓑原敬編著：『都市計画 根底から見直し新たな挑戦へ』、学芸出版社、２０１１年、１７２ページ
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質
の
居
住
者
層
の
住
宅
地
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
現
在
は
子
ど
も
が
成
長
・
独
立
し
、
高
齢
者
の
夫

婦
も
し
く
は
単
身
の
世
帯
の
居
住
が
多
く
、
住
宅
地
全
体
が

高
齢
化
し
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
空
き
家
と
な
る
可
能
性

が
大
き
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

居
住
が
縮
小
し

て
い
る
郊
外
住

宅
地
を
ど
う
す

る
べ
き
か
、
大

き
く
二
つ
の
立

場
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
居
住

者
が
少
な
い
住

宅
地
に
さ
ま
ざ

ま
な
都
市
サ
ー

ビ
ス
（
上
下
水

道
や
ゴ
ミ
回
収

な
ど
）
を
提
供
す
る
の
は
都
市
経
営
的
に
不
合
理
で
あ
る
か

ら
、
居
住
地
を
集
約
し
外
れ
た
住
宅
地
は
解
消
し
よ
う
と
す

る
立
場
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
郊
外
住
宅
地
も
数
十
年
の
歴

史
を
持
つ
ま
ち
で
あ
り
、
そ
こ
で
育
っ
た
人
々
に
と
っ
て
は

ふ
る
さ
と
で
あ
る
。
居
住
者
自
身
が
住
み
続
け
た
い
と
願
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
存
続
す
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
時

代
に
応
じ
た
魅
力
の
あ
る
ま
ち
と
し
て
住
宅
と
住
環
境
を
改

善
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
す
。
こ
の
場
合
、
居
住
者
自
身
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
住
宅
地
を
運
営
す
る
当
事
者
で
あ
る
と

い
う
自
覚
を
持
ち
活
動
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

私
自
身
は
後
者
の
立
場
で
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま

ち
と
し
て
存
続
す
る
た
め
の
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
幾
つ
か
の
考
え
を

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

３

生
き
続
け
る
ま
ち
の
姿

都
市
収
縮
時
代
に
お
い
て
高
齢
化
し
た
郊
外
住
宅
地
を
生

き
続
け
る
ま
ち
と
す
る
に
は
、
ま
ず
、
現
在
居
住
し
て
い
る

人
々
の
た
め
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
私
の
研
究
室
で
は
、
１
９
７
１
年
に
開
発
さ
れ

た
約
３
５
０
区
画
の
郊
外
戸
建
住
宅
団
地
を
対
象
に
居
住

実
態
に
関
す
る
調
査
を
２
０
０
９
年
に
行
い
ま
し
た
。
こ
の

住
宅
団
地
で
は
、
２
０
０
８
年
の
高
齢
化
率
（
６５
歳
以
上
の

人
口
の
割
合
）
が
３１
・
３
％
と
高
く
、
空
き
家
・
空
き
地

と
な
っ
て
い
る
区
画
の
割
合
は
１０
・
７
％
と
約
１
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。
世
帯
主
で
あ
る
父
親
の
多
く
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
す
の
で
、
現
在
は
退
職
し
日
中
も
家
で
過
ご
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
方
々
の
外
出
行
動
を

調
査
す
る
と
次
の
よ
う
な
特
徴
が
分
か
り
ま
し
た
。

�
毎
日
の
買
い
物
や
病
院
へ
の
通
院
と
い
っ
た
日
常
的
な

外
出
行
動
は
、
近
隣
自
治
体
ま
で
の
行
動
範
囲
に
収
ま

る
が
、
外
出
頻
度
は
目
的
に
応
じ
て
固
有
性
が
あ
り
分

散
し
て
い
る
。

�
交
通
手
段
は
、
目
的
に
関
係
な
く
固
定
的
で
あ
り
、
全

体
の
４
割
か
ら
５
割
の
世
帯
が
自
家
用
車
、
約
２
割
が

公
共
交
通
機
関
、
同
じ
く
約
２
割
が
徒
歩
で
移
動
し
て

い
る
。

す
な
わ
ち
世
帯
に
よ
っ
て
外
出
の
移
動
手
段
が
固
定
化
し

て
お
り
、
そ
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
能
力
が
外
出
場
所
や
外
出
頻

度
に
影
響
し
て
い
る
と
予
測
で
き
ま
す
。

多
く
の
郊
外
住
宅
地
で
は
鉄
道
駅
か
ら
距
離
が
あ
り
、
身

近
な
公
共
交
通
は
バ
ス
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
公
共
交
通
を

改
善
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
の
利
用

も
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
自
身
で
の
運
転
は
難
し
く
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
移
動
手
段
の
改
善
で
は
な
く
、
徒
歩
圏
内
に

必
要
な
施
設
を
整
備
す
る
方
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

生
活
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
た
上
で
、
例
え
ば
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
を
備
え

た
多
機
能
な
地
域
拠
点
施
設
を
整
備
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
遠
隔
診
療
等
の
設
備
を
備
え
れ
ば
簡
易
な

診
療
所
と
し
て
通
院
も
代
替
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
機
能

な
複
合
施
設
は
従
来
の
公
民
館
の
役
割
を
拡
充
し
、
地
域
住

民
で
運
営
す
る
こ
と
が
条
件
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
現
在
の
居
住
者
が
住
み
続
け
る
た
め
の
短
期
的
な

調査対象市の
市街化区域面積
に対する割合

５．６％

１２．９％

４．０％

１．４％

２３．９％

割合

２３．５％

５４．２％

１６．６％

５．７％

１００．０％

総面積
（ha）

６６．２

１５２．９

４７．０

１６．１

２８２．２

昭和４０年代前半
（Ｓ．４０～４４）

昭和４０年代後半
（Ｓ．４５～４９）

昭和５０年代前半
（Ｓ．５０～５４）

昭和５０年代後半
（Ｓ．５５～５９）

合計

開
発
完
了
時
期

表２ 住宅地開発の開発時期別の総面積と割合
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希
望
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

人
文
学
部
教
育
・
臨
床
心
理
学
科

講
師

寺
崎
里
水

整
備
と
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ち
が
長
く
生
き
続
け
る
た
め
に
は
、
次
の
世

代
へ
と
居
住
を
継
承
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
持
ち
家
が

相
続
さ
れ
子
世
帯
に
継
承
さ
れ
れ
ば
最
良
で
す
が
、
子
世
帯

が
遠
方
に
い
る
場
合
は
何
ら
か
の
形
で
処
分
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
住
宅
の
古
さ
と
も
関
係
し
ま
す
が
、
郊
外
住
宅
地
の
持

ち
家
の
住
み
替
え
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
す
。

先
述
の
調
査
を
行
っ
た
郊
外
住
宅
団
地
で
は
、
開
発
後
に
転

入
し
た
世
帯
が
約
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
最

近
１０
年
間
で
転
入
し
た
世
帯
は
全
体
の
１３
％
で
あ
り
、
１
割

強
の
世
帯
し
か
入
れ
替
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
最
近
１０
年
の
転
入
世
帯
は
土
地
を
購
入
し
て
住
宅
を

新
築
す
る
場
合
が
多
く
、
持
ち
家
の
住
宅
地
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
し
た
住
宅
団
地
で
は
借
家
は

全
体
の
５
％
と
わ
ず
か
で
借
家
化
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

長
期
に
わ
た
っ
て
郊
外
住
宅
地
が
生
き
続
け
る
た
め
に
は
、

戸
建
て
持
ち
家
か
ら
の
転
換
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
一
部
の
宅
地
を
借
家
と
し
、
テ
ラ
ス
ハ
ウ

ス
や
二
連
戸
建
て
住
宅
と
い
っ
た
低
層
低
密
の
集
合
住
宅
地

と
し
て
再
生
す
る
と
い
っ
た
方
法
で
す
。
個
々
の
敷
地
が
勝

手
に
更
新
す
る
の
で
は
な
く
、
全
体
計
画
を
備
え
た
上
で

徐
々
に
敷
地
単
位
で
更
新
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

４

お
わ
り
に

日
本
の
ま
ち
で
は
、
住
宅
や
土
地
は
個
人
の
財
産
で
あ
り

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
対
象
で
し
た
。
一
方
、
道
路
や
公

民
館
は
公
的
な
行
政
が
管
理
す
る
も
の
で
、
不
具
合
が
あ
る

と
役
所
に
連
絡
し
対
応
し
て
も
ら
う
も
の
で
し
た
。
先
述
し

た
よ
う
に
現
在
の
住
宅
地
で
は
、
地
域
住
民
が
ま
ち
を
運
営

す
る
当
事
者
と
し
て
自
覚
し
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で
生
活
し
社

会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
が
自
身
の
生
き
が
い
に
つ
な
が
り
、

ま
た
、
集
ま
っ
て
住
み
豊
か
な
ま
ち
が
創
ら
れ
る
こ
と
が
共

に
生
き
続
け
る
力
と
な
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
れ
な
か
っ
た
自
分

私
は
い
つ
の
間
に
か
大
人
に
な
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
１

年
が
過
ぎ
る
と
３
年
生
が
４
年
生
に
な
り
、
小
学
生
が
中
学

生
に
な
る
よ
う
に
、
何
年
か
過
ぎ
る
と
い
つ
の
間
に
か
社
会

人
に
な
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
親
に
な
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
世
間
的
に
成
人
と
み
な
さ
れ
る
年
齢
を
過
ぎ

て
、
一
般
的
に
社
会
人
に
な
る
年
齢
も
あ
っ
さ
り
過
ぎ
た
の

に
、
私
は
社
会
人
に
も
親
に
も
な
れ
る
気
配
が
な
か
っ
た
。

周
り
の
友
人
は
大
学
を
卒
業
す
る
と
間
も
な
く
社
会
人
に
な

り
、
あ
る
年
齢
で
バ
タ
バ
タ
と
誰
か
の「
嫁
」に
な
っ
て
い
っ

た
が
、
私
は
車
で
日
本
中
を
旅
行
し
て
回
っ
た
り
、
ス
キ
ー

場
で
働
い
た
り
、
大
学
の
先
生
の
小
難
し
い
話
を
分
か
っ
た

よ
う
な
顔
を
し
て
聞
き
な
が
ら
お
酒
を
飲
ん
だ
り
す
る
こ
と

が
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を
し
な

が
ら
、
ば
り
ば
り
働
く
立
派
な
社
会
人
に
な
り
た
い
と
か
、

誰
か
の
妻
や
誰
か
の
親
に
な
り
た
い
と
思
う
と
き
が
、
自
然

に
や
っ
て
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
の
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
と
き
は
つ
い
に
来
な
か
っ
た
。

ど
う
し
て
そ
の
と
き
が
来
る
人
と
、
来
な
い
人
が
い
る
の

だ
ろ
う
。

私
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
自
立
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
な
り
た
か
っ
た
も
の
に
な
っ
た
か
ら
で

は
な
い
。
な
れ
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
く
よ
く
よ
考
え
た

こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。

強
い
個
人
の
物
語

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
講
演
会
で
呼
ば
れ
る
有
名
人
や
成
功
者

の
多
く
は
、
自
分
は
夢
を
叶
え
た
の
だ
か
ら
、
み
ん
な
に
も

夢
を
叶
え
て
ほ
し
い
、と
い
う
よ
う
な
話
を
す
る
。ど
う
や
っ

て
夢
を
見
つ
け
、
ど
う
や
っ
て
そ
の
夢
を
達
成
し
た
の
か
、

と
い
う
話
は
、
同
じ
よ
う
に
生
き
た
い
と
思
う
人
た
ち
を
励

ま
す
だ
ろ
う
。
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そ
の
一
方
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
夢
も
な
く
、
特
技
も
な
い

人
々
を
抑
圧
す
る
。
一
般
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
と
し
て

目
指
さ
れ
る
の
は
、高
い
目
的
意
識
を
持
ち
、個
性
を
ア
ピ
ー

ル
し
な
が
ら
、
変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
積
極
的
に
自
分

の
人
生
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
強
い
人
間
だ
。
今
の
消

費
社
会
、
競
争
社
会
、
資
本
主
義
社
会
で
は
、
人
は
流
さ
れ

る
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
時
代
の
流
れ
や
社

ほ
ん
ろ
う

会
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
て
悲
劇
的
な
結
末
を
迎
え
て
も
、

そ
こ
で
流
さ
れ
る
涙
は
社
会
の
問
題
を
訴
え
る
＊
１

「
無
知

の
涙
」
で
は
な
く
、
自
業
自
得
の
後
悔
の
涙
と
し
て
し
か
受

け
止
め
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
一
般
に
キ
ャ
リ
ア
教
育

で
は
、「
あ
な
た
た
ち
は
自
分
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
、
計

画
し
、
着
実
に
行
動
し
て
そ
れ
を
達
成
し
、
困
難
に
打
ち
勝

つ
だ
け
の
賢
さ
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
伝
え
る
。

果
た
し
て
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
平
凡
に
生
き
た
い
、

時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
流
さ
れ
る
ま
ま
に
生
き
たろ

う

い
と
い
う
希
望
は
、
も
は
や
過
去
の
遺
物
、
古
き
時
代
の
陋

し
ゅ
う習
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

生
き
る
僕
た
ち
の
物
語
を
紡
ぐ

少
し
前
、
あ
る
音
楽
グ
ル
ー
プ
の
ボ
ー
カ
ル
が

「
昔
、
＊
２

『
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
』
を
観
て
、
自
分
の
目
の

前
に
は
守
る
べ
き
少
女
も
追
い
か
け
る
べ
き
宝
も
な
い
こ
と

に
絶
望
し
た
」
と
語
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
記
事
（「
Ｒ
Ｏ

６９
」

２
０
１
１
年
１０
月
１７
日

U
R

L
:http://ro６９

.jp/disc/

detail/５８９８６

）
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
多
く
の

反
応
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
の
当
た
り
前
だ
、
ア
ニ
メ
と
自
分

の
人
生
を
一
緒
に
す
る
な
ん
て
気
持
ち
悪
い
、
幼
い
と
否
定

す
る
人
も
い
れ
ば
、
そ
う
い
う
こ
と
に
思
い
至
っ
た
ボ
ー
カ

ル
の
セ
ン
ス
が
良
い
と
肯
定
す
る
人
も
い
た
。
そ
し
て
、「
俺

ら
に
も
守
る
べ
き
人
も
追
い
か
け
る
べ
き
夢
も
な
い
よ
ね
」

と
共
感
す
る
人
が
、
決
し
て
少
な
く
な
い
数
い
た
の
だ
。

私
た
ち
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
た
く
さ
ん
の
物
語
に
出
会

う
。
貧
し
さ
や
無
理
解
な
親
の
反
対
に
負
け
ず
勉
学
を
続
け

て
偉
大
な
成
果
を
残
し
た
偉
人
た
ち
、
地
球
征
服
を
た
く
ら

む
悪
人
と
科
学
や
魔
法
の
力
を
駆
使
し
て
戦
う
ヒ
ー
ロ
ー
、

ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
、
さ
え
な
い
私
に
通
り
す
が
り
に
一
目
ぼ
れ

す
る
王
子
や
大
富
豪
、
不
治
の
病
で
引
き
裂
か
れ
る
大
恋
愛
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
大
切
に
し
て
い
た
ら
い
つ
の
ま
に
か

大
出
世
、
気
の
い
い
仲
間
た
ち
と
共
に
怪
物
を
倒
し
て
世
界

を
救
う
物
語
。

そ
し
て
刷
り
込
ま
れ
る
夢
や
希
望
の
か
け
が
え
の
な
さ
と
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
尊
さ
。
そ
れ
ら
を
強
化

す
る
よ
う
に
、
今
の
小
中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、「
や

り
た
い
こ
と
」
や
「
好
き
な
こ
と
」
を
見
つ
け
よ
う
、
「
夢
」

に
向
か
っ
て
努
力
し
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
繰
り
返
し

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
実
際
は
、
大
富
豪
は
通
り
す
が
ら
な
い
し
、
姫
を

守
り
た
い
と
い
っ
た
ら
男
女
差
別
だ
と
言
わ
れ
る
。
さ
し
て

貧
困
で
も
な
く
、
理
解
の
あ
る
親
に
育
て
ら
れ
、
そ
こ
そ
こ

健
康
だ
が
大
し
て
優
秀
で
も
な
く
、
頼
り
に
な
る
魔
法
も
使

え
な
い
ま
ま
、
闘
う
べ
き
怪
物
も
見
当
た
ら
ず
、
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
で
い
た
ら
Ｋ
Ｙ
（「
周
り
の
空
気
が
読
め
な
い
」

や

ゆ

の
造
語
）
と
揶
揄
さ
れ
て
い
じ
め
ら
れ
た
。
人
生
の
主
役
は

自
分
の
は
ず
な
の
に
、
明
ら
か
に
こ
れ
ま
で
消
費
し
て
き
た

物
語
の
な
か
の
脇
役
に
し
か
な
れ
な
い
絶
望
が
私
た
ち
を
む

し
ば
む
。

今
か
ら
約
２０
年
前
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
を

駆
使
し
な
が
ら
そ
の
場
限
り
の
楽
し
み
を
追
求
し
、「
ま
っ

た
り
生
き
る
」
こ
と
が
＊
３

「
終
わ
り
な
き
日
常
を
生
き
る
」

す
べ術
と
さ
れ
た
。
夢
が
な
く
て
も
、
脇
役
に
し
か
な
れ
な
く
て

も
、
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
た
ち
も
ま
た
、
そ
の

場
限
り
の
楽
し
み
を
追
求
し
な
が
ら
終
わ
り
な
き
日
常
を
生

き
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
価
値
観
が
相
対
化
し
た
社
会

で
芽
生
え
る
自
我
の
不
安
に
対
処
す
る
た
め
で
は
な
く
、
人

生
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
物
語
の
主
人
公
と
し
て
壮
大
な

夢
を
持
っ
て
計
画
的
に
勤
勉
に
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
抑
圧
を
、
精
一
杯
無
視
し
て
生
き
る
た
め
の
苦
肉
の

策
な
の
で
は
な
い
か
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
よ
っ
て
物
語
へ
の

欲
望
を
再
び
背
負
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
私
た
ち
に
は
、
も
は

や
「
ま
っ
た
り
生
き
る
」
と
い
う
術
す
ら
残
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
ん
な
日
常
を
当
た
り
前
に
す
る
の
で
は
な
く
、「
守
る

べ
き
少
女
も
追
い
か
け
る
べ
き
宝
も
な
い
毎
日
に
絶
望
す
る
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こ
と
な
く
生
き
続
け
る
僕
た
ち
」
の
、
も
う
少
し
マ
シ
な
物

語
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
こ
と
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要

な
役
割
だ
と
考
え
る
。

守
る
べ
き
少
女
と
追
い
か
け
る
べ
き
宝

そ
こ
で
問
い
た
い
の
は
、
本
当
に
私
た
ち
の
生
き
る
毎
日

に
は
「
守
る
べ
き
少
女
も
追
い
か
け
る
べ
き
宝
も
な
い
」
の

か
と
い
う
点
だ
。

「
先
生
は
ど
う
し
て
大
学
の
先
生
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の

で
す
か
」
と
私
に
聞
く
学
生
の
大
半
が
、
女
性
が
大
学
教
員

と
し
て
一
人
で
強
く
（
寂
し
く
）
生
き
る
決
意
を
す
る
ま
で

の
感
動
秘
話
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
だ
。
実
際
の
私
の
職
業

決
定
過
程
は
ま
っ
た
く
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
は
な
い
。
前
述
の

よ
う
な
生
活
を
繰
り
返
す
過
程
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
生
活
が

立
ち
行
か
な
い
と
気
付
き
、
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
選
択
肢
を

吟
味
し
て
地
味
に
努
力
し
た
。
私
に
は
幸
い
、
生
活
に
困
っ

て
い
な
い
親
が
い
て
、
相
対
的
に
高
い
学
力
と
、
ど
こ
で
も

生
活
し
て
い
け
る
と
思
い
込
む
だ
け
の
ず
う
ず
う
し
さ
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
未
熟
な
私
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
職
場
の

理
解
も
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
時
間
を
か
け
て
職
業
を
選
択
で

き
る
だ
け
の
社
会
的
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。

（
だ
い
た
い
、
私
が
こ
の
先
も
大
学
教
員
と
し
て
ず
っ
と
一

人
で
生
き
て
い
く
と
ど
う
し
て
決
め
つ
け
る
の
だ
）

し
か
し
、
女
性
が
職
業
を
持
っ
て
一
人
で
生
活
す
る
権
利

を
得
て
、
そ
れ
を
実
際
に
実
現
す
る
ま
で
の
歴
史
的
な
過
程

に
は
壮
大
な
ド
ラ
マ
が
あ
る
。

教
育
を
受
け
れ
ば
、
身
分
に
よ
ら
ず
、
自
分
の
望
む
地
位

に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

も
と
に
近
代
教
育
が
開
始
さ
れ
、
多
く
の
人
が
学
校
教
育
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
大
正
の
時
代
か
ら
、
人
は
な
り
た
い

職
業
と
な
れ
る
職
業
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
み
続
け
て
き
た
。

教
育
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
の
前
に
広
が
る
世
界
の
中

で
、
実
際
に
自
分
が
選
択
で
き
る
選
択
肢
は
限
ら
れ
て
い
る
。

選
択
肢
を
増
や
す
に
は
、
学
校
教
育
の
整
備
拡
充
だ
け
で
は

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
政
策
や
労
働
政
策
を
充
実
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
日
本
の
高
校
で
現
在
も
広
く
行
わ

れ
て
い
る
学
校
経
由
の
就
職
は
、
知
識
が
十
分
で
は
な
い
ま

ま
労
働
市
場
に
参
入
す
る
高
校
生
を
守
る
た
め
の
制
度
だ
っ

た
し
、
資
格
試
験
の
制
度
化
は
特
定
の
職
種
・
職
業
へ
の
参

入
が
ど
う
い
っ
た
経
路
で
行
わ
れ
る
の
か
を
明
示
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
女
性
の
職
業
社
会
へ
の
参
入
は
、
法
令
が
整
備

さ
れ
た
現
在
で
も
な
お
困
難
な
ま
ま
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
選

択
で
き
な
い
選
択
肢
を
見
て
悲
し
む
少
女
を
守
る
た
め
の
戦

い
、
誰
で
も
教
育
を
受
け
れ
ば
就
き
た
い
職
に
就
け
る
社
会

と
い
う
宝
を
追
い
か
け
る
戦
い
が
、
ず
っ
と
続
け
ら
れ
て
き

て
い
る
の
だ
。

怪
獣
と
い
う
あ
か
ら
さ
ま
な
悪
人
や
、
単
純
な
熱
意
に
た

や
す
く
感
動
し
て
理
解
を
示
す
上
司
、
友
情
は
永
遠
で
結
婚

は
幸
せ
、
死
は
悲
し
み
と
い
う
単
純
な
物
語
ば
か
り
を
消
費

し
て
い
る
場
合
、
誰
が
悪
で
誰
が
善
な
の
か
が
分
か
ら
な
い

複
雑
に
入
り
組
ん
だ
現
代
の
社
会
構
造
を
物
語
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
に
、
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
と
違
っ

て
、
変
化
が
き
わ
め
て
ゆ
っ
く
り
現
れ
る
現
実
の
社
会
は
、

変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
既
定
の
事
実
と
し
て
し
か
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
彼
ら
に
対
し
て
、
私
た
ち
が
流
さ
れ
る
ま
ま
に
生

き
ら
れ
な
い
不
自
由
さ
を
強
制
さ
れ
る
に
至
っ
た
歴
史
的
な

経
緯
や
社
会
構
造
の
問
題
を
物
語
と
し
て
伝
え
、
社
会
と
自

分
と
を
つ
な
ぐ
回
路
を
提
供
す
る
こ
と
、
リ
ア
ル
な
生
活
の

中
で
の
守
る
べ
き
少
女
と
追
い
か
け
る
べ
き
宝
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
る
こ
と
は
、
新
た
な
希
望
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

希
望
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

先
日
、
外
国
の
人
た
ち
に
日
本
の
教
育
制
度
を
紹
介
す
る

講
座
を
担
当
し
た
。
日
本
の
教
育
制
度
は
優
れ
た
人
材
を
輩

出
し
て
い
る
と
い
う
説
明
を
し
て
い
た
の
だ
が
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
出
さ
れ
た
「
２２
歳
で
一
生
を
通
じ
て

働
く
会
社
を
選
択
す
る
な
ん
て
困
難
な
こ
と
が
ど
う
し
て
で

き
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
う
ま
く
答
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

確
か
に
、
１８
歳
や
２２
歳
で
学
校
教
育
を
終
え
る
と
同
時
に
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有
機
Ｅ
Ｌ
技
術
の
こ
れ
か
ら
と

私
た
ち
の
生
活

理
学
部
化
学
科

助
教

古
賀

裕
二

就
職
し
、
定
年
を
迎
え
る
ま
で
の
長
い
間
、
同
じ
会
社
で
勤

め
あ
げ
る
と
い
う
日
本
社
会
の
「
常
識
」
は
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
過
程
を
や
り
直
し
の
き
か
な
い
一
方
通
行
の
道
に
し
て

し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
伝
え
る
「
自
分

の
将
来
を
真
剣
に
考
え
、
計
画
し
、
着
実
に
行
動
し
て
そ
れ

を
達
成
し
、
困
難
に
打
ち
勝
つ
だ
け
の
賢
さ
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
重
み
を
増
す
の
だ
が
、

だ
が
し
か
し
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
こ
の
手
の
困
難
な
選
択
を

容
易
に
す
る
た
め
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

社
会
は
変
え
ら
れ
る
。
強
い
個
人
に
な
ら
な
く
て
も
、
生

き
た
い
よ
う
に
生
き
る
権
利
は
保
障
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
か
ら
始
め
れ
ば
き
っ
と
、
守
る
べ
き
少
女
も
追
い

か
け
る
べ
き
宝
も
見
え
て
く
る
。

＊
１

永
山
則
夫
著
『
無
知
の
涙
』
増
補
新
版
、
河
出
書
房
新
社
、

１
９
９
０

＊
２
『
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
』
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
ア
ニ
メ
映
画
。

１
９
８
６
年
公
開
。
監
督
は
宮
崎
駿
。

＊
３

宮
台
真
司
著
『
終
わ
り
な
き
日
常
を
生
き
ろ
―
オ
ウ
ム
完
全
克

服
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
ち
く
ま
文
庫
、
１
９
９
８

近
年
、
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
小
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
と
し
て
製
品
化
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
仕
組
み
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
あ
る
種
の

有
機
物
の
薄
い
膜
に
５
Ｖ
程
度
の
直
流
電
圧
を
か
け
る
と
発

光
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
発
光
体
に
有
機
物
が
使
わ

れ
て
お
り
、
電
圧
を
か
け
る
と
発
光
す
る
こ
と
か
ら
、
有
機

electrolum
inescence

、
略
し
て
有
機
Ｅ
Ｌ
と
呼
ば
れ
る
。

現
在
、
家
庭
用
テ
レ
ビ
お
よ
び
種
々
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
と
し

て
普
及
し
て
い
る
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
が
、
電
圧
を
か
け
る

と
向
き
を
変
え
る
性
質
の
分
子
を
利
用
し
て
、
後
ろ
の
バ
ッ

ク
ラ
イ
ト
か
ら
来
る
光
を
通
し
た
り
、
遮
っ
た
り
し
て
表
示

す
る
の
と
比
べ
る
と
、
自
ら
が
光
る
と
い
う
点
で
有
機
Ｅ
Ｌ

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
大
き
く
異
な
る
。

現
在
、
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

に
続
く
次
世
代
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
で
優
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

�
薄
型
で
軽
量
（
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が
不
要
）。

�
低
消
費
電
力
で
明
る
い
。

図１ 有機ELディスプレーと液晶ディスプレーの仕組み
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石英ガラスの板に塗った高
分子発光材料の発光の様子 
（左：蛍光灯下、 
　右：紫外光下。紫外光に
　　　よっても発光する 。） 

�
視
認
性
が
高
い
（
斜
め
か
ら
見
て
も
よ
く
見
え
る
・
黒
色

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
・
画
像
が
繊
細
）。

�
動
画
が
見
や
す
い
。

�
ポ
ス
タ
ー
の
よ
う
に
丸
め
る
こ
と
の
で
き
る
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
）
が
作
れ
る
。

と
い
っ
た
点
で
あ
る
。

将
来
的
に
は
さ
ら
に
発
光
効
率
が
数
倍
に
向
上
す
る
技
術

も
研
究
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
現
在
、
福
岡
大
学
に
お
い
て

そ
の
よ
う
な
技
術
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

一
方
、
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
家
庭
用
の
テ
レ
ビ
の

よ
う
な
大
型
パ
ネ
ル
と
し
て
市
販
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は

幾
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
画
面
化
が
難
し
い
こ
と

と
製
造
コ
ス
ト
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
製
造

方
法
は
パ
ネ
ル
を
頑
丈
な
箱
に
入
れ
、
箱
の
中
を
真
空
に
し
、

発
光
材
料
な
ど
を
蒸
着
さ
せ
て
薄
膜
を
作
る
（
真
空
蒸
着
法
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
）。
そ
の
た
め
、
テ
レ
ビ
の
パ
ネ
ル
が

入
る
大
き
さ
の
真
空
に
で
き
る
頑
丈
な
箱
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
製
膜
す
る
度
に
真
空
に
す
る
の
だ
か
ら
と
て
も
生
産

効
率
が
悪
く
な
る
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
薄
膜
の
厚
み
に
ム
ラ
が
で
き
や
す
い
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
よ
り
大
画
面
化
が
容
易
で
コ
ス
ト
を
低
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
製
造
技
術
と
し
て
、
発
光
材
料
な
ど
の
溶
液
を
塗
る

方
法
（
塗
布
法
）
も
研
究
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
そ
の
様
な

方
法
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
新
し
い
高
分
子
発
光
材
料
を

開
発
し
た
（
図
４
）。
こ
の
材
料
は
高
分
子
鎖
に
発
光
部
位

を
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
容
易
に
非
晶
質
の
膜
を
作
製

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
前
述
の
真
空
蒸
着
法
で
製
造
さ
れ

た
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
方
が
性
能
が
高
く
、
ま
だ
研
究
の
余
地

が
あ
る
。
塗
布
法
で
最
適
な
材
料
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
有
機

Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
大
画
面
化
は
飛
躍
的
進
歩
を
遂
げ
る

だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
を
み
る
と
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
と
て
も
劣
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
技
術
者
た
ち

の
努
力
の
結
果
、
最
近
、
急
激
に
性
能
を
高
め
て
き
て
い
る
。

液
晶
テ
レ
ビ
が
市
場
に
出
て
き
た
こ
ろ
と
今
と
で
比
較
し
て

図３ 薄膜の作製方法

図２ 有機EL素子の発光の様子
（中心で赤く光っているものが筆者開発材料）図４ 筆者らが開発した高分子発光材料
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ほ
し
い
。
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
厚
み
は
薄
く
な
り
、
重
さ
も
軽
く
な
っ
た
。

消
費
電
力
も
少
な
く
な
り
、
明
る
く
な
っ
た
。
当
初
は
斜
め

か
ら
見
る
と
画
像
が
見
え
に
く
か
っ
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん

ど
不
自
由
さ
を
感
じ
な
い
。
動
画
に
残
像
感
が
あ
っ
た
り
、

な
め
ら
か
さ
が
な
か
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
違
和
感
が
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
当
初
１
イ
ン
チ
１
万
円
と
い
わ

れ
た
価
格
も
今
や
３２
イ
ン
チ
の
テ
レ
ビ
が
３
万
円
程
度
で
買

え
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
急
激
な
高
性
能
化
、

低
価
格
化
の
中
で
、
大
画
面
化
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
有
機

Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
テ
レ
ビ
と
し
て
消
費
者
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

２
０
０
７
年
１２
月
に
世
界
初
の
有
機
Ｅ
Ｌ
テ
レ
ビ
と
し
て

ソ
ニ
ー
か
ら
「
Ｘ
Ｅ
Ｌ－

１
」
が
発
売
さ
れ
た
。
画
面
の
厚

み
が
わ
ず
か
３
�
の
ほ
か
、
有
機
Ｅ
Ｌ
の
特
長
を
十
分
に
引

き
出
し
た
性
能
を
持
っ
て
い
た
が
、
わ
ず
か
１１
イ
ン
チ
で
２０

万
円
と
非
常
に
高
価
で
、
一
般
家
庭
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か

疑
問
符
の
付
く
製
品
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
２
０
１

０
年
に
は
事
情
が
あ
り
生
産
終
了
と
な
っ
た
が
、
事
業
の
採

算
が
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
大
画
面

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
製
造
技
術
で
期
待
さ
れ
て
い
た
セ
イ
コ
ー
エ

プ
ソ
ン
や
東
芝
な
ど
は
製
品
化
前
に
早
々
に
撤
退
し
て
し

ま
っ
た
。
有
機
Ｅ
Ｌ
テ
レ
ビ
の
存
続
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な

危
機
的
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

し
か
し
隣
の
国
、
電
子
大
国
韓
国
で
は
Ｌ
Ｇ
電
子
が
２
０

１
２
年
に
は
５５
型
の
有
機
Ｅ
Ｌ
テ
レ
ビ
を
市
販
す
る
と
発
表

し
た
。
大
画
面
の
有
機
Ｅ
Ｌ
テ
レ
ビ
が
製
品
化
さ
れ
る
の
は

世
界
初
で
あ
る
。
そ
の
後
、
市
場
の
動
向
を
見
て
３０
型
や
４０

型
ク
ラ
ス
を
市
販
し
て
い
く
と
見
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

同
じ
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
電
子
も
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
の
大
型
化

や
量
産
を
検
討
し
て
い
る
が
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
で
そ
れ
に

対
抗
す
る
発
表
は
と
て
も
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
聞
か
れ

な
い
。

そ
れ
で
も
、
こ
の
韓
国
の
早
い
動
き
が
筆
者
の
憂
慮
を
解

消
し
て
く
れ
る
可
能
性
は
十
分
あ
り
得
る
。
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

で
は
有
機
Ｅ
Ｌ
テ
レ
ビ
は
液
晶
テ
レ
ビ
を
凌
駕
し
て
い
る
の

だ
。
こ
れ
か
ら
の
市
場
の
動
き
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
楽
し

み
に
し
た
い
。

一
方
、
有
機
Ｅ
Ｌ
技
術
は
通
常
の
テ
レ
ビ
と
し
て
以
外
に

も
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
あ
る
い
は
面
光
源
（
照

明
）
と
い
っ
た
側
面
も
持
っ
て
い
る
。

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
円
い
柱
な
ど
の
曲
面
に

貼
り
付
け
た
り
、
移
動
の
際
に
ポ
ス
タ
ー
の
よ
う
に
丸
め
た

り
で
き
、
動
き
に
よ
っ
て
変
形
す
る
衣
服
な
ど
に
も
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
現
在
Ｌ
Ｅ

Ｄ
が
省
エ
ネ
光
源
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
有
機
Ｅ
Ｌ

光
源
も
次
世
代
照
明
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は

非
常
に
明
る
い
点
光
源
な
の
に
対
し
、
有
機
Ｅ
Ｌ
光
源
は
柔

ら
か
な
光
を
発
す
る
面
光
源
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
状
を
と
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
も
応
用
可
能
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
室
内
灯
と
し
て
も

利
用
で
き
る
。
窓
に
代
わ
る
大
き
な
照
明
で
あ
っ
た
り
、
光

る
柱
で
あ
っ
た
り
、
建
築
の
様
式
さ
え
大
き
く
変
え
て
し
ま

う
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
あ
る
い
は
こ
ち
ら
の

方
面
で
の
消
費
増
・
生
産
増
が
低
コ
ス
ト
化
の
道
を
拓
い
て

く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

将
来
、
街
中
で
は
至
る
所
に
有
機
Ｅ
Ｌ
技
術
を
用
い
た

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
家
庭
で
は
照
明
や

テ
レ
ビ
に
囲
ま
れ
、パ
ソ
コ
ン
は
丸
め
て
持
ち
運
べ
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
は
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
や
ワ
ッ
ペ
ン
の
様
に
身
に
付
け

る
物
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
医
療

や
科
学
機
器
に
お
け
る
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
そ
の
大
き
さ
や
重

さ
か
ら
ほ
と
ん
ど
が
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
取
っ
て
代

わ
る
時
代
が
や
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
予
期
す

る
も
の
で
あ
る
。
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産
学
官
連
携

爆
発
事
故

―
そ
の
現
象
と
事
故
事
例
―

安
全
シ
ス
テ
ム
医
工
学
研
究
所

所
長

（
工
学
部
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
科
助
教
）

加
藤

勝
美

２
０
１
１
年
度
か
ら
、
福
岡
大
学

産
学
官
連
携
研
究
機
関
研
究
所
と
し

て
安
全
シ
ス
テ
ム
医
工
学
研
究
所
が

発
足
し
ま
し
た
。
本
研
究
所
は
、
火

災
・
爆
発
事
故
の
抑
制
、
化
学
物
質

の
安
全
利
用
な
ど
安
全
工
学
的
研
究

や
医
学
・
工
学
の
連
携
分
野
で
あ
る

自
動
車
用
エ
ア
バ
ッ
グ
シ
ス
テ
ム
の

開
発
等
に
関
す
る
研
究
な
ど
、
産
業

保
安
あ
る
い
は
市
民
の
安
全
に
直
結

す
る
研
究
・
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
、
市
民
の
安
全
あ
る
い
は

防
災
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、「
爆
発
事
故
」
と
い

う
地
震
な
ど
の
天
災
と
は
異
な
る
一

種
の
人
為
的
災
害
を
主
と
し
て
取
り

上
げ
、
爆
発
と
い
う
現
象
お
よ
び
過

去
に
起
き
た
爆
発
事
故
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

爆
発
事
故
発
生
の
状
況
と
対
策

爆
発
事
故
と
い
っ
て
も
一
般
生
活

を
送
る
上
で
は
、
頻
繁
に
起
き
る
事

象
で
は
な
く
、
対
岸
の
火
事
と
い
っ

た
印
象
を
受
け
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、

爆
発
事
故
な
ん
て
本
当
に
起
き
る

の
？
と
さ
え
思
う
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
過
去

の
事
故
事
例
を
調
査
し
て
み
る
と
、

国
内
外
問
わ
ず
、
非
常
に
多
く
の
爆

発
事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

例
え
ば
中
国
な
ど
で
は
、
年
間
、

数
百
人
が
爆
発
事
故
に
よ
っ
て
死
亡

し
て
い
ま
す
。
こ
の
死
者
数
は
、
国

内
の
新
聞
な
ど
の
情
報
の
み
を
集
計

し
た
結
果
で
す
の
で
、も
し
か
す
る

と
、実
際
に
は
こ
の
数
倍
あ
る
い
は

数
十
倍
の
規
模
に
上
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
中
国
に
お
け

る
爆
発
事
故
の
多
く
は
、
炭
鉱
に
お

け
る
ガ
ス
爆
発
あ
る
い
は
発
破
作
業

に
使
う
爆
薬
の
誤
爆
な
ど
で
、
日
進

月
歩
す
る
中
国
経
済
・
社
会
の
負
の

側
面
と
も
言
え
ま
す
。

一
方
、
国
内
に
目
を
向
け
て
み
て

も
、
必
ず
し
も
無
視
で
き
な
い
ほ
ど

の
爆
発
事
故
が
近
年
に
お
い
て
も
発

概要
医療用ゴム工場で釜が破裂
製紙工場のボイラー室で火災
温泉施設でガス爆発
ドック内で修理中の貨物船が爆発
メチルセルロース製造工場で爆発
石油精製所のエチレンプラントで火災
製油所で原油タンク洗浄中に爆発
医薬品原薬製造工場で原料分離作業中に爆発
タンカー衝突により粗ベンゼン流出・炎上
タンカーのタンク洗浄中に爆発
高校の文化祭で液体窒素入りの瓶が破裂
木材板製造工場で複数回の爆発
病院内のボンベ室で液体酸素ボンベが爆発
公園でカセットコンロのボンベが爆発
煙火製造工場の配合所で火薬の調合中に爆発
製鉄所のガスタンクで爆発
スーパーの生ごみ処理施設で火災、爆発
飲食店でカセットコンロのボンベが爆発
雑居ビルで爆発火災
携帯電話部品工場でマグネシウム合金粉末が爆発
化学工場でヒドロキシルアミンが爆発
バイクに給油中のガソリンの漏えい爆発事故
小学校プールの塩素供給タンクの薬剤誤投入による破裂事故
火薬類一時置場に置かれていた火薬の爆発事故

負傷者数（人）
１３
２１
３
１４
１７
０
２
１２
１
０
１０
１０
１０
１０
３
１５
１１
１１
３
１０
５８
０
１６
７９

死者数（人）
０
０
３
０
０
４
５
２
６
３
０
０
０
４
１０
０
０
０
４４
０
４
７
０
０

場所
静岡
愛知
東京
山口
新潟
茨城
愛媛
富山
三重
愛媛
福岡
茨城
京都
広島
鹿児島
愛知
神奈川
千葉県
東京
宮城
群馬
静岡
福島
愛知

発生年
２００８
２００８
２００７
２００７
２００７
２００７
２００６
２００６
２００５
２００４
２００４
２００４
２００４
２００４
２００３
２００３
２００３
２００３
２００１
２００１
２０００
２０００
２０００
２０００

表１ 国内で起きた主な爆発事故（２０００‐２００８年）
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生
し
て
い
ま
す
。
表
１
は
、
近
年
国

内
で
起
き
た
、
死
者
が
３
人
以
上
あ

る
い
は
負
傷
者
が
１０
人
以
上
の
比
較

的
大
規
模
な
爆
発
事
故
を
抜
粋
し
た

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
爆
発
事
故
を

見
て
み
る
と
、
化
学
工
場
な
ど
の
事

故
が
多
い
一
方
、
病
院
、
公
園
、
学

校
な
ど
、
我
々
の
生
活
に
身
近
な
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
も
爆
発
事
故
が
発

生
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
海
外
や
一

般
生
活
か
ら
遠
く
か
け
離
れ
た
と
こ

ろ
で
の
み
発
生
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
故
は
「
未
然
に
」
防

ぐ
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
答
え
は
Ｙ
ｅ

ｓ
で
し
ょ
う
。
地
震
の
よ
う
な
天
災

で
あ
れ
ば
、
残
念
な
が
ら
現
代
の
科

学
で
は
天
災
の
発
生
自
体
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ず
、
起
き
て
し
ま
っ
た
後

に
い
か
に
被
害
を
極
小
化
す
る
か
と

い
っ
た
、
防
災
（
危
機
管
理
）
の
観

点
か
ら
の
対
策
が
主
と
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
事
故
は
、
人
や
組
織
の
ミ

ス
が
関
係
し
て
起
き
る
も
の
で
す
か

ら
、
起
き
た
後
の
対
策
お
よ
び
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
対
策
の
両
面
か
ら
の

対
応
（
リ
ス
ク
管
理
）
が
可
能
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
こ
う
し
た
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。
一
般
に
は
、
人
間
は

間
違
え
る
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、

間
違
え
よ
う
の
な
い
、
あ
る
い
は
間

違
っ
て
も
事
故
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
な
装
置
や
機
構
に
す
る
と
い
う

ハ
ー
ド
面
か
ら
の
対
策
が
有
効
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

筆
者
が
考
え
る
に
は
、
個
々
人
が
安

全
に
関
す
る
知
識
（
爆
発
事
故
で
あ

れ
ば
、
爆
発
と
い
う
現
象
、
あ
る
い

は
過
去
の
事
故
事
例
に
関
す
る
知

識
）
を
得
る
と
い
う
ソ
フ
ト
面
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
重
要
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
過
去
の
事
故
事
例
を

精
査
し
て
み
ま
す
と
、
自
身
が
取
り

扱
っ
て
い
る
物
質
の
危
険
性
を
よ
く

把
握
し
て
い
な
か
っ
た
が
た
め
に
起

き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

事
故
や
、
過
去
に
同
じ
よ
う
な
事
故

が
起
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
事

故
が
繰
り
返
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
こ

と
が
非
常
に
多
い
の
で
す
。

爆
発
現
象

国
語
辞
典
に
て
爆
発
と
い
う
言
葉

を
引
い
て
み
る
と
「
物
質
が
急
激
な

物
理
変
化
ま
た
は
化
学
変
化
を
起
こ

し
、
体
積
が
一
瞬
に
著
し
く
増
大
し

て
、
音
や
破
壊
作
用
を
伴
う
現
象
」

と
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
爆
発
に
は
、

物
理
的
な
爆
発
と
化
学
的
な
爆
発
の

２
種
類
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

前
者
は
、
単
に
圧
力
が
一
瞬
に
し
て

開
放
さ
れ
る
現
象
で
あ
り
、
風
船
な

ど
に
空
気
を
入
れ
過
ぎ
て
破
裂
す
る
、

そ
の
よ
う
な
現
象
で
す
。
一
方
、
後

者
は
、
あ
る
物
質
の
燃
焼
や
分
解
な

ど
の
化
学
反
応
に
よ
っ
て
、
熱
、
光
、

そ
し
て
音
な
ど
と
と
も
に
、
急
激
に

圧
力
が
上
昇
す
る
現
象
で
す
。
化
学

で
ん
ぱ

的
な
爆
発
は
、
そ
の
反
応
が
伝
播
す

る
速
度
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
爆
燃
と

ば
く
ご
う

爆
轟
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

爆
燃
は
、
反
応
が
伝
播
す
る
速
度
が

音
速
以
下
、
爆
轟
は
、
反
応
が
伝
播

す
る
速
度
が
音
速
を
超
え
る
現
象
で
、

爆
轟
は
最
も
激
し
い
爆
発
の
形
態
と

い
え
ま
す
。
例
え
ば
、
高
性
能
爆
薬

と
呼
ば
れ
る
火
薬
類
（
コ
ン
ポ
ジ

シ
ョ
ン
Ｃ４
な
ど
）
は
、
爆
轟
の
速
度

が
８
�／ｓ
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
物
質
を
延
々

と
一
直
線
に
並
べ
、
一
方
の
端
で
着

火
す
る
と
約
１
秒
後
に
は
、
８
�
先

に
燃
焼
波
面
が
到
達
す
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
ま
す
の
で
、
い
か
に
速

い
反
応
か
想
像
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
著

し
く
速
い
反
応
が
起
き
る
と
、
瞬
時

に
し
て
圧
力
が
上
昇
す
る
だ
け
で
な

く
、
発
生
ガ
ス
に
先
行
し
て
衝
撃
波

が
形
成
さ
れ
、
こ
の
波
に
よ
っ
て
近

く
に
あ
る
物
体
が
次
々
に
破
壊
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

爆
発
す
る
物
質
は
、
何
も
火
薬
類

だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
に
あ
る
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
、
メ
タ
ン
（
都
市
ガ
ス
の

主
成
分
）
な
ど
も
条
件
に
よ
っ
て
は

爆
発
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
可
燃
性

ガ
ス
の
爆
発
は
、
燃
焼
反
応
（
空
気

中
の
酸
素
と
の
反
応
）
で
す
の
で
、

燃
焼
の
三
要
素
（
可
燃
性
ガ
ス
、
酸

素
、
着
火
源
）
が
ち
ょ
う
ど
い
い
あ

ん
ば
い
で
そ
ろ
っ
た
と
き
に
爆
発
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
表
２

は
、
可
燃
性
ガ
ス
の
爆
発
範
囲
（
爆

発
す
る
可
燃
性
ガ
ス
の
濃
度
範
囲
）
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と
最
小
着
火
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
爆
発
す

る
た
め
に
必
要
な
最
小
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
例

え
ば
、
メ
タ
ン
は
、
５
・
３－

１４
vol.

％
の
濃
度
範
囲
で
空
気
中
に
存
在
し
、

か
つ
、
０
・
２８
mJ
以
上
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
加
え
ら
れ
た
と
き
に
爆
発
し

ま
す
。
一
方
で
、
水
素
を
見
て
み
る

と
、
爆
発
範
囲
は
４－

７５
vol.
％
、
最

小
着
火
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
０
・
０
２
mJ

で
す
の
で
、
メ
タ
ン
な
ど
と
比
較
し

て
、
爆
発
範
囲
が
広
く
、
か
つ
、
最

小
着
火
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
一
桁
小
さ
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
人
間
の
静
電

気
に
よ
る
ス
パ
ー
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
０
・
４
mJ
程
度
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
爆
発
範
囲
に
あ
る
可
燃

性
ガ
ス
は
、
静
電
気
で
も
着
火
し
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
う

し
た
可
燃
性
ガ
ス
が
い
か
に
爆
発
し

や
す
い
物
質
で
あ
る
か
お
分
か
り
い

た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

爆
発
現
象
は
、
う
ま
く
使
え
ば
工

業
的
に
非
常
に
有
益
な
も
の
で
す
が
、

万
が
一
、
予
期
せ
ぬ
と
こ
ろ
で
起
き

た
場
合
は
、
甚
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
節
で
は
、
実
際
に
起
き
た
メ
タ

ン
の
爆
発
事
故
に
つ
い
て
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

事
故
事
例
の
紹
介
と
そ
の
教
訓

２
０
０
７
年
６
月
１９
日
、
東
京
都

渋
谷
区
の
温
泉
施
設
に
て
爆
発
が
起

き
、
３
人
が
死
亡
、
３
人
が
重
傷
を

負
う
と
い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

繁
華
街
で
起
こ
り
、
か
つ
、
死
傷
者

も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
連
日
テ
レ
ビ

な
ど
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご

記
憶
に
あ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
事
故
は
、
温
泉
施
設
で

温
泉
水
を
く
み
上
げ
る
際
に
同
時
に

地
中
か
ら
漏
出
す
る
メ
タ
ン
が
着
火

し
爆
発
し
た
と
い
う
事
故
で
す
。
前

節
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
メ
タ
ン

が
爆
発
範
囲
の
濃
度
で
存
在
し
、
か

つ
、
着
火
源
が
あ
っ
た
た
め
に
爆
発

が
起
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

事
故
に
至
る
経
緯
を
詳
し
く
述
べ
、

も
う
少
し
奥
に
潜
む
原
因
も
含
め
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
故
当
日
か
ら
２
年
以
上
前
の

２
０
０
５
年
３
月
に
、
同
地
に
温
泉

施
設
を
建
設
す
べ
く
地
質
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
で
は
、

井
戸
の
入
口
で
濃
度
２
・
５
vol.
％
の

メ
タ
ン
ガ
ス
が
観
測
さ
れ
、
地
中
か

ら
爆
発
範
囲
（
下
限
界
）
の
約
半
分

の
濃
度
の
メ
タ
ン
が
噴
出
す
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
通
常
、
可
燃
性

ガ
ス
を
取
り
扱
う
工
場
な
ど
で
は
、

爆
発
下
限
界
の
１
／
４
の
濃
度
に
制

御
さ
れ
た
環
境
で
作
業
な
ど
を
行
い

ま
す
の
で
、
２
・
５
vol.
％
の
メ
タ
ン

は
、
通
常
、
か
な
り
危
険
性
が
高
い

と
認
識
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
す
。
こ

の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
施
設
運

営
企
業
は
、
２
０
０
５
年
４
月
に
周

辺
住
民
へ
の
説
明
会
を
開
き
、
ガ
ス

検
知
器
の
設
置
と
ガ
ス
濃
度
を
毎
日

測
定
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
同
施
設
運
営
企
業
は

ガ
ス
検
知
器
を
設
置
し
な
い
ま
ま
、

２
０
０
６
年
１
月
に
営
業
を
開
始
し
、

事
故
の
当
日
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
す
。

同
施
設
は
、
図
に
示
す
よ
う
に
、

ポ
ン
プ
か
ら
く
み
上
げ
ら
れ
た
温
泉

水
は
ガ
ス
分
離
装
置
で
温
泉
水
と
メ

タ
ン
に
分
離
さ
れ
、
メ
タ
ン
は
ガ
ス

抜
き
配
管
を
通
じ
て
屋
外
へ
放
出
さ

れ
る
仕
組
み
で
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
事
故
当
日
、
メ
タ
ン
に
混
じ
っ

た
水
蒸
気
が
ガ
ス
抜
き
配
管
の
Ｕ
字

部
分
で
結
露
し
、
結
露
し
た
水
に

よ
っ
て
ガ
ス
抜
き
配
管
が
封
鎖
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
行
き
場
の
な
く

な
っ
た
メ
タ
ン
は
、
じ
わ
じ
わ
と
施

設
建
屋
内
に
漏
え
い
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
通
常
、
都
市
ガ
ス
な

ど
に
使
わ
れ
る
メ
タ
ン
は
、
漏
え
い

し
た
時
に
瞬
時
に
人
が
気
付
く
よ
う

着
臭
剤
に
よ
っ
て
に�

お�

い�

を
付
け
て

い
ま
す
が
、
メ
タ
ン
自
体
に
は
に
お

い
が
な
く
、
人
間
が
感
知
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
前
述
の

よ
う
に
ガ
ス
検
知
器
も
設
置
さ
れ
て

最小着火
エネルギー［mJ］

０．２８
０．３１
０．０１９

爆発範囲［vol.%］
上限界
１４
９．５
７５

下限界
５．３
２．２
４．０

物質名

メタン
プロパン
水素

表２ 可燃性ガスの爆発範囲および最小着火エネルギー
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お
ら
ず
、
か
つ
、
施
設
内
の
換
気
扇

も
稼
働
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

従
業
員
の
気
付
か
な
い
う
ち
に
、
メ

タ
ン
が
爆
発
範
囲
の
濃
度
に
ま
で
上

昇
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
制
御
盤
の
電
気
火

花
に
よ
っ
て
メ
タ
ン
が
着
火
し
、
爆

発
事
故
に
至
っ
た
と
い
う
の
が
こ
の

事
故
の
概
要
で
す
。

こ
の
事
故
に
お
い
て
は
、
警
報
器

を
設
置
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ガ
ス
抜

き
配
管
の
設
計
時
に
結
露
に
関
し
て

考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
最
大

の
原
因
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
警
報
器
を
設
置
し
な

か
っ
た
の
か
、
設
計
を
見
直
さ
な

か
っ
た
の
か
、
と
い
う
さ
ら
に
奥
に

あ
る
原
因
を
考
え
る
と
、
組
織
と
し

て
メ
タ
ン
と
い
う
物
質
の
危
険
性
を

含
め
、
安
全
に
対
す
る
認
識
や
リ
ス

ク
評
価
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と

に
帰
着
す
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
関
東
地
方
は
ガ
ス
田
の
上
に
あ

り
、
採
掘
す
れ
ば
メ
タ
ン
が
漏
出
す

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
、

１
９
９
１
年
、
千
葉
県
の
企
業
社
員

寮
で
の
爆
発
事
故
、
２
０
０
４
年
、

千
葉
県
の
博
物
館
で
の
爆
発
事
故
な

ど
い
ず
れ
も
地
下
か
ら
漏
出
す
る
メ

タ
ン
が
原
因
と
さ
れ
る
事
故
が
数
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０

０
５
年
に
は
、
東
京
都
の
別
の
温
泉

井
戸
掘
削
中
に
爆
発
が
起
き
る
な
ど
、

類
似
し
た
事
故
も
発
生
し
て
お
り
、

こ
う
い
っ
た
過
去
の
失
敗
を
教
訓
と

し
て
活
用
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と

も
事
故
の
背
後
に
あ
る
要
因
の
一
つ

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
近
年
、

事
故
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
組
織

と
個
人
が
安
全
を
最
優
先
す
る
風
土

や
気
風
、
す
な
わ
ち
安
全
文
化
の
醸

成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
た
事
故
に
お

い
て
も
、
組
織
と
し
て
安
全
を
最
優

先
す
る
気
風
が
欠
落
し
て
い
た
と
い

え
ば
過
言
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
に
関
連
し
た
原
因
が
根
底
に
は
あ

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
事
故
の
当
事
者
は
、

事
故
を
起
こ
そ
う
と
思
っ
て
起
こ
す

わ
け
で
は
な
く
、
起
こ
る
は
ず
が
な

い
、
あ
る
い
は
考
え
て
も
み
な
か
っ

た
と
こ
ろ
で
起
き
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
事
故
を

別
の
世
界
の
こ
と
と
し
て
で
は
な
く
、

我
々
の
身
近
に
あ
る
危
険
と
し
て
認

識
し
て
そ
れ
を
知
り
、
教
訓
と
す
る

こ
と
が
肝
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

本
稿
で
は
、
爆
発
現
象
お
よ
び
そ

れ
に
関
連
し
た
事
故
事
例
を
紹
介
し

ま
し
た
。
な
お
、
本
稿
に
記
述
し
た

事
故
情
報
の
多
く
は
、
独
立
行
政
法

人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
事
故
事

例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（U

R
L：

http://

riodb.ibase.aist.go.jp/riscad/index.

php

）
か
ら
引
用
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
同

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ご
参
照
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
ご
安
全

に
。

図 源泉くみ上げ施設の見取り図
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旧
知
の
仲

大
分
県
九
重
町
長

坂
本

和
昭

九
重
町
は
大
分
県
の
南
西
部
に
位

置
す
る
人
口
１
万
人
程
度
の
小
さ
な

町
で
、
町
民
の
多
く
は
農
業
と
観
光

関
係
の
仕
事
を
生
業
と
し
て
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
ど
こ
に
で
も
あ

る
よ
う
な
、
過
疎
化
と
少
子
高
齢
化

に
苦
し
む
ご
く
ご
く
普
通
の
田
舎
町

で
す
が
、
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
人
気
の
高
い
く
じ
ゅ

う
連
山
の
登
山
口
が
あ
り
、
豊
富
な

温
泉
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
２

０
０
６
年
１０
月
に
人
道
橋
で
日
本
一

（
人
道
橋
に
は
明
確
な
基
準
が
な
い

た
め
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
は
認
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
世
界
一
と
の
説
も
あ

り
ま
す
）
と
さ
れ
る
九
重
�
夢
�
大

吊
橋
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
な
ど
で
、

観
光
地
と
し
て
一
定
の
認
知
は
受
け

て
い
ま
す
。
本
誌
『
七
隈
の
杜
』
の

読
者
の
方
に
も
「
そ
う
い
え
ば
以
前

行
っ
た
あ
そ
こ
が
九
重
町
か
な
」
と

い
う
程
度
は
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。年

間
５
０
０
万
人
前
後
訪
れ
る
観

光
客
の
う
ち
、
約
６
割
は
都
市
圏
を

中
心
と
し
た
福
岡
方
面
か
ら
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
大
分
自
動
車
道
の
全

区
間
４
車
線
化
に
よ
り
交
通
の
利
便

性
は
高
ま
り
、
九
重
町
民
と
福
岡
市

民
（
県
民
）
と
の
交
流
機
会
は
今
後

さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
期
待

を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
が
進
む
と
と
も
に
、
自
動
車
性
能

の
格
段
の
進
歩
で
今
で
は
気
軽
に
行

き
来
の
で
き
る
エ
リ
ア
と
な
っ
た
九

重
町
で
す
が
、
か
つ
て
は
福
岡
市
民

に
と
っ
て
、
日
帰
り
も
困
難
な
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
で
こ

そ
町
の
観
光
の
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
と

し
て
人
気
の
高
い
飯

田
高
原
の
長
者
原
〜

筋
湯
一
帯
は
数
日
の

宿
泊
を
前
提
と
し
た

登
山
ま
た
は
湯
治
を

目
的
と
す
る
特
殊
な

場
所
で
あ
っ
た
ろ
う

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

事
実
、
飯
田
地
区
は

地
元
で
も
へ�

き�

地
扱

い
さ
れ
て
い
た
時
代

が
長
く
、
町
営
飯
田

高
原
診
療
所
も
以
前

は
飯
田
へ�

き�

地
診
療

所
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
飯
田
高
原
長
者
原
の
一

画
に
福
岡
大
学
の
や
ま
な
み
荘
が
１

９
６
５
年
に
竣
工
し
て
い
ま
す
が
、

期
を
合
わ
せ
て
１
９
６
４
年
に
は
、

や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
開
通
し
、

こ
の
一
帯
は
避
暑
地
・
観
光
地
と
し

て
急
速
に
発
展
し
て
き
た
と
い
う
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
景
観
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、

別
荘
地
も
今
で
は
１
、０
０
０
を
超

え
毎
年
多
く
の
方
々
が
自
然
を
堪
能

し
、
癒
や
し
を
求
め
て
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
考
え
て
み
ま
す
と
、

福
岡
大
学
と
九
重
町
と
の
お
付
き
合

い
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
の
で
、
既
に
半
世
紀
の
歴
史
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
旧
知
の
仲
と
も
言
え

大分県玖珠郡九重町にある星生山の紅葉
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る
福
岡
大
学
と
九
重
町
と
の
間
で
昨

年
（
２
０
１
１
年
）
７
月
に
相
互
の

発
展
と
地
域
社
会
の
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
地
域
連
携
協
定

が
締
結
さ
れ
た
こ
と
は
、
町
に
と
っ

て
有
意
義
で
あ
り
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
非
常
に
頼
も
し
い
仲
間
を
得

た
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
普
通
の
お
友
達
が
、
こ
れ
か
ら
は

固
い
友
情
で
結
ば
れ
た
親
友
と
な
っ

た
と
言
え
ば
大
げ
さ
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
今
後
の
お
付
き
合
い
、
連
携

を
通
じ
て
互
い
の
信
頼
を
深
め
、
提

言
や
協
力
を
惜
し
ま
な
い
真
の
友
人

と
な
れ
る
よ
う
に
町
も
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
半
世
紀
、
日
本
は
高
度
経
済

成
長
を
遂
げ
消
費
は
美
徳
と
言
わ
れ

た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
経
済
の

急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
産
業

の
空
洞
化
、
加
え
て
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
よ
る
人
材
の
空
洞
化
が
深
刻

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
波

は
地
方
に
お
い
て
一
段
と
厳
し
く
、

冒
頭
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
過
疎
化

と
少
子
高
齢
化
の
進
行
を
食
い
止
め
、

い
か
に
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
か
が
町
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
風
に
書

き
ま
す
と
悲
観
的
な
要
素
で
い
っ
ぱ

い
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
は
今
、

町
は
二
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

一
つ
目
は
�
夢
�
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
こ
れ
は

開
通
時
九
重
�
夢
�
大
吊
橋
が
脚
光

を
浴
び
て
い
る
そ
の
最
中
に
企
画
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
ハ
ー
ド
（
橋
）

に
よ
る
効
果
は
一
時
的
な
も
の
で
あ

り
い
ず
れ
客
足
も
衰
え
る
と
考
え
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
町
を
活
性
化
し

付
加
価
値
を
高
め
れ
ば
リ
ピ
ー
タ
ー

も
増
え
る
だ
ろ
う
と
の
考
え
か
ら
、

�
夢
�
を
冠
し
た
商
品
開
発
や
、
夢

の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
九
重

�
夢
�
バ
ー
ガ
ー
で
あ
り
、
最
近
で

は
九
重
�
夢
�
ポ
ー
ク
丼
も
観
光
客

の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

商
品
は
そ
の
売
上
額
や
規
模
で
、
町

の
経
済
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
民
自
ら
が
考

え
商
品
化
す
る
過
程
に
大
き
な
意
味

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
が

活
気
を
取
り
戻
し
、
町
民
が
誇
り
と

自
信
を
取
り
戻
す
一
つ
の
き
っ
か
け
、

起
爆
剤
と
し
て
の
効
果
は
大
き
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
「
日
本
一
の
田
舎
づ
く

り
」
の
推
進
で
す
。
こ
の
発
想
に
は

い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
内
に
向
け
た
要
素
と

し
、
一
口
で
言
え
ば
九
重
町
の
良
い

と
こ
ろ
を
今
一
度
皆
で
見
つ
め
直
し
、

掘
り
起
こ
し
継
承
し
て
い
こ
う
と
い

う
提
言
で
す
。
い
わ
ば
持
続
可
能
な

過
疎
地
域
の
基
盤
固
め
で
あ
り
、
文

化
や
自
然
の
崩
壊
を
防
ぐ
活
動
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
外
に
向
け
て
は
、

本
当
の
田
舎
が
堪
能
で
き
る
癒
や
し

の
空
間
と
し
て
、
九
重
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
確
立
す
る
こ
と
が
最
終
目
標
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
方

向
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
短
時
間

で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
ま
た
す
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
町
民

一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
意
志
を
持
っ

て
、
目
指
す
方
向
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

が
動
き
始
め
た
こ
の
時
期
に
、
福
岡

大
学
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
町
に
と
っ
て
大
き
な
意

味
を
持
ち
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
く

じ
ゅ
う
連
山
の
清
掃
活
動
な
ど
に
お

い
て
多
く
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
な
ど
既
に
多
大
な
地
域

貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
後
は
場
面
場
面
で
ま
ち
づ

く
り
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
想
定
さ
れ
ま
す
。

福
岡
大
学
が
蓄
積
す
る
知
的
資
源
、

そ
し
て
何
よ
り
若
い
柔
軟
な
発
想
と

行
動
力
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
九
重
町
役
場
に
は
若
手
や
中
堅

層
に
福
岡
大
学
出
身
の
優
秀
な
人
材

が
多
く
、
彼
ら
は
近
い
将
来
ま
ち
づ

く
り
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も

両
者
の
連
携
が
今
後
さ
ら
に
深
ま
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

７８Nanakumano-mori no．０８ ２０１２
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玄界灘 

福岡県 

飯塚市 

宮若市 

筑紫野市 

古賀市 

福岡市 

497
323

322

386

201

福
大
病
院

診
療
拠
点
病
院
と
地
域
の
つ
な
が
り

地
域
ネ
ッ
ト
推
進
セ
ン
タ
ー
委
員

（
福
岡
大
学
病
院

医
療
情
報
部
長

教
授
）

志
村

英
生

■
地
域
連
携

医
療
と
地
域

熱
が
出
た
、
歯
が
痛
く
な
っ
た
と

き
な
ど
、
誰
で
も
近
く
の
診
療
所
に

か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
比
較
的
健
康

な
人
に
と
っ
て
、
医
療
は
あ
ま
り
身

近
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
子
ど
も
や
中
年
以
降
の
国
民
に

と
っ
て
大
き
な
関
心
の
あ
る
分
野
で

す
。
大
学
病
院
は
中
で
も
診
療
拠
点

病
院
と
い
っ
て
地
域
の
救
急
患
者
や

大
き
な
治
療
を
必
要
と
す
る
疾
患
や
、

特
殊
な
疾
患
な
ど
を
診
断
治
療
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
学

病
院
で
す
か
ら
医
療
者
（
医
師
、
看

護
師
、
薬
剤
師
な
ど
）
へ
の
実
地
教

育
を
通
し
て
、
必
要
と
さ
れ
る
人
材

を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
で

も
高
齢
者
で
も
医
療
を
常
に
必
要
と

し
て
い
る
人
た
ち
は
便
利
で
か
か
り

や
す
い
医
療
機
関
を
求
め
て
い
る
の

で
、
住
民
に
信
頼
さ
れ
密
接
な
関
係

を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
医
療
問
題
は
地
域
の
問
題
と
な

り
ま
す
。

福
岡
大
学
病
院
は
、
城
南
区
・
早

良
区
・
西
区
と
い
う
福
岡
都
市
圏
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
住
民
の
医
療
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
糸
島
地
区
も
そ

の
医
療
圏
と
言
え
ま
す
。
た
だ
診
療

拠
点
病
院
で
す
か
ら
、
何
で
も
診
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
周
囲
の
病

院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
と
役
割

を
分
担
し
協
力
し
合
っ
て
地
域
全
体

の
医
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

連
携

１

前
方
支
援
と
後
方
支
援

こ
の
言
葉
は
、
耳
慣
れ
な
い
も
の

で
し
ょ
う
。
病
院
か
ら
見
て
、
患
者

さ
ん
が
当
病
院
へ
か
か
っ
て
治
療
を

し
た
り
入
院
し
た
り
す
る

こ
と
を
ス
ム
ー
ズ
に
支
援

す
る
こ
と
を
前
方
支
援
と

言
い
ま
す
。
外
来
治
療
や

入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん

が
ほ
か
の
病
院
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
な
ど
に
移
っ
た
り
、

自
宅
で
も
介
護
や
療
養
を

行
う
と
き
の
い
ろ
い
ろ
な

手
続
き
な
ど
を
お
世
話
し

た
り
す
る
こ
と
を
後
方
支

援
と
言
い
ま
す
。
病
気
に

慣
れ
て
い
な
い
、
専
門
診

療
知
識
に
乏
し
く
て
、
地
域
の
医
療

制
度
に
不
慣
れ
な
患
者
さ
ん
や
家
族

に
と
っ
て
、
よ
り
適
切
な
前
方
後
方

支
援
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
に

と
っ
て
有
用
な
活
動
と
い
え
ま
す
。

福
岡
大
学
病
院
で
は
地
域
医
療
連
携

室
が
そ
れ
を
担
っ
て
い
ま
す
。

２

各
連
携

主
に
福
岡
市
民
を
中
心
と
し
た
地

域
医
療
を
担
っ
て
い
る
福
岡
大
学
病

院
で
は
、
そ
の
目
的
や
規
模
に
応
じ

た
地
域
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
診

療
拠
点
病
院
で
は
、
患
者
さ
ん
が
直

接
受
診
す
る
場
合
は
少
な
く
、
近
く

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
か
ら
紹
介
状
を

持
っ
て
来
院
さ
れ
ま
す
。
病
院
同
士

や
病
院
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
間
で
の
意
思

図１ 福岡大学病院に紹介された患者さんの分布（２０１０年度）
※円の大きさは数の多さを示しています。
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1F フロアマップ 

ATM

エントランス 

正面玄関 

アトリウム 

メディカルホール 

受付 

受付 

総合診療部 

地下鉄乗降口→ ←2階 

4

東洋医学診療部 
再診　初診 

栄養 
相談室 

医療安全 
管理部 

地域医療 
連携室 

臨床研究 
支援センター 

入院受付 自動精算機　会計　計算 

受付 

院外処方 
案内 

案内 
受診相談 5

放射線部 
一般撮影・心カテ 

3

予防医学センター 
健康管理科・生活習慣病関連科 

運動器・脊椎・脊髄センター 
整形外科 

2

1

疎
通
と
連
携
は
地
域
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
方

法
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
地
域
医
療
を
支
え
る
病
院
や

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
方
や
住
民

の
方
へ

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
れ
た
患
者
さ
ん

が
手
に
負
え
な
い
病
気
だ
っ
た
場
合
、

大
き
な
病
院
や
診
療
拠
点
病
院
へ
紹

介
を
し
ま
す
。
紹
介
先
の
病
院
の
特

徴
や
専
門
性
を
知
り
、
先
生
の
得
意

範
囲
な
ど
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
、

紹
介
さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
は
無
駄
の

な
い
連
携
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
従
っ
て
日
ご
ろ
か
ら
ど
こ

の
病
院
は
何
を
専
門
と
し
て
い
る
か

な
ど
の
情
報
を
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で

得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
効

果
が
あ
り
ま
す
が
、
講
習
会
や
研
究

会
、
時
に
先
輩
や
後
輩
の
関
係
な
ど

で
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て

い
ま
す
。
福
岡
大
学
病
院
で
は
平
成

２３
年
度
か
ら
福
岡
大
学
病
院
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
、
こ
の

地
域
の
先
生
方
な
ど
に
大
学
で
の
治

療
や
そ
の
成
績
な
ど
を
提
示
し
て
議

論
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
顔
が
見

え
る
連
携
を
強
め
て
い
ま
す
。

（
２
）
が
ん
の
患
者
さ
ん
や
そ
の
家

族
の
方
へ

が
ん
は
国
民
病
と
な
り
ま
し
た
。

心
臓
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
の
治
療
が

進
み
、
死
亡
数
が
減
少
す
る
中
で
、

が
ん
は
い
ま
だ

に
増
加
を
続
け

死
亡
原
因
の
一

位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
で
は

国
民
の
半
数
が

が
ん
に
か
か
り
、

３
割
超
が
亡
く

な
る
中
で
、
国

は
積
極
的
に
が

ん
対
策
を
強
め

て
き
ま
し
た
。

福
岡
大
学
病
院

で
も
腫
瘍
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し

て
、
集
学
的
な

治
療
を
行
い
、

そ
の
後
の
緩
和

地域医療連携室（新診療棟１階）（室長 小河原 悟医師）
１．前方連携業務→地域医療機関からの事前診療予約の受付業務を行う

各医療機関からの FAXなどによる患者紹介に対して診療科及び医師と診療予約調整
２００７年度 約１，３５０件／月 約１６，２００件／年
２００８年度 約１，４２０件／月 約１７，０００件／年
２００９年度 約１，４５０件／月 約１７，４００件／年
２０１０年度 約１，５８０件／月 約１８，９００件／年

２．そのほかの受付業務→セカンドオピニオン、禁煙外来、乳がん検診予約、
子宮頸がんワクチン予約 等

３．後方連携業務→急性期（治療方針決定や
手術等）を過ぎた入院中の患者で転院先や
退院後の療養先医療機関が決まらない方に
対して退院支援や相談業務。
新規相談支援数
２００７年度 ６５１件
２００８年度 ５２６件
２００９年度 ７７９件
２０１０年度 ９７６件

開催日

２０１０年１２月２０日

２０１１年１月２４日

２０１１年２月２８日

２０１１年３月２８日

２０１１年４月２２日

２０１１年５月２７日

２０１１年６月２４日

２０１１年７月２２日

２０１１年８月２６日

２０１１年９月１６日

２０１１年１０月１日

講師

秀平キヨミ

松下 満彦

浦島 創

佐々木秀法

野元 諭

田中 俊裕

堀田 綾美

田村 賢二

青木光希子

田中 俊裕

各担当者
田村 和夫
田中 宏暁

所属
元栄養部技師長
管理栄養士

精神神経科
（症状緩和チーム）

精神神経科
はじめクリニック院長

腫瘍血液感染症内科

放射線科

腫瘍血液感染症内科

緩和ケア認定看護師 主任看護師
（症状緩和チーム）

医療安全管理部
ソーシャルワーカー

病理部

腫瘍血液感染症内科

腫瘍センター各部門
腫瘍血液感染症内科
福岡大学スポーツ科学部

講演タイトル

がん療養と食事

『がんを生きる』
～こころの問題を考えてみましょう～

在宅でのがん療養

がん治療の最近の話題

「放射線の安全な医療利用」
－福島原発事故の混乱との対比－

がんと言われた時に
しなければならないこと

がんと向き合うためには
（緩和ケアを含む）

がん療養における
経済的負担と支援について考える

がんの発生としくみを知る

抗がん剤について

１．腫瘍センターの歩み
２．日本のがん医療の進歩
３．記念講演「運動とがん」

第４０回

第４１回

第４２回

第４３回

第４４回

第４５回

第４６回

第４７回

第４８回

第４９回

第５０回

図２ 地域医療連携室について

図３ 過去のがんセミナー
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や
相
談
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
住
民
へ
の
啓
蒙
活
動
の
た

め
に
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
に
対

し
て
、
が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
付
け
て
も
ら
う
よ
う
に
「
が
ん
セ

ミ
ナ
ー
」
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
病
院
の
本
館
に
は
新
し
い
化
学

療
法
室
の
奥
に
「
が
ん
サ
ロ
ン
」
を

設
け
て
、
患
者
さ
ん
や
家
族
の
く
つ

ろ
ぎ
と
情
報
交
換
の
場
と
し
て
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

（
３
）
福
岡
市
の
一
般
市
民
の
方
へ

教
育
病
院
・
診
療
拠
点
病
院
で
あ

る
当
病
院
で
は
、
広
く
福
岡
市
の
住

民
へ
も
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。
病
院
や
各
診
療
科
の
主
催
す
る

市
民
公
開
講
座
の
開
催
、
有
線
放
送

のJ:C
O

M

の
医
療
番
組
で
あ
る「
テ

レ
ビde

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」（U

R
L

:

http://w
w

w
.m

yjcom
.jp/tv/channel/

fukuoka/hom
edr.htm

l?revision=0&

）

に
は
毎
月
福
岡
大
学
の
医
師
ら
が
出

演
し
て
病
気
や
治
療
の
分
か
り
や
す

い
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
の

放
送
が
す
で
に
５
年
を
超
え
て
長
寿

番
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ほ
か

に
も
不
定
期
な
が
ら
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
の
健
康
・
医
療
番
組
の
制
作
を

行
っ
て
い
ま
す
。

新
診
療
棟
開
業
と
地
域
貢
献

２
０
１
１
年
１
月
に
新
し
い
診
療

棟
が
完
成
し
、
福
岡
市
営
地
下
鉄
七

隈
線

福
大
前
駅
と
の
直
結
で
天
候

に
左
右
さ
れ
な
い
、
患
者
さ
ん
に
優

し
い
病
院
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
併
設
さ
れ
た
「
福
大
メ
デ
ィ
カ

ル
ホ
ー
ル
」
を
開
放
し
て
、
健
康
や

医
療
問
題
を
考
え
る
研
究
会
や
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
々
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
、
分
か
り
や
す
い
内
容
の
セ
ミ

ナ
ー
も
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
め
て
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

私
は
来
日
し
て
も
う
す
ぐ
１０
年
目
に
入
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
福
岡
大

学
の
『
七
隈
の
杜
』
で
大
学
で
の
思
い
出
な
ど
に
つ
い
て
書
く
こ
と
を
引

き
受
け
、
大
学
で
の
生
活
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
久
し
ぶ
り
に
大
学
生
に

戻
っ
た
よ
う
で
、
大
学
の
風
景
や
友
達
の
顔
が
浮
か
び
上
が
り
、
と
て
も

ワ
ク
ワ
ク
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
出
身
地
は
中
国
山
東
省
の
省
都
で
あ
る
「
済
南
市
」
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
。
市
内
の
北
側
に
黄
河
が
流
れ
、
市
内
に
は
「
七
十
二
名
泉
」
と

呼
ば
れ
る
水
量
の
多
く
美
し
い
泉
が
あ
り
ま
す
。済
南
の
別
名
は「
泉
城
」

と
も
い
い
ま
す
。

私
が
来
日
し
た
の
は
２
０
０
２
年
１０
月
１１
日
、
秋
の
日
差
し
が
強
い
日

で
し
た
。
そ
の
日
か
ら
私
の
留
学
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
日
分
か
ら

な
い
こ
と
よ
り
新
鮮
な
こ
と
ば
か
り
で
、
最
初
の
一
週
間
、
ド
キ
ド
キ
し

た
毎
日
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
き
た
か
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
日
本
語
学
校
で
の
学
習
と
ア
ル
バ
イ
ト
の
毎
日
が
１
年
半

も
続
き
ま
し
た
。
慣
れ
親
し
ん
だ
町
か
ら
離
れ
た
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、

受
験
は
福
岡
大
学
の
人
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
を
選
び
ま
し
た
。

流交際国

日本での９年間を振り返って
福岡県留学生サポートセンター（２００８年人文学部日本語日本文学科卒業）

張 春瀟 （中国）

国際交流
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ロシア 

モンゴル 

西寧 西安 
黄河 

呼和浩特 

天津 太原 韓国 

北朝鮮 
遼寧 

長春 

哈爾浜 
黒竜江 

成都 

昆明 
南寧 

海南島 
マカオ 
香港 

台湾 

フィリピン 

上海 南京 
合肥 

広州 

福州 

長江 

ネパール 

インド 
ブータン 

ビルマ 
（ミャンマー） 

カザフスタン 

北京 

済南 

杭州 

私
の
宝
物

福
岡
大
学
で
の
４
年
間
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
入
学
当
時
、
一
番
困
っ
た
「
科
目
登
録
」
の
思
い
出
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
困
っ
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
入
学
式
や
学
部
学
科
の
顔
合
わ
せ
な
ど
の
集
ま
り

の
後
に
、「
科
目
登
録
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
必
修
科
目
」

や
「
選
択
必
修
科
目
」
な
ど
の
単
語
が
出
て
き
て
、
留
学
試

験
で
こ
の
よ
う
な
単
語
は
習
っ
た
も
の
の
、
実
際
に
使
う
場

面
は
な
か
っ
た
し
、
今
ま
で
中
国
で
決
め
ら
れ
た
授
業
を
受

け
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
突
然
、
自
分
で

授
業
を
選
べ
る
と
言
わ
れ
る
と
、
頭
が
真
っ
白
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
時
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
方
が
新
入

生
の
た
め
に
、「
科
目
登
録
」
の
た
め
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
手
配
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
は
非
常
に
運
が
良
く
、

私
の
サ
ポ
ー
タ
ー
は
同
じ
学
部
の
先
輩
だ
っ
た
た
め
、
学

部
・
学
科
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
詳
し
く
教
え
て
も
ら
っ
た
た

め
、
最
初
は
ど
う
な
る
か
と
心
配
し
て
い
た
「
科
目
登
録
」

は
そ
の
先
輩
の
助
け
で
無
事
に
終
わ
り
、
順
調
に
授
業
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
「
科
目
登
録
」
を
通
じ
て
、

そ
の
先
輩
と
日
本
の
大
学
で
初
め
て
友
達
に
な
り
、
い
ろ
い

ろ
話
す
中
で
、
あ
る
大
事
な
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
「
日
本
人
学
生
は
私
た
ち
留
学
生
を
敬
遠
し
て
い
る
こ
と

は
決
し
て
な
く
、
実
は
い
ろ
い
ろ
と
交
流
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
私
は
多
く
の
日
本
人

の
友
達
を
つ
く
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
日
本
人
学
生
と

交
流
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

授
業
の
休
憩
時
間
や
終
了
後
に
、
日
本
人
学
生
と
日
本
の

漫
画
に
つ
い
て
話
を
し
た
り
、
中
国
の
こ
と
を
話
し
た
り
、

時
事
か
ら
日
本
と
中
国
の
文
化
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
遠

慮
な
く
会
話
し
、
気
付
い
た
ら
立
っ
た
ま
ま
で
１
時
間
も
話

す
こ
と
が
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
と
た
く
さ
ん
の
交

流
を
す
る
こ
と
で
多
く
の
日
本
人
学
生
と
友
達
に
な
り
、
楽

し
い
毎
日
で
し
た
。
実
は
今
で
も
大
学
の
友
達
と
連
絡
を
取

り
合
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
励
ま
し
て
く
れ
た
り
、
一
緒
に

笑
っ
た
り
と
友
達
は
私
に
と
っ
て
何
よ
り
大
切
な
宝
物
で
す
。

就
職
活
動

毎
日
充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
、
ま

す
ま
す
日
本
、
そ
し
て
福
岡
が
好
き
に
な
り
、
卒
業
後
も
日

済南泉城広場
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本
で
就
職
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

日
本
で
就
職
活
動
を
す
る
に
あ
た
っ
て
基
本
的
な
就
職
活
動

の
仕
方
、
マ
ナ
ー
な
ど
、
一
か
ら
勉
強
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
知
ら
ず
に
就
職
活
動
を
始
め
た
私
は
、
当
初
、

合
同
説
明
会
の
会
場
で
日
本
人
学
生
が
し
な
い
失
敗
ご
と
、

例
え
ば
コ
ー
ト
を
着
た
ま
ま
ブ
ー
ス
を
訪
問
す
る
な
ど
の
基

本
的
な
失
敗
を
た
く
さ
ん
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本

人
の
友
達
に
相
談
し
、
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ

と
で
、
や
っ
と
就
職
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

就
職
活
動
は
私
に
と
っ
て
は
大
学
入
学
時
の「
科
目
登
録
」

と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
大
き
な
難
関
で
し
た
。
就
職
活
動
の
基

本
的
な
常
識
を
勉
強
す
る
の
も
大
変
で
し
た
が
、
最
も
苦
労

し
た
の
は
「
履
歴
書
」
の
作
成
で
し
た
。
履
歴
書
の
内
容
が

な
か
な
か
う
ま
く
ま
と
ま
ら
ず
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
ら

な
く
な
っ
た
時
、
就
職
・
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
に
相
談

に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
内
容
の
説
得
力
が
弱
い
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
一
緒
に
自
己
分
析
を
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
修
正
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
何
度
か
の
書
き

直
し
を
２
週
間
行
い
、
私
の
履
歴
書
は
や
っ
と
完
成
し
ま
し

た
。
は
じ
め
は
履
歴
書
の
作
成
で
２
週
間
も
か
か
る
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
方

が
丁
寧
に
修
正
や
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
私
自

身
の
考
え
も
ま
と
ま
り
、
内
定
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
も
、
周
囲
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
に
よ
り
、
大
学
４
年

生
の
１１
月
に
内
定
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
日
本
で
働
く
夢

も
実
現
で
き
ま
し
た
。

現
在
の
私

福
岡
大
学
で
多
く
の
宝
を
得
た
私
は
、
現
在
、
福
岡
県
留

学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
留
学
生
に
留
学
の
入
り
口
か
ら
出

口
ま
で
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

県
内
の
大
学
に
在
籍
し
て
い
る
留
学
生
へ
の
ア
ル
バ
イ
ト
の

紹
介
、各
種
生
活
の
相
談
、就
職
の
支
援
や
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
留
学
フ
ェ
ア
を
通
じ
て
国
内
外
の
留
学

希
望
者
へ
の
情
報
提
供
も
し
ま
す
。
私
は
今
、
留
学
生
の
就

職
・
生
活
支
援
を
担
当
し
て
お
り
、
日
本
で
の
就
職
を
希
望

す
る
留
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
私
の
経
験
を

後
輩
の
留
学
生
に
伝
え
、
私
と
同
じ
間
違
い
を
し
な
い
よ
う
、

就
職
活
動
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
の
こ
の
９
年
間
は
私
に
と
っ
て
は
何
よ
り
貴
重
な

時
間
で
し
た
。
ま
た
、
福
岡
大
学
で
の
４
年
間
は
さ
ま
ざ
ま

な
学
び
が
あ
り
、
教
科
書
だ
け
の
知
識
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社

会
人
に
な
っ
て
も
役
に
立
つ
知
識
ば
か
り
で
し
た
。
日
本
に

来
て
９
年
た
っ
た
今
で
も
、
日
本
に
来
て
良
か
っ
た
、
福
岡

大
学
に
留
学
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
中
国
の
留
学
生
た
ち
に
日
本
へ
留
学
す
る
魅

力
を
伝
え
、
ま
た
中
国
の
人
々
に
も
日
本
、
福
岡
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
こ
れ
が
私
の
本
当
の
役
割
と
思
っ
て
い

ま
す
。

サポートセンターで留学生の相談にのる筆者
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アイルランド 

イギリス 
オランダ 

ベルギー ドイツ 

チェコ 

オーストリア 

スロベニア 
クロアチア 

イタリア 

スイス 

マルセイユ 

スペイン 

パリ 

フランス 

リヨン 
アルプ

ス山脈
 

「
よ
う
こ
そ
、
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
の
世
界
へ
！
」
タ
イ
ト
ル
に
し
た
こ
の

言
葉
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
最
初
の
授
業
で
、
あ
る
ネ
ー
テ
ィ
ブ
の
先
生

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
で
す
。
私
が
本
学
人
文
学
部
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
に

入
学
し
て
か
ら
３
年
以
上
た
ち
ま
し
た
が
、
今
で
も
深
く
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
「
い
つ
か
は
、
本
当
の
フ
ラ
ン
ス
語
話
者

に
な
り
た
い
」
と
、
夢
を
抱
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、

日
本
人
が
本
当
に
そ
う
な
れ
る
か
ど
う
か
の
不
安
も
抱
い
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
は
、
入
学
し
て
か
ら
留
学
す
る
ま
で
の
２
年
半
、
福
岡
大
学

の
直
営
寮
で
あ
る
、
国
際
交
流
会
館
で
多
く
の
留
学
生
と
共
に
生
活
し
ま

し
た
。異
文
化
を
持
つ
国
で
、そ
の
国
の
人
た
ち
と
そ
の
国
の
言
葉
を
使
っ

て
生
活
し
て
い
る
彼
ら
は
、
こ
れ
か
ら
勉
強
し
て
い
く
私
に
希
望
を
与
え

て
く
れ
、
彼
ら
と
接
す
る
こ
と
で
今
ま
で
の
自
分
の
人
生
で
知
り
得
な

か
っ
た
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
彼
ら
が
帰
国
す
る
際
に
私

の
こ
と
を
「
日
本
の
弟
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
単
純
で
す
が
、
こ
の

時
、
夢
が
具
体
的
な
目
標
に
変
わ
り
ま
し
た
。

「
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た
彼
ら
に
再
会
し
、
成
長
し
た
姿
を
見
せ

た
い
。」

私
が
一
途
に
留
学
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
の
は
、

そ
の
想
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
留
学
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
真
ん
中
よ
り
少
し
南
の
ロ
ー
ヌ
・
ア

ル
プ
ス
地
方
の
リ
ヨ
ン
に
あ
る
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
・
リ
ヨ
ン
第
２
大
学
で
す
。

リ
ヨ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
パ
リ
に
次
ぐ
ほ
ど
の
大
き
い
都
市
で
あ
り
な
が

流交際国
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ら
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
旧
市
街
地
や
丘
に
そ
び
え
立

つ
フ
ォ
ル
ビ
エ
ー
ル
大
聖
堂
な
ど
が
有
名
で
、
き
ら
び
や
か

な
パ
リ
と
は
ま
た
違
う
雰
囲
気
で
す
。
し
か
し
、
確
か
に
フ

ラ
ン
ス
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
、
美
し
く
文
化
の
あ
る
町

で
す
。
一
説
に
よ
る
と
、
映
画
は
リ
ヨ
ン
で
生
ま
れ
た
そ
う

で
す
（
ア
メ
リ
カ
人
は
ア
メ
リ
カ
発
だ
と
言
う
）。
な
ぜ
、

留
学
先
に
リ
ヨ
ン
を
選
ん
だ
か
、
と
い
う
と
、
２
年
次
生
の

時
に
パ
リ
を
観
光
し
た
際
に
、
学
ん
だ
ば
か
り
の
つ
た
な
い

フ
ラ
ン
ス
語
を
試
し
、
帰
っ
て
き
た
言
語
が
英
語
だ
っ
た
こ

と
に
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、「
地
方
の
方
が
、
よ
り
言
語
を

学
び
や
す
い
の
で
は
」
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

私
に
留
学
を
決
意
さ
せ
て
く
れ
た
留
学
生
が
リ
ヨ
ン
で
学
ん

で
い
た
こ
と
も
理
由
で
す
。
単
純
で
す
が
、
知
っ
て
い
る
人

が
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
心
強
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
住
み
始
め
た
時
は
、
文
化
や
常
識
の
違
い
に
よ
る

シ
ョ
ッ
ク
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
例
え
ば
お
店
で

の
店
員
の
態
度
や
受
付
な
ど
で
す
。
到
着
し
て
し
ば
ら
く
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
え
る
場
所
が
近
く
の
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
店
だ
け
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
う
た
め
に
安
い
注
文
で
長
居
す
る
私
た
ち
に
腹
を
立
て
ら

れ
た
り
、
保
険
の
手
続
き
の
た
め
に
し
ば
ら
く
並
ん
だ
後
、

ほ
ん
の
１
分
窓
口
対
応
の
時
間
が
過
ぎ
た
だ
け
で
私
の
労
働

時
間
は
終
了
し
た
、
と
対
応
を
断
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
日

本
人
の
常
識
し
か
頭
に
な
い
私
に
は
、
す
ぐ
に
は
な
じ
め
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、「
私
が
外
国
人
で
あ
る
こ
と
」
そ

し
て
、「
こ
こ
は
日
本
で
は
な
い
こ
と
」
を
常
に
念
頭
に
置

く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
な
じ
め
ば
な
じ
む
ほ
ど
に
見
え
て
く
る
フ
ラ
ン
ス
と
い

う
国
、
そ
こ
で
生
活
す
る
人
々
の
良
さ
も
見
え
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
大
学
生
の
態
度
な
ど
は
、
学
ぶ
べ

き
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
授
業
中
、
学
生
と
先

生
の
間
に
言
葉
が
飛
び
交
い
、
学
生
が
積
極
的
に
知
識
を
取

り
入
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
し
て
、
ま

じ
め
さ
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
家
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
羽

目
を
外
し
、
学
生
と
い
う
身
分
を
精
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
初
め
は
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
る
の
は
怖
い
よ
う
な
気

も
し
て
い
ま
し
た
が
、
行
っ
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
な
人
が
話

し
掛
け
て
く
れ
、
友
達
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
机
上
で
は

学
べ
な
い
、
生
き
た
フ
ラ
ン
ス
語
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る

大
切
な
時
間
だ
っ
た
と
、
今
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
パ
ー
テ
ィ
ー
の
時
は
、
多
少
う
る
さ
く
し
て
も
事
前
に
知

ら
せ
て
お
け
ば
、
ア
パ
ー
ト
の
住
人
も
寛
容
に
受
け
入
れ
て

く
れ
ま
す
（
時
に
は
注
意
さ
れ
ま
す
が
・
・
・
）。

数
々
の
出
会
い
を
通
し
て
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
一
つ
の
例
で
、

授
業
と
は
別
に
通
っ
て
い
た
語
学
学
校
で
出
会
っ
た
一
人
の

女
性
と
の
出
会
い
で
す
。
彼
女
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
４５
歳
の
女

性
で
、
若
い
時
分
、
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
早
く
に

結
婚
し
、
一
人
目
の
夫
の
時
に
は
家
庭
環
境
が
芳
し
く
な
い

中
子
ど
も
を
育
て
、
や
っ
と
手
に
入
れ
た
時
間
を
利
用
し
て

長
年
の
夢
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
に
た
っ
た
一
年
だ
け
留
学
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
い
た
と
き
は
、
そ
の
場
に
い
る

の
が
恥
ず
か
し
く
な
る
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

私
は
、
自
分
が
ど
れ
ほ
ど
幸
福
で
、
世
界
に
は
私
が
普
段
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
す
ら
、
夢
に
し
て
い
る
人
が

い
て
、「
時
間
は
誰
に
で
も
平
等
」
と
い
う
の
は
、
文
化
、

経
済
の
レ
ベ
ル
が
同
じ
人
間
の
間
で
だ
け
の
言
葉
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
３
・
１１
の
東
日
本
大
震
災
の

時
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
日
本
人
と
い
う
だ
け
で
、
心
配

し
て
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
、
私
が
募
金
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
る
時
な
ど
も
励
ま
し
て
く
れ
た
り
、
と
人
の
優
し

さ
を
切
々
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
際
に
も
多
少
の
影
響
を
受
け
た
フ
ラ
ン
ス
人
は
世
界
的

惨
事
と
し
て
あ
の
事
故
を
と
ら
え
、
原
発
国
家
で
あ
る
か
ら

こ
そ
他
人
事
で
は
な
い
か
の
よ
う
な
優
し
さ
に
は
、
世
界
は

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
、
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
留
学
が
決
ま
っ
た
時
に
「
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ

ｏ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
に
な
る
」
と
は
別
に
も
う
一
つ
、
テ
ー
マ

を
決
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
再
会
」
で
す
。
私
に
は
、

福
岡
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
寮
で
一
緒
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
１８
人
い
ま
し
た
。
今
回
、
再
会
で
き
た

人
は
１４
人
で
、
会
え
な
か
っ
た
４
人
の
う
ち
３
人
は
、
そ
の
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時
日
本
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
再
会
で
き
な
か
っ
た
人
が
１

人
い
ま
し
た
が
、
彼
か
ら
は
、
ス
カ
イ
プ
な
ど
で
、
留
学
の

先
輩
と
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
再
会
し
た

ほ
と
ん
ど
の
人
の
家
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
１
年
で
最
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ク
リ
ス
マ

ス
の
時
に
招
待
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
２
０
０
９
年
か
ら

１
年
間
留
学
し
て
い
た
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
君
の
家
で
の
こ
と
で

ち
そ
う

し
た
。た
く
さ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
ご
馳
走
や
ワ
イ
ン
、ケ
ー

キ
な
ど
十
分
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
が
、
招
待
し
て
く
れ
た

家
族
、
そ
の
親
戚
の
方
々
さ
え
も
、「
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
と
友

達
に
な
っ
て
く
れ
た
日
本
人
」
と
し
て
、
家
族
と
同
じ
よ
う

に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
ぬ
く
も
り
に
満
ち
た
行
為
に
は
、
思
わ
ず
涙
が
出
ま
し
た
。

ほ
か
の
再
会
し
た
人
た
ち
も
再
会
し
た
時
に
は
私
を

「
弟
」
と
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
私
に
新
し
い
「
出
会

い
」
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
出
会
い
と
は
、
彼
ら
の

家
族
や
そ
の
友
達
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
彼
ら
の
後
輩
と
し

て
、
ま
た
日
本
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
と
の
出
会

い
で
し
た
。
私
は
そ
れ
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
、
日
本
の

魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
新
し
く
出
会
っ
た
人
の
う
ち
２

人
は
現
在
福
岡
大
学
に
留
学
し
て
い
ま
す
。

再
会
す
る
に
あ
た
っ
て
旅
行
し
た
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
も

ち
ろ
ん
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
で
、
ほ
か

に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
に
位
置
す
る
フ
ラ
ン
ス
に
い
た
こ

と
で
、
い
ろ
ん
な
国
に
行
く
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
ス
イ
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
に
移
動
す
る
際
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
新
幹
線
Ｔ
Ｇ
Ｖ
を
利
用
し
た
り
、
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン

に
は
、
バ
ス
を
使
っ
て
移
動
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
ほ
か
、
ギ
リ
シ
ャ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
と
全
部
で
９
カ
国
も
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

友
達
が
い
な
い
国
へ
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
行
く
な
ど
、

学
生
な
ら
で
は
の
経
験
も
た
く
さ
ん
で
き
、
自
信
に
も
つ
な

が
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
留
学
で
、
語
学
力
の
向
上
と
自
身
の
見
聞
を
広

め
ら
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
国
を
隔
て
た
再
会
を

通
し
、
自
分
の
築
い
て
き
た
も
の
が
確
か
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
し
い
人
と
の
「
出

会
い
」、
こ
れ
ら
が
私
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
く
れ
る

で
あ
ろ
う
と
今
、
期
待
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

留
学
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
周
り
の
友
達
な
ど
と
意
見

交
換
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
就
職
活
動
に
対
す
る
不
安
や
実

際
に
留
学
す
る
意
味
が
あ
る
か
否
か
な
ど
、
多
く
の
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
こ
の
留
学
を
決
意
し
た
こ

と
は
、
何
の
後
悔
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
人
生
の
中
で
こ
れ

ほ
ど
私
を
大
き
く
し
て
く
れ
た
１
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。
機
会

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
こ
の
留
学
で
出
会
っ
た
方
々

に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
な
ら
、
胸
を
張
っ
て
言
え
ま
す
。

〝
Ｊ
ｅ

ｓ
ｕ
ｉ
ｓ

ｊ
ａ
ｐ
ｏ
ｎ
ａ
ｉ
ｓ

ｍ
ａ
ｉ
ｓ

ｊ
ｅ

ｓ
ｕ
ｉ
ｓ

ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｏ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
�
〞

〝
私
は
、
日
本
人
で
す
。
し
か
し
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
語
圏
人

で
す
�
〞

クリスマスにホームステイをさせてくれた家族と
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大崎市

旧古川市

吉野作造記念館
JR古川駅

古川農業試験場

有備館（伊達藩藩校）

JR陸羽東線

東
北
新
幹
線鳴子温泉

大崎市

宮城県

故
郷
の
名
前

人
文
学
部
フ
ラ
ン
ス
語
学
科
教
授

遠
藤

文
彦

古
川
市
は
、
私
が
生
ま
れ
、
１８
歳
で
大
学
に
入
る
ま
で

育
っ
た
町
で
あ
る
。
平
成
の
大
合
併
で
そ
の
名
前
は
な
く
な

り
、
今
は
大
崎
市
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
海
（
太
平
洋
）
か
ら

は
３０
〜
４０
キ
ロ
離
れ
た
内
陸
部
だ
が
、
山
（
奥
羽
山
脈
）
ま

で
も
ま
だ
３０
〜
４０
キ
ロ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
海
も
山

も
な
い
見
渡
す
限
り
の
平
地
（
大
崎
平
野
）
で
あ
り
、
果
て

し
な
い
空
（
た
だ
の
空
…
）
で
あ
る
。
も
と
よ
り
く
だ
ん
の

大
合
併
で
面
積
は
６
倍
！
と
な
り
（
人
口
は
２
倍
弱
）、
米

沢
か
ら
出
た
伊
達
政
宗
が
仙
台
に
移
る
前
に
城
を
構
え
て
い

た
隣
町
岩
出
山
や
、
温
泉
や
ス
キ
ー
場
で
有
名
な
鳴
子
も
、

み
な
大
崎
市
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
海
は
さ
て
お
き
山

も
な
い
町
と
は
い
ま
や
言
い
が
た
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

古
川
と
い
い
大
崎
と
い
い
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
何
県
に

あ
る
の
か
さ
え
、
た
い
て
い
の
人
は
知
ら
な
い
（
ど
こ
の
県

に
も
あ
り
そ
う
な
名
前
だ
）。
だ
か
ら
、
ど
こ
か
？
と
聞
か

れ
れ
ば
、
宮
城
県
の
北
部
、
仙
台
の
北
隣
（
と
い
っ
て
も
３０

〜
４０
キ
ロ
離
れ
て
い
る
が
）、
新
幹
線
で
言
え
ば
仙
台
の
ひ

と
つ
先
の
駅
と
説
明
す
る
。
そ
の
古
川
、
い
や
、
新
生
大
崎

市
か
ら
、
こ
の
夏
の
甲
子
園
に
仙
台
圏
（
育
英
と
東
北
）
以

外
の
高
校
と
し
て
は
久
々
に
古
川
工
業
が
出
場
し
た
。
大
崎

地
方
（
大
崎
市
と
そ
の
周
辺
地
域
を
こ
う
称
す
）
で
は
初
の

快
挙
で
あ
っ
た
だ
け
に
初
戦
は
突
破
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た

が
、
残
念
な
こ
と
に
佐
賀
県
勢
に
敗
れ
て
し
ま
っ
た
。
ち
な

み
に
女
子
バ
レ
ー
で
な
ら
古
川
商
業
（
現
古
川
学
園
）
が
全

国
制
覇
を
何
回
か
果
た
し
て
お
り
、
決
勝
な
ど
で
よ
く
九
州

勢
と
対
戦
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
知
っ
て
い
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
有
名
人
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
出
て
い
な
い
が
、

万
人
に
誇
れ
る
著
名
人
と
し
て
は
政
治
学
者
の
吉
野
作
造
が

い
る
。
忘
れ
ず
に
言
っ
て
お
け
ば
、
サ
サ
ニ
シ
キ
や
ひ
と
め

ぼ
れ
が
誕
生
し
た
の
は
米
ど
こ
ろ
古
川
の
農
業
試
験
場
に
お

い
て
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
町
の
知
名
度
は
そ
ん
な
程
度

だ
か
ら
、
出
身
を
聞
か
れ
て
あ
れ
こ
れ
説
明
す
る
の
が
煩
わ

し
い
と
き
は
仙
台
だ
と
答
え
て
す
ま
す
と
き
も
あ
る
。
そ
う

言
わ
れ
て
こ
と
さ
ら
鹿
児
島
の
川
内
と
思
う
人
も
め
っ
た
に

な
い
が
、
九
州
に
来
て
か
ら
は
東�

北�

の�

仙
台
だ
と
、
い
わ
ず

も
が
な
の
説
明
を
加
え
る
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
ん
な
と

き
も
宮�

城�

の�

仙
台
と
は
言
わ
な
い
。
そ
れ
は
仙
台
の
方
が
宮

城
よ
り
も
は
る
か
に
知
名
度
が
高
い
か
ら
で
、
逆
に
宮
城
は

ど
こ
か
と
聞
か
れ
て
仙
台
の
あ
る
県
だ
と
答
え
る
方
が
答
え

と
し
て
は
通
る
。
な
に
せ
宮
城
県
に
あ
る
市
町
村
名
を
挙
げ

よ
と
問
わ
れ
て
仙
台
の
名
前
さ
え
出
て
こ
な
い
人
も
結
構
い

た
の
だ
か
ら
、
…
…
３
月
１１
日
の
地
震
ま
で
は
。

た
し
か
に
宮
城
県
は
地
震
が
多
い
。大
学
に
入
っ
た
年（
１

９
７
８
年
）
の
６
月
、
東
北
本
線
（
新
幹
線
は
ま
だ
開
通
し

て
い
な
か
っ
た
）
を
仙
台
か
ら
古
川
ま
で
帰
る
と
き
に
乗
っ

て
い
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
急
に
が
た
が
た
と
揺
れ
て
停
車
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し
た
。
脱
線
か
、
と
思
っ
た
。
が
、
停
車
し
て
か
ら
も
揺
れ

は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
続
き
、
車
窓
か
ら
見
え
る
電
柱
が
ゆ
さ
ゆ
さ

揺
れ
て
い
る
の
が
目
に
入
っ
て
、
そ
れ
が
脱
線
で
は
な
く
地

震
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
３３
年
前
（
も
う
そ
ん
な
に

な
る
か
！
）
の
宮
城
県
沖
地
震
で
あ
る
。
も
と
も
と
揺
れ
て

い
る
も
の
に
乗
っ
て
い
た
の
で
実
際
の
揺
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の

も
の
だ
っ
た
か
実
感
は
な
い
の
だ
が
、
や
が
て
揺
れ
は
止
み
、

し
ば
ら
く
し
て
列
車
が
動
き
出
し
た
の
だ
っ
た
か
、
あ
る
い

は
列
車
を
降
り
て
線
路
沿
い
を
歩
い
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
か
、

と
に
か
く
最
寄
り
の
駅
（
た
し
か
松
島
駅
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
）
に
は
た
ど
り
着
い
て
い
た
。
日
も
暮
れ
て
、
こ
れ

は
待
合
室
で
一
泊
か
と
覚
悟
し
か
け
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と

に
は
な
ら
ず
に
す
ん
だ
。
ど
う
な
っ
た
の
か
忘
れ
て
い
た
が
、

ど
う
に
か
電
話
（
む
ろ
ん
ケ
ー
タ
イ
は
な
い
）
が
通
じ
て
父

が
車
で
迎
え
に
き
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
と
、
こ
の
た
び
の
震

災
後
に
一
度
帰
省
し
た
折
に
母
が
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。

翌
日
か
ら
被
害
状
況
（
３３
年
前
の
で
あ
る
）
が
分
か
っ
て
き

て
、
仙
台
で
は
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
に
な
っ
て
だ

い
ぶ
死
者
が
出
た
。
古
川
の
わ
が
家
も
ず
い
ぶ
ん
揺
れ
た
よ

う
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
ど
こ
か
ゆ
が
ん
だ
り
ま
が
っ
た
り

は
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
目
立
っ
た
被
害
は
な
か
っ
た
。
こ
の

地
震
を
き
っ
か
け
に
建
造
物
の
耐
震
基
準
が
大
い
に
強
化
さ

れ
、
そ
の
後
も
容
赦
な
く
再
来
す
る
大
地
震
の
被
害
を
少
な

か
ら
ず
減
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
今
回
の
地
震
で
あ
る
が
、
わ
が
古
川＝

大
崎
市
で

は
震
度
６
強
を
観
測
し
た
。
あ
の
日
、
午
後
３
時
前
、
私
は

震
源
地
か
ら
南
西
に
千
何
百
キ
ロ
も
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

大
学
の
構
内
の
旅
行
代
理
店
で
航
空
機
の
予
約
を
済
ま
せ
研

究
室
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
妻
か
ら

携
帯
電
話
で
、
宮
城
県
で
震
度
７
の
地
震
発
生
と
の
知
ら
せ

を
受
け
た
。
７
！
…
…
、
さ
す
が
に
７
は
尋
常
じ
ゃ
な
い
と

思
っ
て
、
さ
っ
そ
く
実
家
に
電
話
を
か
け
た
が
も
う
通
じ
な

い
。
７
と
聞
い
て
電
話
が
通
じ
ず
、
何
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
知
り
よ
う
が
な
い
と
、
元
来
大
し
て
親
思
い
で
も
な
い

私
も
さ
す
が
に
心
配
に
な
り
、
倒
れ
た
茶
箪
笥
か
な
に
か
に

挟
ま
っ
て
ど
う
に
か
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
老
母
の
姿
が
浮

か
ん
で
き
た
り
し
て
落
ち
着
か
ず
、
こ
う
い
う
と
き
に
は
か

け
て
も
仕
方
が
な
い
、
か
け
な
い
方
が
い
い
と
分
か
っ
て
は

い
て
も
、
繰
り
返
し
実
家
の
固
定
電
話
に
、
そ
し
て
妹
の
携

帯
電
話
に
か
け
て
い
る
う
ち
に
、
３
時
か
ら
の
会
議
の
こ
と

は
す
っ
か
り
忘
れ
て
帰
宅
し
て
し
ま
っ
て
い
た
…
…
。
妹
が

公
衆
電
話
か
ら
か
け
て
よ
こ
し
て
よ
う
や
く
連
絡
が
つ
い
た

の
は
３
日
後
、
月
曜
の
朝
方
で
あ
っ
た
。
皆
無
事
、
家
も
な

ん
と
も
な
い
と
の
こ
と
。
古
い
の
を
壊
し
て
お
と
と
し
新
築

し
た
ば
か
り
の
家
は
、
頑
丈
な
つ
く
り
だ
っ
た
よ
う
で
ほ
ぼ

無
傷
だ
っ
た
が
、
オ
ー
ル
電
化
に
し
た
の
が
た
た
っ
て
、
明

か
り
が
つ
か
な
い
の
は
ま
だ
し
も
、
風
呂
は
も
と
よ
り
、
煮

炊
き
も
で
き
な
い
、
ト
イ
レ
を
流
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
ガ

ソ
リ
ン
が
な
い
の
に
は
文
字
通
り
往
生
し
た
ら
し
い
。
ス
ー

パ
ー
に
買
い
出
し
に
出
る
に
も
徒
歩
か
自
転
車
、
出
て
も
ま

と
も
に
売
っ
て
い
る
も
の
さ
え
な
い
と
い
う
状
態
が
ず
い
ぶ

ん
長
く
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
父
の
里
は

宮
城
県
で
も
沿
岸
部
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
父
方
の
親
戚
は
そ

ち
ら
に
多
い
の
だ
が
、
地
震
発
生
か
ら
１０
日
ほ
ど
し
て
父
の

妹
の
長
男
、
つ
ま
り
私
の
い
と
こ
が
石
巻
市
の
中
心
部
で
仕

事
中
津
波
に
遭
っ
て
行
方
不
明
だ
っ
た
の
が
遺
体
で
見
つ

か
っ
た
。
石
巻
専
修
大
学
の
近
く
に
あ
る
彼
の
家
は
玄
関
先

ま
で
津
波
が
来
た
も
の
の
浸
か
り
は
し
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

帰
宅
し
て
い
れ
ば
、
あ
る
い
は
休
日
で
あ
っ
た
な
ら
、
難
を

逃
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
諸
々
の
手
続
き
、
埋
葬
、
葬

儀
の
こ
と
な
ど
、
叔
母
は
兄
で
あ
る
私
の
父
を
頼
り
に
し
て

い
た
よ
う
だ
が
、
な
に
せ
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
て
行
け
ず
、
す

ぐ
に
は
力
に
な
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
―
―
以
上
は
３
月
１１

日
の
本
震
の
み
の
話
。

と
い
う
わ
け
で
、
わ
が
故
郷
は
海
か
ら
だ
い
ぶ
離
れ
た
内

陸
部
に
あ
り
、
揺
れ
は
相
当
ひ
ど
か
っ
た
が
、
沿
岸
部
ほ
ど

人
的
物
的
被
害
は
な
か
っ
た
（
あ
っ
た
に
は
あ
っ
た
、
大
い

に
あ
っ
た
が
桁
が
違
う
）。
ゆ
え
に
オ
�

オ�

サ�

キ�

シ�

の
名
を
報

道
で
耳
に
す
る
こ
と
は
比
較
的
ま
れ
だ
っ
た
の
で
、
今
こ
の

文
章
を
読
ん
で
い
て
も
、
そ
ん
な
地
名
は
聞
い
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
被
災

地
と
し
て
報
道
さ
れ
る
沿
岸
部
の
町
の
名
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
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体育部会各部で活躍し、国際大会ならびに全日

本大会に出場する選手の健闘を期し、キャンパ

ス内で壮行会を開催しています。

オ
で
耳
に
し
な
い
日
が
な
い
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら
い
で
あ

る
。
そ
ん
な
町
の
中
に
南
三
陸
町
が
あ
る
の
は
い
ま
や
皆
さ

ん
ご
存
知
で
あ
ろ
う
が
、
は
じ
め
そ
れ
は
宮
城
県
出
身
の
私

に
と
っ
て
も
聞
き
覚
え
の
な
い
地
名
で
あ
っ
た
。
調
べ
て
み

し

づ
が
わ

う
た
つ

れ
ば
、
志
津
川
と
歌
津
の
両
町
が
合
併
し
て
で
き
た
町
で

あ
っ
た
。
風
光
明
媚
で
あ
っ
た
あ
の
土
地
に
ぴ
っ
た
り
の
、

こ
の
上
な
く
美
し
い
二
つ
の
地
名
が
、
わ
が
故
郷
の
名
前
同

様
、
例
の
大
合
併
の
波
に
飲
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
ん
な
と
き
に
名
前
の
話
で
も
な
か
ろ
う
、
と
思
わ
れ

る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
た
か
が
名
前
、

さ
れ
ど
名
前
で
あ
る
。
実
際
、
名
前
と
い
う
も
の
は
、
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
な
心
の
痛
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
に
深
刻
な

実
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
風
評
被
害
な
ど

は
、名
前
が
地
域
に
及
ぼ
す
悪
影
響
に
ほ
か
な
ら
ず（
と
い
っ

て
も
悪
い
の
は
名
前
で
は
な
く
、
そ
れ
を
発
し
受
け
止
め
る

わ
れ
わ
れ
人
間
の
方
で
あ
る
が
）、
周
知
の
通
り
、
そ
れ
は

と
き
に
甚
大
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
点
、
た
だ
で
さ
え
改
名

さ
れ
た
ば
か
り
で
人
の
口
に
の
ぼ
る
こ
と
の
少
な
い
大
崎
市

の
名
の
下
に
埋
も
れ
、
以
後
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
機
会

を
失
っ
た
感
の
あ
る
わ
が
故
郷
古
川
は
ま
だ
運
が
い
い
方
な

の
か
も
し
れ
な
い
…
…
、
と
思
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
し
か

し
現
実
に
は
、
い
ま
や
何
に
つ
け
こ
と
あ
る
ご
と
に
人
々
の

口
を
つ
い
て
出
て
く
る
ト�

ー�

ホ�

ク�

と
い
う
名
の
下
に
く
く
ら

れ
て
し
ま
え
ば
ど
こ
も
か
し
こ
も
同
じ
こ
と
で
、
宮
城
県
の

北
部
に
あ
っ
て
原
発
か
ら
比
較
的
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
は

い
え
、
そ
の
古
川
の
米
も
今
年
は
ど
ん
な
売
れ
行
き
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
と
、
震
災
後
初
の
収
穫
期
を
迎
え
、

い
つ
も
は
故
郷
の
こ
と
な
ど
あ
ま
り
気
に
掛
け
な
い
私
で
も
、

い
さ
さ
か
心
配
に
な
っ
て
く
る
今
日
こ
の
ご
ろ
な
の
で
あ
る
。

２
０
１
１
年
秋

キャンパス風景
壮 行 会

１００Nanakumano-mori no．０８ ２０１２Nanakumano-mori no．０８ ２０１２１０１



すべては読書からはじまった
―本を作ること、読むこと。

その怖さと魅力―

フリーライター 入江 香都子

好
き
な
こ
と
よ
り
苦
に
な
ら
な
い
こ
と
を
仕
事
に
選
ぶ

職
業
を
問
わ
れ
「
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
」
と
答
え
る
と
、
な

き

ぜ
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
の
か
、
と
訊
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
ん
な
時
、
私
は
即
座
に
答
え
る
の
だ
。「
そ
れ
が
、
自
分

に
と
っ
て
苦
に
な
ら
な
い
仕
事
だ
っ
た
か
ら
」
だ
と
。

大
学
院
卒
業
後
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
制
作
会
社
に
入
社
し

て
働
く
日
々
の
中
で
描
い
た
夢
は
、「
自
宅
で
仕
事
を
す
る
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
折
し
も
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
黎
明

期
。
メ
ー
ル
は
お
ろ
か
パ
ソ
コ
ン
自
体
が
一
般
的
で
は
な

か
っ
た
こ
ろ
に
、
こ
れ
か
ら
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
家
で
仕
事

が
で
き
る
画
期
的
な
時
代
が
く
る
と
い
わ
れ
、
驚
い
た
も
の

だ
。
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
（Sm

all
O

ffice
H

om
e

O
ffice

）

の
こ
と
で
あ
る
。
自
営
業
の
親
が
家
で
働
く
姿
を
見
て
き
た

か
ら
か
、
家
に
居
る
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
か
、
私
は
未
来
を

夢
想
し
胸
躍
ら
せ
た
も
の
だ
っ
た
。あ
と
は「
何
を
す
る
か
」

で
あ
る
。

会
社
員
時
代
に
、
文
章
を
書
く
だ
け
で
な
く
、
企
画
書
を

作
り
イ
ベ
ン
ト
の
現
場
に
行
き
、
見
積
も
り
を
作
り
営
業
も

し
て
、
な
ん
で
も
や
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
逆
に
や
り
た
い

こ
と
は
自
然
と
絞
り
込
ま
れ
て
い
た
。
会
社
勤
め
を
辞
め
た

時
、
漠
然
と
で
は
あ
る
が
、
私
は
「
書
く
」
こ
と
を
仕
事
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
本
を
読
む
こ
と

が
大
好
き
だ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
書
く
こ
と
は
好
き
と
い

う
よ
り
一
種
の
特
技
だ
っ
た
（
と
自
分
で
は
思
っ
て
い
る
）。

小
学
生
時
代
の
作
文
や
読
書
感
想
文
か
ら
、
壁
新
聞
、
日
記

や
手
紙
、
そ
し
て
大
学
で
の
レ
ポ
ー
ト
や
卒
業
論
文
に
至
る

ま
で
、
全
く
苦
に
な
ら
ず
に
延
々
と
書
き
続
け
ら
れ
た
。
就

職
後
も
そ
れ
は
同
様
で
、
私
に
と
っ
て
、「
苦
に
な
ら
な
い

こ
と
」
を
仕
事
に
選
ぶ
こ
と
は
、「
好
き
な
こ
と
」
を
選
ぶ

よ
り
も
重
要
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
好
き
な
こ
と
は
、
思
い

入
れ
が
あ
る
だ
け
に
状
況
に
よ
っ
て
逆
に
幻
滅
し
た
り
嫌
に

な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
苦
に
な
ら
な
い
こ
と
は
、
感
情
に
左

右
さ
れ
ず
続
け
ら
れ
る
。
そ
う
、
食
事
を
す
る
よ
う
に
毎
日

繰
り
返
し
て
も
飽
き
ず
、
呼
吸
を
す
る
よ
う
に
自
然
に
。

ほ
ど
な
く
、
創
刊
し
て
間
も
な
い
雑
誌
の
仕
事
を
紹
介
さ

れ
、
私
は
福
岡
に
や
っ
て
き
た
。
１５
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

取
材
と
は
、
失
礼
な
行
為
で
あ
る

元
手
の
か
か
ら
な
い
仕
事
で
あ
る
。
フ
リ
ー
で
仕
事
を
し

て
い
る
同
業
者
を
見
回
す
と
、
例
え
ば
、
カ
メ
ラ
マ
ン
や
デ

ザ
イ
ナ
ー
が
機
能
豊
富
な
カ
メ
ラ
や
パ
ソ
コ
ン
を
そ
ろ
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
ラ
イ
タ
ー
の
ツ
ー
ル
は
、

せ
い
ぜ
い
筆
記
用
具
類
と
パ
ソ
コ
ン
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
。

む
し
ろ
必
要
な
の
は
、
旺
盛
な
好
奇
心
と
多
彩
な
表
現
の

ひ
き
だ
し
（
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
良
い
）
だ
。
取
材
を
す
る

場
合
に
は
、
対
象
者
・
物
に
対
し
て
興
味
を
持
て
な
け
れ
ば

的
確
な
質
問
は
で
き
な
い
し
、
些
細
な
こ
と
か
ら
で
も
情
報

収
集
し
て
、
相
手
か
ら
言
葉
を
引
き
出
し
話
を
広
げ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
何
に
対
し
て
も
好
奇
心
を
持
つ
こ
と
、
そ

し
て
人
が
好
き
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
２
点
が
基
本
だ
と
思
う
。

取
材
で
普
段
行
け
な
い
と
こ
ろ
へ
行
き
、
見
る
こ
と
の
な

い
舞
台
裏
を
覗
か
せ
て
も
ら
い
、
な
か
な
か
出
会
う
こ
と
の

な
い
よ
う
な
人
に
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
投
げ
か
け
、

貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
お
も
し
ろ
い
仕
事

に
就
け
た
こ
と
を
本
当
に
幸
運
な
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か
し

同
時
に
、「
取
材
と
は
失
礼
な
行
為
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

を
い
つ
も
肝
に
命
じ
て
も
い
る
。
フ
リ
ー
に
な
っ
て
間
も
な

い
こ
ろ
出
会
っ
た
、
一
人
の
編
集
者
（
良
い
本
を
作
る
た
め
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8

仕事、 
授業 
準備 
ほか 

朝食後、 
自宅にて仕事 

入浴 
　ほか 

夕食 

大学院 
授業 

起床 

就
寝 

編集部にて､  
打ち合わせ、 
校正作業 ほか 

昼食 
登校準備 

に
は
決
し
て
妥
協
し
な
い
頑
固
さ
で
知
ら
れ
て
い
た
）
か
ら

教
え
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

取
材
と
は
、
相
手
の
人
に
は
見
せ
な
い
舞
台
裏
を
覗
き
、

普
通
な
ら
訊
か
れ
も
し
な
い
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
質
問
し
た
り
、

話
す
必
要
の
な
い
言
葉
を
も
敢
え
て
聞
き
出
そ
う
と
し
た
り

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
人
の
テ
リ
ト
リ
ー
に
ズ
カ
ズ
カ
と

踏
み
込
む
、
失
礼
な
行
為
で
あ
る
。
取
材
を
す
る
人
間
は
そ

う
心
得
て
い
た
方
が
良
い
、
と
。
そ
れ
以
来
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
際
に
は
、
そ
の
人
の
大
切
な
時
間
を
も
ら
い
、
大
切
な
も

の
や
こ
と
を
み
せ
て
も
ら
い
、
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
の
だ
と

い
う
気
持
ち
を
、
意
識
し
て
持
つ
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。

言
葉
の
向
こ
う
に
読
者
が
見
え
て
い
る
か

最
近
、
あ
る
人
か
ら
「
言
葉
を
扱
う
仕
事
は
、
怖
く
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
」
と
訊
か
れ
た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
と

て
も
怖
い
こ
と
な
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
怖
い
」

と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
言
葉
を
扱
う
仕
事
を
し
て
い

る
人
間
に
は
と
て
も
大
切
な
の
だ
。
そ
う
思
え
る
か
ら
こ
そ
、

書
く
こ
と
に
対
し
て
慎
重
に
な
る
し
、
謙
虚
に
も
な
る
。
そ

し
て
、
書
い
た
こ
と
に
責
任
を
持
て
る
よ
う
に
も
な
る
。

情
報
と
し
て
間
違
い
が
な
い
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
。
誤

解
を
招
い
た
り
、
誰
か
を
傷
つ
け
る
表
現
を
し
て
は
い
な
い

か
、
文
章
は
読
み
や
す
い
か
、
読
者
に
伝
わ
る
言
葉
を
選
べ

て
い
る
か
、
等
々
―
。
そ
う
や
っ
て
、
原
稿
を
書
く
時
は
い

つ
も
取
材
し
た
相
手
の
こ
と
と
、
そ
れ
を
誌
面
で
受
け
取
る

読
者
の
こ
と
を
同
時
に
考
え
る
。
だ
か
ら
、
表
現
の
ひ
き
だ

し
は
多
い
ほ
ど
良
い
。
繰
り
返
し
て
き
た
本
作
り
の
作
業
の

中
で
、
経
験
し
、
失
敗
し
、
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、「
怖
さ
」

を
幾
重
に
も
想
定
し
、
最
後
の
校
正
を
終
え
る
そ
の
瞬
間
ま

で
、
一
言
一
句
、
自
分
に
問
い
続
け
る
作
業
は
果
て
し
な
い
。

そ
ん
な
緊
張
状
態
が
続
く
、
本
が
仕
上
が
る
ま
で
の
ス
ト

レ
ス
は
な
ん
と
も
重
苦
し
く
、
座
り
っ
ぱ
な
し
で
机
に
向
か

う
日
が
何
日
も
続
け
ば
、
体
も
つ
い
に
は
悲
鳴
を
上
げ
る
。

そ
れ
で
も
書
き
続
け
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
苦
に
な
ら
な
い

こ
と
が
大
き
い
の
だ
と
思
う
。
そ
う
し
て
、
伝
え
た
い
思
い

に
ぴ
っ
た
り
の
表
現
を
見
つ
け
、
世
に
送
り
出
し
た
文
が
誰

か
の
心
に
届
い
た
時
の
喜
び
は
名
状
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
つ
な
ぐ

さ
て
、
持
ち
前
の
「
旺
盛
な
好
奇
心
」
で
、
文
学
や
言
葉

に
つ
い
て
も
っ
と
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、

２
０
０
５
年
、
福
岡
大
学
大
学
院
に
入
学
し
た
。
仕
事
を
し

な
が
ら
の
学
生
生
活
は
ハ
ー
ド
で
は
あ
る
が
、
自
分
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
で
き
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
て
、
授
業
は
で
き
る
だ
け
ま
と
ま
っ
た
日
に
受
講
し
、
時

間
の
や
り
く
り
を
工
夫
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
午
後
か
ら
三

つ
の
授
業
が
あ
る
今
年
度
の
火
曜
日
は
、
午
前
中
と
授
業
後

の
時
間
を
仕
事
に
充
て
る
、
と
い
う
具
合
に
。

や
む
を
得
ず
欠
席
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
基
本
授
業
優
先

で
、
そ
の
時
々
に
優
先
順
位
を
決
め
る
癖
も
つ
い
て
き
た
。

原
稿
の
締
め
切
り
と
ゼ
ミ
の
発
表
が
重
な
れ
ば
地
獄
を
見
る

こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
、
充
実
し
た
学
生
生
活
で
得
た

こ
と
は
計
り
知
れ
な
い
。
決
し
て
大
袈
裟
で
は
な
く
、
文
学

を
学
ん
で
人
生
が
変
わ
っ
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

ま
ず
、
小
説
の
読
み
が
深
ま
っ
た
こ
と
で
読
書
の
楽
し
み

が
倍
増
し
、「
表
現
の
ひ
き
だ
し
」
も
ず
い
ぶ
ん
増
え
た
。

自
分
に
と
っ
て
、「
苦
に
な
ら
な
い
」
書
く
仕
事
の
原
点
は
、

読
書
に
あ
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
文
学
を
学
ぶ

グラフ２：
２０１１年版ある
取材日の
スケジュール

グラフ１：
２０１１年版ある
大学院授業日の
スケジュール
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つ
な

こ
と
は
、
特
別
な
資
格
に
繋
が
る
わ
け
で
な
く
、
社
会
で
役

立
つ
学
問
で
は
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
実
社

会
で
即
役
立
つ
学
問
は
な
い
と
、
今
私
は
心
か
ら
思
っ
て
い

る
。
上
質
な
文
学
作
品
に
触
れ
、
読
み
解
き
方
を
学
ぶ
こ
と

で
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
実
生
活
の
生
き
方
や
物
事
の
考
え
方

に
応
用
で
き
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
か
ら
だ
。
現
に
、
書
い

た
記
事
が
編
集
者
や
読
者
か
ら
喜
ば
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き

て
、
そ
う
な
る
と
学
問
も
仕
事
も
相
乗
効
果
で
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
ぐ
ん
と
上
が
る
。
何
年
や
っ
て
い
て
も
、
書
い
た

も
の
が
褒
め
ら
れ
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
な
の
だ
。

こ
う
し
て
私
は
図
ら
ず
も
、「
書
く
」
側
と
、
文
学
研
究

と
い
う
「
読
む
」
側
の
立
場
、
両
方
を
行
き
来
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
同
時
に
そ
れ
は
、
大
衆
に
向
け
て
開
か
れ
て
い
く

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
、
専
門
的
な
知
識
に
磨
き
を
か
け
る
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
と
い
う
、
一
見
正
反
対
に
思
え
る
分
野
を
横
断

す
る
試
み
で
も
あ
る
。が
、私
は
ど
ち
ら
も
密
接
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
う
し
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
連
関
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
両
者
の
お
も
し
ろ
さ
は
無
限
大
に
広
が
る
と
信
じ
て

い
る
。
そ
し
て
、
ど
ち
ら
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
自
分
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
。

最
近
で
は
、
市
民
向
け
の
文
学
講
座
の
講
師
な
ど
を
す
る
機

会
も
い
た
だ
き
、
そ
の
両
方
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
る
。
書
く
こ
と
と
読
む
こ
と
、
双
方
に
携
わ
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
魅
力
を
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
一
人

で
も
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

入
江
香
都
子

イ
ベ
ン
ト
制
作
会
社
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
経
て
１
９
９

７
年
よ
り
福
岡
に
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
タ
ー
に
。
雑

誌
、
新
聞
、
企
業
の
広
報
誌
等
で
編
集
・
取
材
・
執
筆
を

担
当
。
２
０
０
５
年
よ
り
福
岡
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研

究
科
博
士
課
程
後
期
に
在
籍
、
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の
経
験

や
視
点
と
文
学
研
究
の
視
点
を
生
か
し
、
文
学
講
座
講
師

や
講
演
も
行
う
。

外国文学や文学理論にも造詣の深い大嶋仁先生のもとで日本近代文学を研究。
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「
夢
」か
ら
学
ぶ
こ
と

財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室

（
２
０
０
５
年
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
卒
業
）

今
井
祐
樹

昨
今
、
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
や
都
市
化
・
高
度
情
報
化

の
進
展
な
ど
社
会
的
変
化
の
中
で
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
も
著
し
く
変
化
し
て
き
た
。
核
家
族
化
が
進
み
過
保
護
な

子
育
て
・
ゆ
と
り
教
育
の
弊
害
か
、
内
部
ま
た
外
部
的
ス
ト

レ
ス
の
は
け
口
を
見
い
だ
せ
ず
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
自
殺

願
望
を
持
つ
子
ど
も
が
多
く
社
会
的
問
題
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
サ
ッ
カ
ー
界
は
何
が
で
き
る
の
か
。
私
の
仕

事
の
原
点
で
あ
る
。

高
校
時
代
の
私
は
、「
サ
ッ
カ
ー
選
手
」
と
い
う
「
夢
」

を
追
い
求
め
部
活
動
に
励
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
け
が
を
繰

り
返
し
、
入
院
。
多
く
の
時
間
を
リ
ハ
ビ
リ
に
費
や
し
た
結

果
、
高
校
卒
業
前
の
私
の
選
択
肢
に
は
「
サ
ッ
カ
ー
選
手
」

も
「
進
学
」
も
な
か
っ
た
。
け
が
か
ら
の
復
帰
が
「
ゴ
ー
ル
」

に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
先
の
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
に

い
た
。

し
か
し
、
「
可
能
性
も
広
が
る
」
と
担
任
の
先
生
か
ら
「
大

学
へ
行
け
」
と
の
後
押
し
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
未
知
で
あ
っ

た
進
学
の
道
を
選
択
し
た
。

た
だ
、
進
学
を
一
度
も
考
え
た
こ
と
の
な
い
私
に
と
っ
て

は
、
入
院
時
の
リ
ハ
ビ
リ
中
、
散
歩
の
際
に
見
か
け
た
大
学
、

「
福
岡
大
学
」
以
外
の
大
学
を
知
ら
ず
、
受
験
科
目
な
ど
の

情
報
も
皆
無
。
無
謀
な
受
験
と
な
っ
た
。

け
が
に
よ
る
入
院
期
間
が
長
く
、
通
常
の
授
業
を
あ
ま
り

受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
私
の
学
力
を
補
う
た
め
の
勉

強
は
、
一
日
１５
時
間
で
も
足
り
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、全
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
な
か
っ
た「
進
路
」

に
「
福
岡
大
学
進
学
」
と
い
う
小
さ
い
が
し
っ
か
り
と
し
た

も
ん
も
ん

目
標
が
で
き
た
こ
と
は
、
悶
々
と
し
て
い
た
自
身
の
生
活
に

再
度
メ
リ
ハ
リ
を
生
み
、
結
果
と
し
て
、
何
と
か
進
学
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

進
学
を
機
に
、
私
は
、
再
度
「
夢
」
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

「
サ
ッ
カ
ー
に
か
か
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
」

漠
然
と
し
た
「
夢
」
だ
っ
た
が
、
そ
の
夢
を
持
て
た
の
は

ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
基
礎
的
な
知
識
や
現
状
、
競
技
力
を

向
上
さ
せ
る
最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内
容
、
そ
れ
ら
を
学
び

実
践
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
福
岡
大
学
に
進
学
し

た
こ
と
で
見
え
た
多
く
の
可
能
性
だ
っ
た
。

「
夢
」
を
持
っ
た
私
に
と
っ
て
大
学
で
の
生
活
は
日
々
刺

激
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
私
は
、
自
慢
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
が
あ
ま

り
勉
強
と
い
う
も
の
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
な

か
っ
た
。
だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
自

身
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ら
れ
た
の
は
再
度
「
夢
」
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
中
で
も
ス
ポ
ー
ツ
社
会

学
で
学
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

や
ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
興
味
を
持
っ
た
。
例
え
ば
、
学
校
教
育

の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
日
本
の
体
育＝

ス
ポ
ー
ツ
と
、
文

化
・
権
利
と
し
て
行
っ
て
き
た
欧
米
と
の
「
ス
ポ
ー
ツ
」
の

と
ら
え
方
の
違
い
。
日
本
で
も
２
０
１
０
年
ま
で
に
成
人
の

週
１
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
を
３５
％
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ど
の
先
進
国
並
に
５０
％
に
上
げ
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
の
よ

う
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
作
ろ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」
な
ど
は
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
。

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
で
き
る
施
設
は
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ

発
展
の
柱
だ
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

卒
業
後
、
株
式
会
社
大
分
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
大
分

ト
リ
ニ
ー
タ
）
に
就
職
し
て
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
行
う

＊
１

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
を
受
講
し
た
の
も
大
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学
で
の
授
業
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
＊
２

Ｊ
リ
ー
グ
百
年
構
想
を
促
進
す
る
中
で
も

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
担
う
役
割
を
大
分
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
行
っ
て
い
け
る
よ
う
施
策
を
考
え
、
取
り

組
む
部
署
に
入
り
活
動
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
か
ら
感
じ

た
の
は
子
ど
も
た
ち
の
精
神
・
身
体
育
成
へ
の
寄
与
。
こ
の

役
割
の
大
き
さ
だ
。
遊
ぶ
時
間
の
少
な
い
現
代
の
子
ど
も
た

ち
。
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
学
ぶ
仲
間
と
の
か
か
わ
り
方
、

想
像
力
や
忍
耐
力
。
そ
れ
ら
の
未
発
達
が
も
た
ら
す
弊
害
は
、

い
じ
め
、
自
殺
や
引
き
こ
も
り
な
ど
の
社
会
的
問
題
と
無
関

係
で
は
な
い
は
ず
だ
。

そ
ん
な
中
、
２
０
０
７
年
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
的
問
題
に
対
し
て
「
夢
」
を
テ
ー

マ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
た
。
そ
れ
は
＊
３「
Ｊ
Ｆ
Ａ

こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
も
の
で
、「
夢
」
を
追

い
求
め
「
夢
」
を
つ
か
ん
だ
先
輩
の
経
験
か
ら
、「
夢
を
持

つ
こ
と
」
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
。「
仲
間

を
尊
重
す
る
こ
と
」
の
意
味
、「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
精
神
」
の

真
の
意
味
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
自
立
心
と
社
会
性
に
富
ん

だ
、
元
気
で
魅
力
的
な
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
と
同
時
に
「
夢

を
叶
え
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
」
を
伝
え
て
い
く
も
の
で
、

「
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
、
支
え
て
く
れ
る
仲
間
の
大
事
さ
、

努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
な
ど
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
も
の
で
あ
る
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
施
設
や
環
境
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
は
「
夢
」
を
持
ち
や
す
い
環
境
に
つ
な

が
る
と
信
じ
て
い
る
。
そ
の
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
の
健
全

な
成
長
を
視
野
に
入
れ
た
と
き
、「
夢
」
を
持
つ
こ
と
、
そ

の
「
夢
」
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
が
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
と
は
言
わ
な

い
が
乗
り
越
え
て
い
く
大
き
な
力
と
な
る
は
ず
だ
。

大
分
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
退
社
す
る
際
に
新
た
な
可

能
性
を
感
じ
た
私
は
、
現
在
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
こ
こ

ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
で
全
国
の
多
く
の
子
ど
も
た
ち

を
見
て
い
る
。

「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
っ
て
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
し
た
い
」

「
野
球
選
手
に
な
っ
て
、メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
し
た
い
」

「
パ
テ
ィ
シ
エ
ー
ル
に
な
っ
て
、
人
を
幸
せ
に
し
た
い
」

「
夢
」
を
発
表
す
る
子
ど
も
の
顔
は
照
れ
く
さ
そ
う
だ
が
、

希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
顔
を
し
て
い
る
。

こ
ん
な
す
て
き
な
顔
を
す
る
子
ど
も
は
、
い
じ
め
を
す
る

こ
と
も
悩
み
を
抱
え
た
と
き
に
自
殺
を
思
い
立
つ
こ
と
も
な

い
だ
ろ
う
。「
夢
」
と
い
う
目
に
見
え
な
い
も
の
の
力
を
再

度
感
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

自
身
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り

た
い
」
と
の
幼
少
期
の
「
夢
」
は
叶
う
こ
と
は
な
く
、
今
の

職
を
務
め
て
い
る
が
、「
夢
」
や
「
目
標
」
を
追
う
こ
と
で

自
ら
が
人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
し
て
き
た
。

ま
た
、
一
生
懸
命
「
夢
」
に
向
か
い
取
り
組
ん
で
い
る
と

必
ず
支
え
て
く
れ
る
仲
間
が
で
き
る
。

サ
ッ
カ
ー
部
で
共
に
汗
を
か
き
切
磋
琢
磨
し
た
仲
間
に
は
、

多
く
の
刺
激
を
受
け
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
サ
ッ
カ
ー
の
技

術
も
だ
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
む
姿
勢
や
考
え
、
ま

た
人
間
と
し
て
の
強
さ
や
優
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
は
大
き
な

意
味
で
視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

志
し
た
「
夢
」
に
た
ど
り
着
け
ず
と
も
、
仲
間
と
共
に
懸

命
に
進
み
、
視
野
を
広
げ
下
を
向
か
な
け
れ
ば
次
の
「
夢
」 ユメセン（夢先生）授業風景

２００９年７月９日 岡山県玉野市立宇野小学校での様子
夢先生：安永聡太郎氏（元プロサッカー選手）
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を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
の
も

仲
間
の
お
か
げ
だ
っ
た
と
感
じ
る
。

大
学
入
学
時
に
持
っ
た
「
サ
ッ
カ
ー
に
か
か
わ
る
仕
事
に

就
き
た
い
」
と
い
う
夢
は
そ
ん
な
仲
間
た
ち
か
ら
の
刺
激
や

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
叶
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し

て
い
る
。

ま
た
、
今
も
な
お
そ
の
仕
事
を
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

「
夢
」
を
追
い
か
け
る
中
で
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が

あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

大
人
に
な
る
と
「
夢
」
と
い
う
言
葉
が
ど
こ
か
恥
ず
か
し

い
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、「
夢
」
を
持
ち
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
の
顔
は
や
は
り
輝
い
て
い
る
。
ま

た
、「
夢
」
を
追
い
か
け
る
人
に
は
必
ず
信
頼
で
き
る
仲
間

が
で
き
る
。

子
ど
も
の
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
今
、

何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
の
答
え
と
し
て
大
人
が

「
夢
」
を
持
っ
て
懸
命
に
取
り
組
む
姿
を
子
ど
も
た
ち
に
見

せ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
夢
」
を
持
っ
た
人
間
は
強
い
。
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
か
ら

も
ら
っ
た
勇
気
や
元
気
も
、
選
手
み
ん
な
が
世
界
一
と
い
う

「
夢
」
に
向
か
っ
て
ひ
た
向
き
に
取
り
組
む
姿
勢
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
。

未
曾
有
の
国
難
に
見
舞
わ
れ
た
わ
が
日
本
。
復
興
の
力
と

な
る
の
は
子
ど
も
た
ち
の
ひ
た
向
き
な
ま
な
ざ
し
と
輝
く
笑

顔
。今

ま
で
学
ん
だ
、
組
織
や
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
な
が
ら
、「
夢
」
発
見
の
機
会
を
創
造
し
て
い

き
た
い
と
強
く
思
う
。

「
夢
」
は
子
ど
も
に
も
大
人
に
も
勇
気
と
力
を
与
え
る
と

信
じ
て
い
る
。

＊
１

Ｊ
Ｆ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
Ｓ
Ｍ

Ｃ
）自

立
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
組
織
づ
く
り
を
推

進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
創
造
、
人
々
の
心
身
の
健
全
な

発
達
と
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
、
優
秀
な
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
人
材
育

成
事
業
。
Ｓ
Ｍ
Ｃ
で
学
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

地
域
に
根
差
し
、
人
々
に
愛
さ
れ
る
、
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ

づ
く
り
の
必
要
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
な
る
。
地
域
の
未
来

の
た
め
、
ク
ラ
ブ
の
自
立
と
共
生
の
た
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
ち
計
画
し
行
動
で
き
る
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
育
成
す
る
。

＊
２

Ｊ
リ
ー
グ
百
年
構
想

「
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
な
環
境
が

整
っ
て
初
め
て
、
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
は
は
ぐ
く
ま
れ

る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
生
活
圏
内
に
緑
の
芝
生
に
覆

わ
れ
た
広
場
、
ア
リ
ー
ナ
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
と
年
齢
、
体
力
、
技
能
な
ど
誰
も
が
目
的
に
応
じ
て
、

優
れ
た
コ
ー
チ
の
下
で
、
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

場
を
整
備
す
る
。

ま
た
、「
す
る
」「
観
る
」「
支
え
る
」、
な
ど
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方
を
提
供
す
る
こ
と
で
世

代
を
超
え
た
触
れ
合
い
の
機
会
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指

す
。こ

の
よ
う
な
Ｊ
リ
ー
グ
の
理
念
を
分
か
り
や
す
く
訴
求

す
る
た
め
に
、
Ｊ
リ
ー
グ
は
「
Ｊ
リ
ー
グ
百
年
構
想
〜
ス

ポ
ー
ツ
で
、
も
っ
と
、
幸
せ
な
国
へ
。
〜
」と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
Ｊ
リ
ー
グ
と
Ｊ
ク
ラ
ブ
、
Ｊ
リ
ー
グ
入
り

を
目
指
す
ク
ラ
ブ
が
「
地
域
に
根
差
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
を
核
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

＊
３

Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｊ
リ
ー
グ
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
、
Ｆ
リ
ー
グ

の
選
手
、
お
よ
び
そ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
他
種
目
の
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
現
役
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
が
「
夢
先
生
（
ユ

メ
セ
ン
）」
と
し
て
小
学
校
で
授
業
を
行
う
。「
夢
先
生
」

は
、「
夢
の
教
室
」
と
な
る
小
学
校
を
訪
れ
、
自
ら
の
体
験

を
も
と
に
「
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
」「
夢
を
叶
え
る
た

め
に
何
を
す
べ
き
か
」「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
精
神
の
重
要
性
」

な
ど
を
講
義
と
実
技
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
な
る
と
い
う
夢
を
叶
え
、
そ
し

て
な
お
、
新
た
な
夢
に
向
か
っ
て
日
々
努
力
を
重
ね
て
い

る
「
夢
先
生
」
の
言
葉
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
い
う

一
職
業
を
越
え
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

筆者、日本サッカー協会 JFAハウス前にて
（２０１２年１月）
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「
ひ
ろ
が
れ
！�
福
大
�弁
当
の
日
」

商
学
部
講
師

太
宰

潮

は
じ
め
に：

「
弁
当
の
日
」
と
の
出
会
い

「
弁
当
の
日
」
と
い
う
活
動
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
主
に

小
・
中
学
校
で
広
が
っ
て
お
り
、
親
は
手
伝
わ
ず
に
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
弁
当
を
作
る
と
い
う
活
動
で
あ
る
。
弁
当
作

り
を
通
じ
て
、
家
族
と
の
つ
な
が
り
や
家
族
へ
の
感
謝
を
確

認
で
き
る
こ
と
、
ま
た
普
段
口
に
す
る
食
品
が
ど
の
よ
う
に

届
い
て
い
る
の
か
な
ど
の
社
会
的
な
知
識
と
、
そ
れ
に
携
わ

る
人
々
へ
の
気
付
き
な
ど
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
０
１

１
年
１０
月
時
点
で
７
０
０
校
以
上
も
の
小
・
中
学
校
で
実
践

さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
福
岡
で
は
西
日
本
新
聞
社
が
そ
の
後
押

し
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

私
自
身
は
２
０
０
８
年
に
東
京
か
ら
福
岡
大
学
に
講
師
と

し
て
赴
任
し
た
が
、
外
食
産
業
の
研
究
も
行
う
こ
と
か
ら
、

「
福
岡
で
面
白
い
食
の
活
動
が
あ
る
」
と
知
人
に
紹
介
を
し

て
も
ら
っ
た
の
が
、「
弁
当
の
日
」
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

２
０
０
８
年
３
月
に
九
州
大
学
に
て
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
そ
こ
で
助
産
師
で
あ
る
内
田
美
智
子
氏
の
お
話
、

そ
れ
に
「
弁
当
の
日
」
の
創
始
者
で
あ
る
竹
下
和
男
先
生
の

お
話
、
そ
し
て
九
州
大
学
の
学
生
の
活
動
報
告
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。

先
生
方
の
お
話
を
聞
い
た
時
点
で
、
こ
の
活
動
は
こ
れ
か

ら
広
ま
る
と
直
感
し
、
福
岡
大
学
で
も
や
っ
て
み
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
自
身
が
専
門
と
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
研
究
に
も
応
用
が
可
能
だ
と
、
小
売
な
ど
の
視
点
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

福
大
で
「
弁
当
の
日
」
を
実
践
〜
ゼ
ミ
活
動
へ
の
定
着

２
０
０
８
年
の
４
月
に
着
任
し
て
か
ら
も
、
講
演
会
や
本

な
ど
で
「
弁
当
の
日
」
の
こ
と
を
調
べ
て
い
た
。
九
州
大
学

で
は
、「
九
大
・
弁
当
の
日
」
と
し
て
既
に
何
回
も
の
実
績

を
積
み
重
ね
て
お
り
、
大
学
生
た
ち
が
自
分
た
ち
で
料
理
を

作
っ
て
持
ち
寄
っ
て
い
た
。
２
０
０
８
年
度
か
ら
初
め
て
の

ゼ
ミ
生
「
一
期
生
」
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
普
段

学
生
に
「
自
発
的
に
行
動
す
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
る
手
前
、
ま
ず
は
行
動
に
移
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、
手
始

め
に
ゼ
ミ
内
で
実
施
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
自
分
の
お
弁
当

（
業
界
用
語
で
は
「
完
全
弁
当
」
と
呼
ぶ
）
を
作
る
こ
と
を

ゼ
ミ
生
に
課
し
た
の
で
あ
る
。
実
施
を
伝
え
た
と
き
に
は
学

生
た
ち
は
非
常
に
当
惑
し
て
い
た
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る

と
、
立
派
な
弁
当
を
各
自
が
作
り
上
げ
て
き
た
。

弁
当
の
日
は
、
気
が
付
く
と
太
宰
ゼ
ミ
の
定
番
・
名
物
と

な
っ
て
い
た
。
基
本
的
に
は
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、「
弁
当

委
員
」
が
設
定
す
る
テ
ー
マ
に
よ
る
�
一
品
持
ち
寄
り
制
�

と
し
て
実
施
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
が
設
け
ら
れ
た
。「
包
む
」、「
春
」、「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
・
ベ
ス
ト
８
の
国
の
料
理
」、「�
だ
・
ざ
・
い
・
う
・
し
・

お
�
の
頭
文
字
で
始
ま
る
料
理
」、「
カ
レ
ー
」
な
ど
な
ど
。

頭
文
字
の
回
に
は
、�
オ
ム
レ
ツ
�
を
作
っ
て
来
た
学
生
が

多
く
居
た
り
、「
春
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
回
に
は
、「
異
性
を

お
と
す
」
と
い
う
裏
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
料
理
を
作
っ
て
く

る
者
が
居
た
り
と
、
た
ま
の
お
昼
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
回
に
よ
っ
て
は
２
年
次
生
・
３
年
次
生 異なる学年での弁当の交換

ペア同士での弁当の交換
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な
ど
上
下
の
代
が
合
同
で
実
施
を
す
る
こ
と
で
ゼ
ミ
内
の
交

流
を
図
っ
た
り
、ま
た
男
女
で
ペ
ア
を
作
っ
て「
完
全
弁
当
」

を
交
換
し
合
う
、
と
い
う
こ
と
も
行
っ
て
き
た
。
男
女
ペ
ア

で
交
換
し
た
際
は
、
女
子
学
生
の
食
べ
る
弁
当
な
の
に
、
男

子
学
生
が
「
脂
ギ
タ
ギ
タ
の
肉
た
っ
ぷ
り
」
弁
当
を
あ
え
て

作
っ
て
来
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
面
白
い
。
ま
た
、
自

分
で
は
で
き
な
い
料
理
に
挑
戦
し
、「
ス
カ
イ
プ
で
親
と
話

し
合
い
な
が
ら
作
り
ま
し
た
」
と
い
う
今
ど
き
の
コ
メ
ン
ト

を
残
し
て
く
れ
た
学
生
も
居
れ
ば
、「
お
父
さ
ん
が
釣
っ
て

き
た
魚
を
私
が
料
理
し
ま
し
た
」
と
言
っ
て
く
れ
た
学
生
も

い
る
。大
学
生
で
も
、弁
当
作
り
を
通
じ
て
家
族
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
う
し
て
何
回
も
の
「
弁
当
の
日
」
を
重
ね
て
い
る
と
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
ゼ
ミ
で
は
あ
る
の
だ
が
、
い
つ
し

か
「
『
弁
当
の
日
』
が
な
け
り
ゃ
、
太
宰
ゼ
ミ
じ
ゃ
な
い
！
」

と
ま
で
主
張
す
る
ゼ
ミ
生
が
現
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
２
年

次
生
の
ゼ
ミ
の
説
明
会
の
際
に
も
、
学
生
の
間
で
は
「
あ
そ

こ
の
ゼ
ミ
に
入
っ
た
ら
弁
当
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ぞ
」
と
い
う
情
報
が
出
回
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
ゼ
ミ
の
志
望

動
機
に
も
、「
弁
当
を
作
っ
て
交
流
し
て
み
た
い
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
が
か
な
り
多
く
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
ゼ
ミ
な
の
に
こ
う
し
た
現
象
が
起
こ
る
の

は
、
本
能
的
に
こ
の
活
動
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
か
ら

で
は
、
と
勝
手
な
推
察
を
し
て
い
る
。

ひ
ろ
が
る
・
弁
当
の
日

回
を
重
ね
て
い
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
と
の
つ
な
が
り

が
で
き
て
い
く
。九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の「
九
大
・

弁
当
の
日
」
に
学
生
た
ち
を
連
れ
て
乗
り
込
ん
だ
こ
と
も
あ

れ
ば
、
年
末
の
「
プ
レ
お
せ
ち
」（
お
せ
ち
料
理
の
ど
れ
か

一
品
を
持
ち
寄
り
、
重
箱
を
完
成
さ
せ
る
）で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
九
大
の
お
せ
ち
料
理
と
比
較
を
し
た
。
お
せ
ち

料
理
は
田
作
り
な
ど
が
似
る
こ
と
が
多
い
が
、
同
じ
料
理
で

も
家
に
よ
っ
て
味
付
け
が
異
な
る
も
の
を
食
べ
比
べ
る
の
も

一
興
で
あ
る
。
な
お
「
プ
レ
お
せ
ち
」
は
、
２
０
１
０
年
末

に
は
、
韓
国
か
ら
来
日
中
の
留
学
生
の
方
々
と
一
緒
に
食
べ

る
こ
と
も
で
き
た
。
片
言
の
韓
国
語
と
日
本
語
が
飛
び
交
い

な
が
ら
、
必
死
に
交
流
す
る
学
生
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。
留

学
生
の
方
々
に
は
、
日
本
の
文
化
の
一
端
を
感
じ
、
味
わ
っ

て
も
ら
え
た
か
と
思
う
。

普
段
の
弁
当
の
日
の
活
動
以
外
に
も
、
学
生
が
自
発
的
に
、

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
行
わ
れ
る
弁
当
の
日
関
連
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
よ
う
に
も
な
り
、
本
学
の
近
く
に
あ
る
梅
林
中

学
校
の
弁
当
の
日
に
見
学
に
行
っ
た
学
生
も
い
た
。
太
宰
ゼ

ミ
の
活
動
を
知
り
、
ほ
か
の
ゼ
ミ
で
も
、「
弁
当
の
日
」
を

実
施
す
る
と
こ
ろ
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
２
０
１
０
年
度
に

は
、
１０
月
に
竹
下
和
男
先
生
を
、
１２
月
に
は
九
州
大
学
の
佐

藤
剛
史
先
生
と
西
日
本
新
聞
社
の
佐
藤
弘
氏
を
本
学
に
招
き
、

ご
講
演
を
頂
く
こ
と
も
で
き
た
。
竹
下
先
生
の
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
は
、
余
命
い
く
ば
く
も
な
い
母
親
が
、
娘
に
味
噌

汁
の
作
り
方
を
教
え
る
「
は
な
ち
ゃ
ん
の
お
味
噌
汁
」
と
い

う
シ
ー
ン
に
涙
を
流
す
ゼ
ミ
生
の
姿
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
講

演
後
に
「
今
日
の
夜
か
ら
、
台
所
に
立
ち
ま
す
！
」
と
宣
言

し
、翌
日
に「
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
と
料
理
し
ま
し
た
よ
！
」

と
笑
顔
で
伝
え
て
く
れ
た
学
生
も
い
た
。

２
０
１
１
年
度
か
ら
は
「
福
大
・
弁
当
の
日
」
を
月
１
回

ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
る
。
私
の
ゼ
ミ
生
が
多
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
る
が
、
学
校
の
教
職
員
を
目
指
す
学

生
、
他
ゼ
ミ
で
興
味
を
持
っ
た
学
生
と
料
理
を
食
べ
る
こ
と

毎年の「プレおせち」
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福
岡
大
学
指
定
寮

―
指
定
寮
の
紹
介
と
入
寮
の
す
す
め
―

学
生
部
学
生
課

山
口
雅
剛

も
あ
れ
ば
、
大
学
の
事
務
職
員
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
る
。
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、
普
段
深
く
接
す
る
こ

と
が
な
い
人
た
ち
と
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
学
生
の
最
大
の
難
関
で
あ
る
就
職
活
動
に

も
思
わ
ぬ
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
農
業
や
食
に
関
す
る

企
業
の
面
接
で
、「
弁
当
の
日
」
の
話
に
企
業
の
方
が
興
味

を
持
た
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

食
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
は
、
企
業
の
方
に
も
評
価

を
頂
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

弁
当
の
日
は
、
私
個
人
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
に
も
多

分
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
地
元
の
小
中

学
校
で
弁
当
の
日
が
実
施
さ
れ
る
際
に
、
近
隣
の
小
売
店
も

し
く
は
商
店
街
が
売
り
場
を
作
り
、
小
中
学
生
が
買
い
物
に

き
た
際
に
は
ひ
と
言
か
ふ
た
言
掛
け
る
こ
と
で
応
援
し
、
地

域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
福
岡
市
で
は
愛
宕
小
学
校
と
梅
林
中
学
校
と
当
仁

中
学
校
で
、
北
九
州
市
で
は
田
原
中
学
校
と
南
曽
根
中
学
校

の
弁
当
の
日
に
合
わ
せ
て
、
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
。

中
に
は
、
農
業
体
験
・
収
穫
体
験
で
生
徒
た
ち
が
お
世
話
に

な
っ
た
先
の
産
品
を
、
限
定
的
に
店
頭
に
並
べ
、
ま
さ
に「
顔

の
見
え
る
生
産
・
顔
の
見
え
る
消
費
」
を
実
現
し
て
き
た
例

も
あ
る
。

福
岡
市
・
当
仁
中
学
校
の
弁
当
の
日
の
際
は
、
校
区
内
の

唐
人
町
商
店
街
に
て
応
援
活
動
を
実
施
し
た
。
パ
ネ
ル
や
の

ぼ
り
を
商
店
街
内
に
設
置
し
、９
つ
の
店
舗
に「
弁
当
の
日
」

を
応
援
す
る
こ
と
と
、
食
材
や
調
理
の
こ
と
に
つ
い
て
「
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
」
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
示
し
た
。

そ
の
結
果
、若
干
で
は
あ
る
が
、お
客
さ
ん
と
商
店
街
の
方
々

と
の
交
流
を
促
す
こ
と
が
で
き
た
。
商
店
街
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
担
い
手
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
弁
当
の
日
を
介
し
て
、

地
域
の
お
店
と
地
域
住
民
の
血
の
通
う
交
流
が
で
き
れ
ば
、

と
考
え
て
い
る
。

本
学
附
属
の
若
葉
高
校
に
お
い
て
も
、
１
、０
０
０
人
規

模
で
弁
当
の
日
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
の
夢
の
一

つ
は
、「
福
岡
の
学
生
は
料
理
が
で
き
る
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
小
・
中
・
高
・
大
で
活
動
が
つ
な

が
り
始
め
た
ら
、
そ
の
日
が
来
る
の
は
遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
日
ま
で
、「
福
大
・
弁
当
の
日
」
か
ら
、
徐
々
に
、
少

し
ず
つ
で
も
着
実
に
、
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

１

福
岡
大
学
指
定
寮
と
は

本
学
に
は
大
学
が
運
営
す
る
三
つ
の
直
営
寮
と
民
間
が
経

営
す
る
指
定
寮
を
備
え
て
い
る
。
直
営
寮
と
は
、
男
子
寮
の

「
自
修
寮
」、
外
国
人
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
男
女
混
住

の
「
国
際
交
流
会
館
国
際
交
流
棟
」、
体
育
部
会
各
部
に
所

属
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
（
男
子
）
が
生
活
す
る
「
体
育

寮
」
で
あ
る
。
本
稿
で
は
特
に
指
定
寮
の
紹
介
を
し
た
い
。

本
学
の
指
定
寮
制
度
は
、
１
９
６
５
年
か
ら
は
じ
ま
り
４５

年
以
上
の
歴
史
と
伝
統
を
持
ち
、
多
く
の
学
生
を
社
会
へ
と

送
り
出
し
て
き
た
本
学
が
誇
る
独
自
の
制
度
で
あ
る
。

指
定
寮
は
、
大
学
周
辺
の
民
間
下
宿
の
う
ち
本
学
の
教
育

方
針
を
理
解
し
、
学
生
が
学
業
や
課
外
活
動
に
専
念
で
き
る

「弁当の日」を紹介するスーパーの店頭の様子
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環
境
を
整
え
て
い
る
も
の
を
大
学
が
厳
選
し
、
指
定
し
た
寮

で
あ
る
。
発
足
当
初
は
、
約
５０
寮
に
約
２
、
０
０
０
人
が
入

寮
し
て
い
た
。
し
か
し
、
寮
主
の
高
齢
化
や
世
代
交
代
な
ど

に
伴
い
現
在
は
、
男
子
１６
寮
（
定
員
５
６
５
人
）、
女
子
７

寮
（
定
員
１
８
３
人
）
の
計
２３
寮
に
約
７
５
０
人
が
入
寮
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
学
生
の
約
２５
人
に
１
人
が
入
寮
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
学
部
学
科
、
学
年
、
出
身

地
が
異
な
る
多
く
の
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
。
食
事
は
朝
夕

二
食
付
き
で
、
大
学
直
営
の
「
自
修
寮
」
の
栄
養
士
が
作
る

献
立
と
同
一
の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

た
手
作
り
の
食
事
を
提
供
し
、
食
費
も
同
一
業
者
に
食
材
を

発
注
す
る
こ
と
で
安
価
と
な
っ
て
い
る
。各
寮
に
は
、寮
主
・

寮
母
が
常
駐
し
、
親
代
わ
り
と
な
り
学
生
の
日
常
生
活
を
支

え
て
い
る
。
ま
た
、
指
定
寮
は
、
入
寮
し
て
い
る
寮
生
全
員

で
構
成
す
る
自
治
組
織
「
寮
友
会
」
を
形
成
し
、
新
入
生
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
研
修
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
企

画
・
運
営
し
て
い
る
。
さ
ら
に
全
指
定
寮
の
寮
主
・
寮
母
に

よ
る
「
寮
和
会
」
を
組
織
し
、
指
定
寮
で
生
活
す
る
学
生
を

大
学
と
寮
和
会
そ
し
て
寮
友
会
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
学
生

の
サ
ポ
ー
ト
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
指
定
寮
は
、

福
岡
大
学
が
提
供
す
る
全
国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
で
あ

る
。

２

指
定
寮
入
寮
へ
の
流
れ

毎
年
、
本
学
か
ら
の
合
格
書
類
の
中
に
「
自
宅
外
通
学
予

定
の
皆
さ
ん
へ
」
と
い
う
寮
の
案
内
を
同
封
し
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、
諸
経
費
や
条
件
な
ど
を
記
載
し
、
希
望
者
は
同
封

の
「
入
寮
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本
学
学
生
課

へ
返
送
し
て
も
ら
う
。
そ
の
後
、
選
考
、
割
当
を
行
い
、
申

込
者
に
選
考
結
果
通
知
を
発
送
し
て
い
る
。
許
可
者
は
、
選

考
結
果
通
知
に
同
封
し
た
誓
約
書
に
、
記
入
・
捺
印
の
上
、

決
定
し
た
寮
に
提
出
す
る
と
同
時
に
入
寮
費
を
納
入
後
、
入

寮
決
定
と
な
る
。
入
寮
の
条
件
は
、
１
年
間
の
在
寮
義
務
を

も
う
け
１
年
ご
と
の
契
約
で
、
希
望
す
れ
ば
４
年
間
な
い
し

６
年
間
在
寮
が
可
能
で
あ
る
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
入
学
試
験
の
際
に
は
、
寮
友
会

（
学
生
組
織
）
と
寮
和
会
（
寮
主
組
織
）
が
臨
時
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
学
内
に
設
置
し
、
保
護
者
や
受
験
生
か
ら
の
相
談
に

も
応
じ
、
希
望
が
あ
れ
ば
、
指
定
寮
の
下
見
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

３

住
居
か
ら
学
び
の
場
へ

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
学
の
指
定
寮
は
総
合
大
学
の
特
徴

を
生
か
し
、
学
部
学
科
、
学
年
、
出
身
地
の
異
な
る
多
く
の

学
生
が
日
々
共
同
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
規
則
が

あ
り
、
例
え
ば
、
食
事
時
間
は
、
朝
食
は
午
前
７
時
３０
分
か

ら
午
前
９
時
３０
分
、
夕
食
は
午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
３０
分

ま
で
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
入
浴
時
間
や
門
限
も
定
め
て

い
る
た
め
規
則
正
し
い
生
活
環
境
を
構
築
し
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
寮
内
で
の
あ
い
さ
つ
励
行
、
ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ

た
曜
日
を
守
る
な
ど
社
会
生
活
を
営
む
上
で
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
身
に
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
学
生
が
共
同
生
活

を
送
っ
て
い
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
も
起
こ
る
。「
夜
、

騒
が
し
い
」「
風
呂
は
一
人
で
入
浴
し
た
い
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
実
家
や
ア
パ
ー
ト
生
活
と
は
違
う
寮

な
ら
で
は
の
問
題
で
あ
り
、
社
会
に
巣
立
つ
た
め
の
訓
練
だ

と
考
え
れ
ば
よ
り
よ
い
成
長
の
機
会
と
な
る
。

さ
て
、
２
０
１
１
年
１２
月
初
旬
に
実
施
し
た
１
泊
２
日
の

「
指
定
寮
研
修
会
」
も
、
大
学
と
し
て
ソ
フ
ト
面
で
支
援
し

て
い
る
行
事
の
一
つ
で
あ
る
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
学
生

組
織
で
あ
る
寮
友
会
執
行
部
が
中
心
と
な
り
約
２
カ
月
前
か

ら
準
備
を
し
、
寮
長
会
議
を
開
き
、
研
修
の
趣
旨
説
明
お
よ

び
参
加
の
呼
び
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。
研
修
会
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
学
生
課
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
協
議
の

上
決
定
し
て
い
る
。
写
真
の
研
修
会
で
は
、
８０
人
近
く
の
学

生
が
参
加
し
、
他
寮
の
学
生
と
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
指
定
寮
の
良
い
点
や
問
題

点
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
た
。
そ
こ
で
は
、
前
述
し
た
共

同
生
活
の
不
自
由
さ
を
指
摘
し
た
意
見
も
出
た
が
、
例
え
ば
、

「
夜
、
騒
が
し
い
」
と
の
問
題
が
発
生
し
た
際
は
、
寮
長
を

議
長
に
寮
会
議
を
開
き
、
寮
生
全
員
で
問
題
解
決
に
向
け
議

論
を
す
る
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
寂
し
さ
や
不
安
も
な
く
、

多
く
の
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
形
成
で
き
た
こ
と
や
、
先
輩
か
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
私

東
日
本
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
福
岡
大
学
派
遣
隊
」

商
学
部
第
二
部
商
学
科
３
年
次
生

森
�
麗
菜

ら
学
生
生
活
や
就
職
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
良
い

点
が
多
数
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
さ
に
こ
こ
は
、「
生
活
を
共
に
す
る
学
び
の
場
」で
あ
る
。

４

担
当
者
か
ら
み
た
福
岡
大
学
指
定
寮
、
そ
し
て
入
寮
の

す
す
め

学
生
た
ち
は
、
指
定
寮
で
の
数
多
く
の
経
験
や
体
験
を
通

し
て
議
論
す
る
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
そ
し

て
考
え
る
力
な
ど
が
養
わ
れ
る
。
入
寮
し
て
す
ぐ
に
、「
な

ぜ
入
寮
し
た
の
か
」
と
質
問
す
る
と
多
く
の
学
生
が
、「
親

に
言
わ
れ
て
」
と
回
答
す
る
。
し
か
し
、
日
々
寮
生
活
を
す

る
中
で
、
寮
の
学
生
と
議
論
を
し
た
り
、
研
修
会
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
参
加
し
、
ほ
か
の
寮
の
学
生
と
交
流
を
す
る
こ
と

で
大
き
く
成
長
す
る
学
生
が
多
く
、
学
生
の
潜
在
能
力
に
驚

か
さ
れ
る
場
面
は
少
な
く
な
い
。
昨
今
、
住
ま
い
を
寮
で
は

な
く
ア
パ
ー
ト
に
求
め
る
学
生
が
多
い
中
で
、
企
業
が
求
め

る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問
題
解
決
能
力
を
有

し
た
人
材
で
あ
る
。
指
定
寮
で
生
活
を
し
た
多
く
の
学
生
た

ち
が
社
会
人
と
し
て
幅
広
く
活
躍
す
る
こ
と
を
願
い
、
今
後

も
よ
り
良
い
指
定
寮
を
目
指
し
て
学
生
た
ち
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。

２
０
１
１
年
８
月
２２
日
、
Ａ
班
、
Ｊ
班
、
そ
し
て
私
の
所

属
す
る
Ｈ
班
の
乗
っ
た
１
号
車
の
バ
ス
は
、
岩
手
県
の
陸
前

高
田
市
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
の
時
が
、
私
が
こ
の
目
で
直

接
被
害
の
様
子
を
見
た
最
初
の
瞬
間
で
し
た
。
文
字
ど
お
り

山
の
よ
う
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
、
か
つ
て
家
屋
や
家
財
道
具

だ
っ
た
も
の
、
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
な
り
積
み
重
な
っ
た
自
動

車
、
崩
れ
落
ち
た
橋
や
道
路
。
こ
れ
ら
を
目
に
し
た
と
き
私

は
、
被
害
の
あ
ま
り
の
大
き
さ
に
比
べ
て
、
人
が
で
き
る
こ

が
く
ぜ
ん

と
の
あ
ま
り
の
小
さ
さ
に
愕
然
と
し
、
驚
き
と
悲
し
み
、

そ
し
て
痛
み
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
数
カ
月
が
た
ち
、

復
興
が
続
く
今
で
も
そ
の
様
子
を
思
い
出
す
た
び
に
心
が
苦

し
く
な
り
ま
す
。

大
学
で
事
前
研
修
を
重
ね
、
準
備
を
し
、
そ
し
て
現
地
で

の
活
動
を
す
る
、
こ
の
す
べ
て
の
段
階
で
手
を
抜
い
た
と
こ

ろ
な
ど
な
い
つ
も
り
で
し
た
。
そ
れ
で
も
活
動
を
終
え
て
、

家
族
や
友
人
知
人
、
先
生
方
や
大
学
の
仲
間
に
「
大
変
だ
っ

た
ね
」「
お
疲
れ
さ
ま
」、
そ
ん
な
ふ
う
に
声
を
掛
け
て
も
ら

う
た
び
に
、
複
雑
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
自
分
は
全
然
何
も
や
れ
て
い
な
い
」、「
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉

を
掛
け
て
も
ら
う
資
格
な
ん
て
な
い
」
と
言
っ
て
し
ま
え
た

ら
、
と
何
度
も
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
事
前
研
修
と
し
て
６
月
か
ら
６
回
に
わ
た
り
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
た
り
講
演
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
１０
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

積
極
的
に
意
見
や
情
報
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
研
修

は
、
現
地
で
の
活
動
に
向
け
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
加
え
て
、

初
め
の
数
回
は
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
毎
回
異
な
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
間
の
信
頼
関
係
を
作
る
意
味
も
大
い

に
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
き
っ
か
け
や
思
い
の
強
さ
や
、

や
り
た
い
こ
と
は
違
っ
て
い
て
も
、
被
災
し
た
方
々
の
た
め

指定寮研修会の様子
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に
何
か
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
仲
間

た
ち
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
き
っ
と
こ
れ
か
ら
素

晴
ら
し
い
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
確
信
と
、
そ
れ
を
全
員
で

成
し
遂
げ
る
の
だ
と
い
う
信
念
が
私
の
中
に
芽
生
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
第
一
回
目
の
研
修
が
あ
っ
た
日
、
私
だ
け
で
な

く
お
そ
ら
く
そ
の
場
に
居
た
ほ
と
ん
ど
の
仲
間
が
、
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
私
た
ち
は
事
前
研
修
が
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な

が
ら
も
、
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
自
分
た
ち
で
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
到
底
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。私

た
ち
は
「
こ
れ
か
ら
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
ど
う
進
め

て
い
く
か
は
学
生
た
ち
自
身
が
考
え
て
決
め
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
現
地
と
連
絡
を
取
っ
て
情
報
を
集
め
た
り
、
活
動
場

所
や
宿
泊
地
を
決
め
た
り
す
る
の
も
学
生
た
ち
の
仕
事
で
あ

る
」
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
急
な
こ
と
に
面
喰
ら
い
、

思
わ
ず
周
り
の
仲
間
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し

た
。

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
が
少
な
く
と
も
私
は
、
普
段
の
講

義
の
よ
う
な
受
け
身
の
姿
勢
で
あ
り
、
た
だ
知
識
を
与
え
て

も
ら
い
、
そ
れ
を
吸
収
す
れ
ば
い
い
と
無
意
識
の
う
ち
に
考

え
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
活
動
場
所
も
活
動
内
容
も
宿

泊
地
も
す
べ
て
大
学
が
決
定
し
て
、
私
た
ち
は
事
前
研
修
を

受
け
た
後
に
現
地
に
行
っ
て
決
め
ら
れ
た
活
動
を
す
る
の
だ

と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
次
回
の
研
修
ま
で
に
調
べ
て
く
る
こ
と

を
決
め
、
研
修
以
外
の
時
間
も
使
い
、
情
報
を
集
め
て
報
告

し
、
ま
た
次
回
ま
で
に
や
る
べ
き
事
を
決
め
る
と
い
う
手
順

で
進
め
な
が
ら
何
と
か
無
事
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
は
や
は
り
学
生
課
の
方
々
や
福
岡
大
学
派
遣
隊
隊
長

の
�
山
先
生
、
福
岡
大
学
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
福
岡
市
消
防
局
西
消

防
署
の
消
防
士
で
あ
る
森
田
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
、
た
く

さ
ん
の
方
々
の
協
力
や
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
少
し
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
苦
楽
を
共
に

し
て
き
た
派
遣
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
私
に
と
っ
て
大
事
な

人
々
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
履
修
し
て
い
る
講
義
の
時
間
と

事
前
研
修
の
時
間
と
が
重
な
る
こ
と
が
多
く
、
お
互
い
を
理

解
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
悔
し
さ

が
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
長
い
時
間
が
必

要
で
し
た
。

現
地
で
の
時
間
を
除
い
て
、
事
前
研
修
を
行
っ
て
い
る
時

期
か
ら
帰
福
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
周
り
の
目
を
気
に
し
て

自
分
を
偽
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
事
を
し
て
い
た
の

か
自
分
で
も
し
ば
ら
く
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

本
稿
を
書
く
に
あ
た
り
あ
ら
た
め
て
考
え
た
と
こ
ろ
、
そ
の

原
因
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
熱
心
な
人
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
気
付
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
事
前
研
修
で
は
、
講
義
が
早
く
終
了
し
て
時
間

が
空
い
た
な
ら
、
そ
れ
が
５
分
だ
け
だ
っ
た
と
し
て
も
行
く

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
自
ら
進
ん
で
参
加
す
る

と
い
う
よ
り
も
義
務
の
よ
う
に
考
え
て
の
参
加
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
参
加
表
明
を
し
た
か
ら
に
は
時
間
が
あ
れ
ば

行
か
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
途
中
か
ら
行
く
こ
と
よ
り
も
、

時
間
が
あ
り
な
が
ら
も
参
加
し
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
恥
ず
か

し
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、

同
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
の
目
を
恐
れ
て
い
た
た
め

で
し
た
。
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
情
報
を
集
め
た
り
資
料
を

作
っ
た
り
、
勉
強
時
間
を
削
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
時
間
を

割
く
こ
と
も
、
そ
の
理
由
の
大
部
分
は
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を

克
服
す
る
た
め
と
自
分
を
よ
く
見
せ
る
た
め
で
し
た
。

私
は
Ｈ
グ
ル
ー
プ
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
立
候
補
し
ま
し
た
。

中
心
に
近
い
所
で
、
積
極
的
に
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
た
上
で
の
決
断
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
も
ま
た
誰
か
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
自
分
は
ち
ゃ
ん

と
参
加
で
き
て
い
る
の
だ
と
自
分
自
身
を
安
心
さ
せ
る
た
め

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
こ
れ
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
も
の
に
参
加
し

た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
か
ら
、
少
し
く
ら
い
自
分
の
こ
と
を
犠
牲
に
し
て

も
活
動
を
す
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
み
ん
な
も
そ

れ
ぞ
れ
何
か
を
犠
牲
に
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
し
、
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そ
れ
が
苦
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
に
と
っ
て
は
苦
し
い
日
々
で
し
た
。
み
ん
な
は
誰
か

の
た
め
に
自
分
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
い
と
わ
な
い
優
し
い

心
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
私
は
他
人
の
た
め
に
自
分
を
犠
牲

に
で
き
な
い
非
情
な
人
間
な
の
だ
と
日
々
感
じ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
と
は
違
う
、
で
も
責
任
は
全
う
し
な
く
て
は
い
け
な

い
、
次
第
に
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
く
勉
強
。
ど
れ
も
中
途

半
端
な
自
分
が
悔
し
く
て
、
部
屋
に
帰
っ
て
一
人
泣
く
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
己
責
任
�
当
初
か

ら
言
わ
れ
て
い
た
こ
の
言
葉
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
る
、
誰

に
も
頼
れ
な
い
の
だ
と
い
う
不
安
や
、
帰
福
後
に
は
心
の
中

で
現
地
の
こ
と
を
思
っ
て
は
い
て
も
自
分
の
こ
と
を
優
先
さ

せ
て
い
る
罪
悪
感
も
加
わ
っ
て
、
普
段
の
生
活
に
戻
っ
て
も

な
お
、
私
に
と
っ
て
苦
し
い
時
間
が
続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
活
動
中
に
出
会
っ
た
多
く
の
方
々
の
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
１
号
車
の
メ
ン
バ
ー
は
陸
前
高
田
市
広
田
町
に
あ

る
佐
藤
さ
ん
宅
前
の
土
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
夏
場
で
あ
る
た
め
に
草
が
生
い
茂
り
、
そ
れ
ら
の
間

に
津
波
で
流
さ
れ
て
き
た
も
の
が
そ
こ
ら
中
に
あ
る
と
い
っ

た
状
態
で
し
た
。

私
た
ち
は
草
を
取
り
、
流
さ
れ
て
き
た
も
の
を
仕
分
け
し

ま
し
た
。
以
前
に
別
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
来
た
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
大
き
な
も
の
は
分
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
小
さ
な
も
の
や
、
お
そ
ら
く
津
波
で
運
ば
れ
て
き

た
砂
の
中
に
半
ば
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
な
ど
が
そ
こ
ら

中
に
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、

木
材
や
ガ
ラ
ス
な
ど
は
粉
々
に
な
っ
て
お
り
、
人
の
手
で
な

い
と
で
き
な
い
作
業
だ
と
思
い
ま
し
た
。
流
さ
れ
て
き
た
も

の
の
中
に
は
衣
類
や
食
器
、
調
理
道
具
、
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
、

人
の
暮
ら
し
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
以
前

こ
こ
に
人
の
暮
ら
し
が
確
か
に
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
な
ん
て
大
し
た
も

の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

来
た
人
た
ち
は
皆
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
て
、
び
っ
く
り
し

作業前に亡くなった方々に対し黙とうを捧げた。かつて民家があった場所には草が生い茂っていた。左端に見えるのが佐藤さん宅。２階部分にまで津波が押し寄せたという。
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た
し
感
心
さ
せ
ら
れ
た
�
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

実
際
に
、
私
た
ち
が
広
田
町
の
仕
事
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
か
ら
割
り
振
ら
れ
た
こ
と
は
、
広
田
町
の
方
々
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
も
ら
い
、
元
気
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
で
も
あ
る
の
だ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
方
も
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
そ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
高
校
を
卒
業
後
、
海
の
仕

事
に
就
き
、
人
生
の
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
海
と
共
に
過
ご
し

て
き
た
よ
う
で
し
た
。
何
カ
月
も
航
海
し
、
日
本
か
ら
遠
く

離
れ
た
国
々
の
港
を
訪
れ
た
そ
う
で
す
。
航
海
に
は
船
医
と

し
て
の
資
格
を
持
っ
た
人
が
必
要
で
、
内
科
、
外
科
を
は
じ

め
幅
広
い
知
識
が
必
要
と
な
る
そ
の
資
格
を
、
佐
藤
さ
ん
は

自
分
で
学
ん
で
取
得
し
た
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
大
学
へ
行
き
た
か
っ
た
と
も
つ
ぶ
や
い
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
ま
ず
は
自
分
自
身
の
た
め
に
も
家
族
の

た
め
に
も
働
く
必
要
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
皆
さ
ん
は
大

学
で
学
べ
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。
頑
張
っ
て
。」

そ
う
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
佐
藤
さ
ん
や
、
仮
設
住
宅
で
出

会
っ
た
人
た
ち
、
そ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
人
の
た
め
、
そ
し

て
自
分
自
身
の
た
め
に
も
私
た
ち
は
絶
え
ず
多
く
の
こ
と
を

学
ば
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
数
カ
月
間
、
多
く
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
数

カ
月
が
自
分
の
人
生
の
中
で
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
高
過
ぎ
る
ヒ
ー
ル

を
履
い
て
も
全
力
疾
走
で
き
ず
に
転
ん
だ
り
つ
ま
ず
い
た
り

す
る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
今
あ
る
姿
よ
り
上

を
目
指
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、
少
し
く
ら
い
背
伸
び
を
す
る

こ
と
も
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

は
き
っ
と
努
力
や
痛
み
が
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
、
そ
の
分
今
ま

で
よ
り
少
し
違
っ
た
自
分
や
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
感
じ
ま
す
。
も
し
そ
れ
が
思
っ
た
も
の
と
違
っ

て
も
、
自
分
に
合
う
や
り
方
を
探
し
た
り
ア
イ
デ
ア
を
考
え

た
り
す
る
こ
と
も
成
長
へ
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
も
の
を
重
く
考

え
過
ぎ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
稿
を
執
筆
す
る
中
で
、

活
動
中
の
写
真
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
写
真

の
中
の
仲
間
た
ち
は
皆
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、

自
分
の
表
情
が
硬
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
特
に
陸
前

高
田
市
で
撮
ら
れ
た
写
真
は
、
人
が
亡
く
な
っ
た
場
所
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
笑
う
こ
と
も
た
め
ら
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

写
真
の
皆
の
表
情
を
見
て
、
自
然
に
い
つ
も
の
自
分
で
活
動

す
れ
ば
良
か
っ
た
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
分
が
そ
れ
を
や
り
た
い
と
考
え
た
か

ら
こ
そ
一
生
懸
命
に
や
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
誰
か
に

や
れ
と
言
わ
れ
て
や
る
こ
と
で
も
な
い
し
、
押
し
つ
け
の
よ

う
に
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
誰
か
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い

と
思
っ
た
時
、
自
然
に
な
さ
れ
る
活
動
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

な
の
で
い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
が
あ
る
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
も
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い

と
今
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
こ
と
を
し
て
迷
惑
に
な
る
こ
と
も
あ

る
、
こ
れ
は
私
が
今
回
の
活
動
に
当
た
る
前
に
言
わ
れ
た
こ

防波堤は一部が崩れ、樹木は塩害で変色していた。佐藤さんは人が流されていく様子をただ茫然
と見ていることしかできなかったと語ってくれた。
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「
な
な
く
ま
元
気
に
す
る
っ
隊
」活
動
報
告

法
学
部
法
律
学
科
２
年
次
生

永
石
琴
乃

と
で
す
。
し
か
し
、
自
分
の
限
界
を
超
え
て
ま
で
無
理
に
や

ろ
う
と
し
て
も
自
分
が
苦
し
い
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
も
学
び

ま
し
た
。
自
分
を
殺
す
の
で
は
な
く
自
分
ら
し
さ
と
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
、
そ
し
て
周
囲
と
支
え
合
い
な
が
ら
自
然

に
歩
ん
で
い
け
ば
い
い
の
だ
と
思
え
た
ら
、
今
ま
で
よ
り
も

少
し
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
生
き
て
い

け
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
今
回
の
活
動
と
、
周
囲
の
人
々
や
仲
間
に
心
か
ら
感
謝

お

し
、
筆
を
擱
き
ま
す
。

※
東
日
本
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
福
岡
大
学
派
遣
隊
」

２
０
１
１
年
８
月
２１
日
（
日
）
か
ら
８
月
２５
日
（
木
）
ま
で
の
５

日
間
、
本
学
学
生
お
よ
び
教
職
員
１
０
４
人
が
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
（
陸
前
高
田
市
）、
宮
城
県
（
気
仙
沼
大
島
、

石
巻
市
、
南
三
陸
町
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
被
災
家
屋
内
の

清
掃
、
瓦
礫
の
撤
去
、
除
草
作
業
）
に
取
り
組
ん
だ
。
２４
日
（
水
）

に
は
、
現
地
の
石
巻
専
修
大
学
の
学
生
と
の
交
流
も
行
っ
た
。

犯
罪
の
認
知
件
数
は
警
察
の
検
挙
・
抑
止
活
動
の
成
果
が

表
れ
、
２
０
０
２
年
度
の
ピ
ー
ク
を
境
に
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
市
民
の
中
に
も
「
安
全
・
安
心
」
が
強
く
意
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
防
犯
対
策
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
認
識
か
ら
、
全
国
の
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に

防
犯
組
織
が
結
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
全
国
的
に
防
犯
組
織

は
増
え
て
い
ま
す
が
、
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
問

題
を
抱
え
て
い
る
団
体
も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
防
犯

活
動
を
行
っ
て
い
る
主
な
世
代
が
、
６０
歳
代
と
い
う
団
体
が

多
く
、
構
成
員
の
負
担
が
大
き
い
と
い
う
の
も
一
つ
の
理
由

の
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
、
大
学
生
を
中
心
と
し
た
若
い

世
代
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
よ
る
防
犯
活
動
の

促
進
を
図
り
、
さ
ら
に
「
安
全
・
安
心
」
な
社
会
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
で
警
察
庁
が
行
う
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業
が
２
０
１
０
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
支
援
事
業
で
は
４７
都
道
府
県
で
各
１
団
体
が
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
選
ば
れ
、
活
動
物
資
の
提
供
や
防
犯
活
動
実
施
に

つ
い
て
各
種
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
支
援
に
福
岡
県
の

モ
デ
ル
団
体
と
し
て
福
岡
大
学
が
選
ば
れ
、
私
た
ち
「
な
な

く
ま
元
気
に
す
る
っ
隊
」
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年

６
月
２６
日（
土
）発
足
式
が
行
わ
れ
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
本
稿
で
は
、「
な
な
く
ま
元
気
に
す
る
っ
隊
」
発

足
後
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

福
岡
大
学
内
に
は
、
障
が
い
者
支
援
や
児
童
福
祉
等
を

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
既
に
あ
り
ま
し
た
が
、

「
防
犯
」
に
主
点
を
置
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
私
た
ち

の
団
体
が
初
め
て
で
し
た
。
私
は
、
高
校
生
の
時
に
学
校
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
程
度
で
ほ
と

ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
初
め
て
で
し
た
が
、
発
足
時
に

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
２
年
目
か
ら
は
代
表
に
就
任

し
ま
し
た
。

発
足
に
向
け
て
の
準
備
段
階
の
過
程
で
は
、
隊
員
が
集
ま

る
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
最
も
不
安
な
点
で
し
た
。
し
か
し
、

学
内
で
広
報
を
す
る
と
反
応
が
よ
く
、
今
ま
で
何
ら
か
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
や
こ
れ
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
み
た
い
と
い
う
人
が
学
部
・
学
年
を
越

え
て
集
ま
り
ま
し
た
。
特
に
「
防
犯
」
と
い
う
点
か
ら
将
来
、

警
察
官
を
志
望
す
る
人
が
多
く
集
ま
り
、最
終
的
に
６４
人（
２

０
１
０
年
６
月
時
点
）
集
ま
り
ま
し
た
。
防
犯
活
動
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
で
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
福
岡
大
学
が
あ
る
七
隈
の
名
前
を
入
れ
、
学
生

と
地
域
の
連
携
の
架
け
橋
に
な
っ
て
元
気
の
あ
る
学
生
の
力

を
地
域
に
生
か
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、「
な
な
く
ま
元

気
に
す
る
っ
隊
」
と
い
う
団
体
名
を
付
け
ま
し
た
。
隊
に
は

博
多
弁
の
「
〜
た
い
」
も
掛
け
て
い
ま
す
。

最
初
は
皆
、「
防
犯
」
に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
知
識
が
な
い

状
態
で
し
た
の
で「
で
き
る
と
き
に
で
き
る
こ
と
を
」を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
地
域
と
連
携
し
て
活
動
し
て
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い
こ
う
と
決
め
た
も
の
の
、
多
く
の
学
生
が
福
岡
大
学
周
辺

に
下
宿
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
の
方
と
の
交
流

は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
し
た
。
地
域
と
の
連
携
に
は
、
ま

ず
学
生
で
あ
る
私
た
ち
が
地
域
の
こ
と
を
知
ら
な
く
て
は
と

思
い
、
地
域
調
査
を
兼
ね
て
２
０
１
０
年
７
月
か
ら
地
域
清

掃
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
七
隈
校
区
を
中
心
に
福

岡
大
学
周
辺
の
清
掃
を
し
て
い
る
と
、
住
民
の
方
か
ら
声
を

掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
感
謝
の
言
葉
を
多
く
頂
き
ま
し

た
。
同
時
に
、
地
域
清
掃
活
動
を
定
期
的
に
行
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
も
多
く
頂
き
ま
し
た
。
学
生
だ
け
で
月
１
回
程

度
行
っ
て
い
た
清
掃
活
動
で
す
が
、
現
在
は
地
域
の
方
と
協

働
で
行
う
清
掃
活
動
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
が
私
た
ち
の
課
題

で
、
そ
の
解
決
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
う
ち
に
地
域
の

方
々
と
の
交
流
が
自
然
に
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
中

で
、
大
学
生
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
く

だ
さ
る
方
が
多
く
お
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
福
岡

大
学
の
周
辺
地
域
の
自
治
会
は
防
犯
に
力
を
入
れ
て
い
る
も

の
が
多
く
、
大
学
生
も
ぜ
ひ
自
治
会
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
を
多
く
頂
き
ま
し
た
。

自
治
会
で
は
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
、
私
た

ち
の
団
体
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
何
度
も
参
加
し

て
い
る
学
生
の
中
に
は
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
が
徐
々
に

深
ま
り
、
自
主
的
に
地
域
の
お
祭
り
な
ど
に
参
加
し
て
い
る

学
生
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
加
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

方
と
協
力
し
て
、
小
学
生
の
安
全
教
室
の
指
導
補
佐
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
子
ど
も
の
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
警
察

ブ
ー
ス
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
警
察
Ｏ
Ｂ
の
方
と
防

犯
教
室
を
行
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
活
動
の
中
で
、
警
察
の
方
か
ら
福
岡
大
学
周

辺
は
二
輪
車
の
盗
難
が
多
く
、
福
岡
大
学
生
の
被
害
が
多
い

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
現
状
を
改

善
す
る
た
め
に
、
学
生
を
対
象
に
「
二
輪
車
盗
難
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
福
岡
市
の
性
犯
罪
の
認
知
件
数
が
２
０
１
０
年
度

の
人
口
千
人
当
た
り
で
、
全
国
１９
政
令
指
定
都
市
中
３
番
目

に
多
い
と
い
う
深
刻
な
状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
現
状
を
改

善
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
推
進
事
業
の
検
討
委
員
会
委
員
と

し
て
私
た
ち
の
団
体
か
ら
代
表
者
が
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、

「
性
犯
罪
防
止
活
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
学
内
で
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
は
今
後
も
継
続
し
て
い

く
予
定
で
す
。

「
な
な
く
ま
元
気
に
す
る
っ
隊
」
は
「
防
犯
」
を
主
軸
に

活
動
し
て
い
ま
す
が
、「
防
犯
は
連
携
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
」
と
活
動
を
通
し
て
感
じ
ま
し
た
。
連
携
の
た
め
に
は
そ

の
相
手
で
あ
る
、
地
域
や
各
種
団
体
の
協
力
が
必
要
で
、
そ

う
い
っ
た
方
々
と
の
交
流
が
連
携
を
円
滑
に
す
る
に
は
非
常

に
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
県
や
県
警
等
主
催
で
行
わ
れ
る

交
流
会
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
他
団
体
と
の
交
流
を
密
に

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
地
域
と
の
連
携
を
重
視
し
て
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
他
大
学
や
専
門
学
校
に
も
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
あ
り
、
現
在
は
こ
ち
ら
と
の
連
携
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
同
世
代
と
の
連
携
を
深
め
、
協
働
し
て
い
く
こ
と

「二輪車盗難防止キャンペーン」で二重ロックを呼び掛ける札を一台一台に付け
ている様子（２０１１年５月１９日）
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未
来
へ
の
第
一
歩

福
岡
大
学
附
属
大
濠
中
学
校
１
年
生

�
尾
彩
瑛
子

を
目
的
に
２
０
１
１
年
６
月
に
「
Ａ
Ｃ
Ｔ
」
と
い
う
連
盟
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。
Ａ
Ｃ
Ｔ
と
は
�A

rch
O

f
C

ollege

Team

�
の
略
称
で
学
校
間
の
つ
な
が
り
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
福
岡
大
学
の
ほ
か
に
福
岡
工
業
大
学
、

九
州
産
業
大
学
、
麻
生
公
務
員
専
門
学
校
の
計
４
校
が
所
属

し
て
い
ま
す
（
２
０
１
１
年
１０
月
現
在
）。
発
足
し
て
間
も

な
い
で
す
が
、
２
０
１
１
年
６
月
か
ら
協
働
で
天
神
大
名
地

区
の
落
書
き
消
し
を
月
１
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｃ
Ｔ

の
活
動
後
は
各
団
体
に
共
通
す
る
問
題
を
加
盟
し
て
い
る
団

体
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
問
題
の
解
決
に
向
け
話
し
合
い

の
機
会
を
持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
末
に
は
北

部
九
州
の
学
生
防
犯
団
体
を
集
め
た
「
北
部
九
州
学
生
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、
学
校
間
で
の
学
生

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
多
様
な
要
望
が
あ
る
中
、
そ
れ
に

応
え
て
大
学
生
が
防
犯
活
動
に
参
加
し
て
い
る
事
例
は
非
常

に
少
な
い
た
め
、
実
際
に
活
動
を
し
て
い
る
と
反
響
が
大
き

い
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
防
犯
活
動
の
効
果
は

す
ぐ
に
表
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
活
動
を
継
続
さ
せ
る

の
が
非
常
に
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
も
大

学
で
の
勉
強
の
ほ
か
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
忙
し
い
人
も
多

く
、
就
職
活
動
が
始
ま
る
と
、
ま
す
ま
す
継
続
し
て
参
加
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
同
世
代
だ
け
で
な
く
幅

広
い
世
代
、
職
種
の
方
と
交
流
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
か
ら
積
極

的
に
動
く
こ
と
も
こ
の
活
動
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
当
初
は
、
活
動
に
多
く
の
学
生
が

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
活
動
を
継
続
す
る
中
で
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
心
を
込
め
て
一
つ
ひ
と
つ
の
活
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
本
当
に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で

本
当
の
絆
が
で
き
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
今
後
も
「
で

き
る
と
き
に
で
き
る
こ
と
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

緑
あ
ふ
れ
る
大
濠
公
園
。
そ
の
隣
に
あ
る
、
凛
と
し
た
た

た
ず
ま
い
の
福
岡
大
学
附
属
大
濠
中
学
校
・
高
等
学
校
。
私

は
、
中
学
校
の
女
子
第
一
期
生
と
し
て
入
学
し
た
。
私
は
、

期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
足
ど
り
で
校
門
を
く
ぐ
っ
た
。

私
は
、
こ
の
門
を
く
ぐ
る
た
め
に
生
ま
れ
て
初
め
て
受
験

勉
強
を
し
た
。
塾
に
入
っ
た
の
は
、
小
学
３
年
生
か
ら
だ
っ

た
。
だ
が
、「
受
験
」
と
か
「
志
望
校
合
格
」
と
か
、
そ
う

い
う
言
葉
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
小
学
５
年
生

の
後
半
ご
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
。

考
え
て
も
い
な
か
っ
た
「
受
験
」
は
、
話
で
聞
く
よ
り
も

大
変
だ
っ
た
。
ま
ず
、
放
課
後
の
過
ご
し
方
が
変
わ
っ
て
き

た
。
徐
々
に
遊
ぶ
こ
と
を
控
え
、
勉
強
と
向
き
合
う
日
々
が

増
え
て
い
っ
た
。

本
格
的
に
受
験
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
小
学
６
年
生

の
夏
期
講
習
。
こ
の
日
の
社
会
の
授
業
で
、
私
は
大
き
な
影

響
を
受
け
た
。
授
業
の
題
は
『
国
際
連
合
と
世
界
の
平
和
』

で
あ
っ
た
。
こ
の
日
か
ら
私
は
将
来
、
国
際
連
合
（
以
下
、

「
国
連
」
と
言
う
。）
の
職
員
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ

た
。私

は
、
国
連
の
「
人
種
も
国
境
も
全
て
を
超
え
て
、
全
て

の
人
々
の
た
め
に
機
会
と
正
義
を
強
化
し
、
よ
り
健
康
的
で

安
定
し
た
世
界
を
作
り
上
げ
る
」、「
世
界
の
平
和
と
秩
序
を

守
る
」
と
い
う
考
え
に
憧
れ
た
。
ま
た
、
国
と
い
う
殻
に
閉

じ
こ
も
ら
ず
、「
全
て
」
を
超
え
る
こ
と
で
、
世
界
の
平
和

に
よ
り
貢
献
で
き
る
と
も
考
え
た
。

私
は
、
小
学
１
年
生
の
時
に
見
た
、
漢
字
の
練
習
ノ
ー
ト

の
裏
表
紙
を
思
い
出
し
た
。「
国
連
と
ユ
ニ
セ
フ
の
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
あ
の
時
は
幼
心
に

も
、
す
ご
い
と
思
っ
た
の
だ
っ
た
。
今
考
え
て
み
れ
ば
、
昔

か
ら
国
連
の
職
員
に
な
り
た
か
っ
た
の
だ
と
分
か
る
。
な
ぜ
、

そ
こ
ま
で
心
に
残
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
今
で
も
よ
く
分
か
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ら
な
い
。

数
日
間
、そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
。ふ
と
カ
レ
ン
ダ
ー

を
見
れ
ば
、
こ
の
日
は
８
月
６
日
、
広
島
に
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
た
日
で
あ
っ
た
。
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
、
平
和
記

念
式
典
の
様
子
が
流
れ
て
く
る
。
そ
し
て
、
国
連
の
事
務
総

長
潘
基
文
氏
の
ス
ピ
ー
チ
。
私
が
憧
れ
る
国
連
の
最
高
責
任

者
で
あ
る
彼
の
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
願
う
言
葉
は
、
私
の
心

に
深
く
残
り
、
国
連
の
職
員
に
な
ろ
う
と
い
う
夢
へ
の
執
着

心
は
、
一
層
強
い
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
日
か
ら
私
は
、
何
故
戦
争
を
続
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
、

あ
ら
た
め
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
う
者
た
ち
は
彼
ら

な
り
の
正
義
を
持
ち
、
そ
の
名
の
も
と
に
戦
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
彼
ら
を
止
め
る
の
が
国
連
の
役
割
で
あ
り
、
そ
れ
を
可

能
に
で
き
る
の
も
国
連
な
の
だ
、
と
思
っ
た
。
こ
こ
で
戦
わ

ず
に
、
平
和
的
に
解
決
す
る
力
が
な
い
の
な
ら
、
国
連
な
ど

た
だ
の
飾
り
物
に
な
っ
て
し
ま
う
。

先
日
、
ニ
ュ
ー
ス
で
、
テ
ロ
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
た
。
自

爆
テ
ロ
で
、
３０
人
以
上
の
国
連
職
員
が
犠
牲
に
な
っ
た
そ
う

だ
。
調
べ
て
み
る
と
、
国
連
職
員
は
テ
ロ
組
織
な
ど
に
ひ
ん

ぱ
ん
に
狙
わ
れ
る
そ
う
だ
。
給
与
も
多
く
は
な
く
、
職
員
に

な
る
た
め
に
必
要
な
条
件
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
英
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
ほ
か
に
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ア

ラ
ビ
ア
語
な
ど
も
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
上
に
命
の

危
険
ま
で
あ
る
と
く
れ
ば
、
職
員
数
が
少
な
く
て
も
仕
方
が

な
い
。
職
員
数
は
国
連
事
務
局
で
８
、７
０
０
人
程
度
、
国

連
の
関
連
機
関
全
体
で
６
万
４
、７
０
０
人
程
度
で
あ
り
、

全
て
合
わ
せ
て
も
世
界
的
な
活
動
を
す
る
機
関
と
し
て
は
、

極
め
て
少
な
い
人
数
と
な
っ
て
い
る
。
ど
れ
だ
け
少
な
い
か

と
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
公
務
員
の
数
や
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
公
務

員
数
、
さ
ら
に
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー

ル
ド
が
雇
用
し
て
い
る
人
員
数
を
大
き
く
下
回
る
人
数
と
い

う
具
合
と
な
る
。
１
９
９
２
年
以
降
、
１
６
１
人
も
の
職
員

が
死
亡
し
た
ほ
か
、
１
１
７
人
の
職
員
が
人
質
に
と
ら
れ
る

な
ど
の
事
件
も
起
こ
り
、
１
９
４
８
年
以
降
、
１
、５
８
０

人
以
上
も
の
軍
事
、
文
民
要
員
が
命
を
失
っ
て
い
る
。
最
近

は
国
連
職
員
へ
の
攻
撃
が
過
激
に
な
り
、
国
連
は
常
時
人
員

を
募
集
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
よ
う
だ
。
こ

の
厳
し
い
現
実
を
受
け
入
れ
て
も
な
お
、
私
は
国
連
の
職
員

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

私
に
は
、
こ
の
学
校
の
校
舎
の
中
で
好
き
な
場
所
が
あ
る
。

そ
れ
は
視
聴
覚
室
だ
。
以
前
、
校
長
先
生
が
「
こ
の
視
聴
覚

室
は
、
大
濠
公
園
、
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
世
界
へ
広
が
る
よ
う

な
向
き
に
な
っ
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
巨
大
な

ガ
ラ
ス
越
し
に
大
濠
公
園
が
見
え
る
。
そ
の
向
こ
う
に
ア
ジ

ア
が
、
そ
し
て
世
界
が
、
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
広
が
っ

て
い
る
。
こ
の
学
校
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
い
て
い
き
た
い
と

思
わ
せ
て
く
れ
る
こ
の
部
屋
に
来
る
と
、
あ
ら
た
め
て
こ
の

学
校
に
入
学
で
き
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
の
だ
。
校
長
先
生

の
話
と
、
視
聴
覚
室
か
ら
の
景
色
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。

小
学
校
の
時
と
違
い
、
英
語
、
数
学
と
新
し
い
科
目
が
授

業
に
登
場
し
た
。
特
に
英
語
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

習
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
苦
戦
し
て
い
る
。

だ
が
、
最
初
は
模
様
や
文
字
の
羅
列
に
し
か
見
え
な
か
っ
た

の
に
、
言
葉
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
の
で
、
英
語
と
い
う
科
目
に
対
す
る
苦
手
意
識
が
薄

れ
て
き
た
と
思
う
。
町
中
を
歩
く
時
に
英
語
を
探
し
、
見
つ

け
て
は
読
む
と
い
う
動
作
を
無
意
識
の
う
ち
に
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
初
め
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
時
の
喜
び
は
、

今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
の
喜
び
を
、
英
語
が
教
え
て
く
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
英
語
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
う
。
私
の
夢
の
実
現

の
た
め
に
も
、
大
切
な
こ
と
だ
か
ら
だ
。

た
く
さ
ん
の
先
生
方
が
、
私
た
ち
に
「
日
本
に
限
ら
ず
世

界
へ
」「
君
た
ち
に
大
濠
中
学
校
の
歴
史
を
、
新
た
に
作
り

出
し
て
ほ
し
い
」「
大
濠
中
学
校
か
ら
羽
ば
た
い
て
」
な
ど

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
の
学
校
の
男

女
共
学
第
一
期
生
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ゆ
え
の
期
待
も
大
き

い
と
思
う
。
先
生
た
ち
か
ら
期
待
の
言
葉
を
も
ら
う
た
び
、

そ
れ
に
応
え
な
け
れ
ば
と
思
う
の
だ
。

男
子
校
と
し
て
歴
史
が
あ
る
福
岡
大
学
附
属
大
濠
中
学
校
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多
く
の「
鍵
」を
見
出
し
て

福
岡
大
学
附
属
若
葉
高
等
学
校
１
年
生

山
田
望
月

に
最
初
の
女
子
生
徒
と
し
て
入
学
で
き
た
こ
と
を
、
私
は
と

て
も
光
栄
に
思
っ
て
い
る
。
こ
の
学
校
の
新
た
な
歴
史
の
幕

開
け
と
同
時
に
走
り
出
し
た
私
た
ち
。
同
じ
受
験
と
い
う
道

を
進
ん
で
き
た
新
た
な
仲
間
た
ち
と
の
出
会
い
は
、
と
て
も

新
鮮
だ
っ
た
。仲
間
た
ち
と
共
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ

て
走
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

大
き
な
夢
も
、
身
近
な
所
か
ら
。
少
し
で
も
世
の
中
の
こ

と
を
知
れ
る
よ
う
に
、
世
の
中
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
と
思

い
、
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
に
入
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

は
、
先
日
の
文
化
祭
で
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
方
々

へ
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
�
お
手
紙
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
�
に
参
加
し
た
。
多
く
の
方
の
協
力
の
お
か
げ
で
９２
枚
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
ま
だ
１２

歳
だ
が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
で
被
災
者
の
方
々
の
役
に
立

ち
た
か
っ
た
。

私
は
、
今
も
こ
れ
か
ら
も
人
の
為
に
行
動
を
起
こ
し
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
人
間
と
し
て
喜

び
を
感
じ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

世
界
に
は
、
将
来
を
夢
見
る
ど
こ
ろ
か
、
明
日
を
も
し
れ

な
い
命
の
、
私
と
同
じ
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
。
し

か
し
、
私
は
平
和
な
場
所
で
、
生
活
に
困
る
こ
と
も
な
く
、

将
来
を
夢
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
、
自
分
の
置
か
れ
て

い
る
環
境
を
幸
せ
に
思
い
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
や

家
族
に
感
謝
し
て
、
未
来
に
向
か
っ
て
走
り
続
け
て
い
き
た

い
。中

学
三
年
生
だ
っ
た
昨
年
の
夏
、
私
は
な
か
な
か
進
路
を

決
め
ら
れ
ず
迷
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
、
ふ
と
目
に
入
っ

た
の
が
こ
の
福
岡
大
学
附
属
若
葉
高
等
学
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
だ
っ
た
。
女
子
校
だ
と
い
う
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
た
が
、

ひ

何
か
が
私
を
惹
き
つ
け
た
。
今
思
え
ば
そ
れ
は
、
こ
の
若
葉

高
校
で
、
わ
た
し
が
こ
れ
か
ら
進
ん
で
い
く
べ
き
道
へ
の
鍵

を
見
出
し
て
い
く
こ
と
へ
の
予
感
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
そ
の
時
に
は
、
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
は
っ
き
り
し
た

目
標
も
持
た
ず
、
受
験
を
決
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
受

験
当
日
ま
で
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
、
受
験
前
日
、
と

て
も
緊
張
し
た
こ
と
く
ら
い
し
か
覚
え
て
い
な
い
。

そ
ん
な
い
き
さ
つ
の
受
験
だ
っ
た
た
め
か
、
合
格
通
知
が

届
い
た
と
き
も
「
高
校
生
に
な
る
」
と
い
う
実
感
が
全
く
な

く
、
自
分
の
高
校
生
像
も
想
像
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
特

別
進
学
コ
ー
ス
の
ス
ー
パ
ー
特
進
ク
ラ
ス
に
合
格
で
き
た
こ

と
で
、
漠
然
と
「
学
習
に
が
ん
ば
る
自
分
」
を
想
像
し
た
程

度
だ
っ
た
。
２
０
１
１
年
４
月
９
日
、
私
は
若
葉
高
校
に
二

期
生
と
し
て
入
学
し
た
。
百
年
を
越
え
る
歴
史
を
持
つ
学
校
。

「
若
葉
高
校
」
と
な
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
ば
か

り
の
学
校
。
私
た
ち
の
入
学
で
ス
ー
パ
ー
特
進
ク
ラ
ス
が

や
っ
と
三
学
年
そ
ろ
っ
た
、
躍
進
を
目
指
す
学
校
。
し
か
し

明
確
な
目
標
が
な
く
、
期
待
よ
り
も
不
安
の
方
が
大
き
か
っ

た
私
の
心
は
、
中
学
校
か
ら
の
環
境
の
変
化
に
戸
惑
う
こ
と

ば
か
り
だ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
行
わ
れ
た
入
学
後
す
ぐ
の
実
力
テ
ス
ト
の
日
、

私
は
全
く
解
け
な
か
っ
た
が
、「
み
ん
な
こ
れ
く
ら
い
だ
ろ

う
」
と
油
断
し
て
い
た
。
し
か
し
、
結
果
は
最
悪
だ
っ
た
。

こ
れ
が
、
勉
強
面
で
自
分
の
未
来
へ
と
続
く
道
に
大
き
な
扉

を
感
じ
た
最
初
の
瞬
間
だ
っ
た
。
自
分
が
入
っ
た
ク
ラ
ス
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
痛
感
し
た
。
中
学
生
の
こ
ろ
、
塾
以
外
に

家
で
勉
強
す
る
こ
と
は
試
験
前
ぐ
ら
い
し
か
な
く
、
家
庭
学

習
の
習
慣
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

生
活
を
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
も
続
け
て
い
た
の
で
は
、
良

い
点
数
が
取
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。堅
固
な「
大
き
な
扉
」

を
実
感
し
、
私
は
今
ま
で
の
自
分
を
後
悔
し
、
こ
の
日
か
ら

変
わ
ろ
う
と
決
意
し
た
。
だ
が
今
ま
で
勉
強
す
る
習
慣
が
な

か
っ
た
た
め
、
何
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

ま
る
で
、
扉
に
鍵
穴
は
あ
る
の
だ
が
、
自
分
の
手
の
中
に
鍵

が
一
つ
も
な
い
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。

そ
こ
で
私
は
、
先
生
方
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
や
友
人
や

先
輩
か
ら
「
こ
う
し
た
ら
良
い
」
と
聞
い
た
こ
と
は
全
て
実
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践
し
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と

に
し
た
。
大
変
だ
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組
む

う
ち
に
、「
鍵
」
が
一
つ
ま
た
一
つ
と
姿
を
現
し
て
い
く
よ

う
だ
っ
た
。
早
朝
か
ら
課
外
授
業
が
あ
り
一
日
の
授
業
時
間

が
長
い
こ
と
、
そ
の
た
め
の
多
く
の
予
習
が
必
要
な
こ
と
な

ど
も
、「
高
校
生
ら
し
い
」
と
、
少
し
大
人
に
近
づ
い
た
よ

う
な
気
が
し
て
全
然
苦
で
は
な
く
、
む
し
ろ
う
れ
し
か
っ
た
。

そ
れ
が
当
た
り
前
の
毎
日
に
な
っ
て
い
く
中
、
高
校
生
の
忙

し
さ
が
よ
く
分
か
っ
て
も
き
た
。
入
学
前
は
部
活
動
に
入
り
、

勉
強
と
の
両
立
を
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
学
習

の
「
扉
」
を
開
く
鍵
を
見
出
す
ご
と
に
、
大
学
へ
行
き
、
よ

り
高
く
自
分
を
高
め
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な

り
、
今
は
と
も
か
く
勉
強
に
専
念
す
る
こ
と
に
気
持
ち
が
固

ま
っ
て
き
た
。

そ
う
し
て
、
高
校
入
学
後
二
度
目
の
テ
ス
ト
で
あ
り
、
最

初
の
定
期
考
査
で
も
あ
っ
た
中
間
考
査
で
、
私
は
こ
れ
ま
で

で
最
も
良
い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
の
進
み
行

く
前
に
立
ち
は
だ
か
る
扉
に
合
う
「
鍵
」
を
見
出
し
た
と
実

感
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。
扉
が
開
い
た
。
入
学
後
す
ぐ
の
実
力

ば
ん
か
い

テ
ス
ト
の
結
果
を
挽
回
し
よ
う
と
必
死
に
が
ん
ば
っ
た
自
分

の
努
力
が
報
わ
れ
た
よ
う
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
努

力
を
す
れ
ば
結
果
は
必
ず
つ
い
て
く
る
。
た
と
え
結
果
が
す

ぐ
出
な
く
と
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
思
え
た
。
同
時
に
、
先
生
方
を
は
じ
め
、
友
人
た
ち
と

い
っ
た
周
囲
の
、
自
分
を
高
め
る
環
境
と
し
て
の
確
か
さ
も

実
感
で
き
た
の
だ
。

さ
ら
に
、
こ
の
中
間
考
査
の
最
終
日
に
私
は
別
の
「
鍵
」

を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
、
福
岡
大
学
か
ら
お
越
し
に
な
っ
た

人
文
学
部
英
語
学
科
教
授
の
山
内
正
一
先
生
の
お
話
だ
っ
た
。

先
生
は
、
高
校
生
活
の
過
ご
し
方
と
は
、
す
な
わ
ち「
人
間
」

と
し
て
ど
う
生
き
よ
う
と
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

過
去
も
未
来
も
自
分
が
「
こ
う
な
り
た
い
」
と
思
う
気
持
ち

次
第
で
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
自
分
が
そ
の
日
そ
の

日
を
い
か
に
し
っ
か
り
と
生
き
る
か
で
「
今
」
が
輝
き
、
そ

れ
は
ま
た
自
分
だ
け
で
な
く
自
分
の
周
り
を
も
輝
か
す
こ
と

に
も
な
る
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
私
の
取
り
組

み
や
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
決
意
を
後
押
し
し
て
い
た
だ
け

た
よ
う
な
、
私
が
未
来
へ
と
進
ん
で
い
く
「
鍵
」
と
な
る
お

話
だ
っ
た
。
私
は
ま
だ
将
来
の
夢
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
け

れ
ど
も
若
葉
高
校
で
な
ら
見
つ
け
ら
れ
る
気
が
す
る
。
数
多

く
あ
る
福
岡
大
学
か
ら
の
出
張
講
義
も
、
夢
を
見
つ
け
る
た

め
の
鍵
と
な
る
。
今
は
自
分
の
将
来
の
幅
を
広
げ
る
た
め
の

下
積
み
の
時
期
だ
と
私
は
思
う
。
夢
を
見
つ
け
て
い
な
い
私

は
、
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
た
時
困
ら
な
い
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
の
「
鍵
」
を
用
意
し
て
お
く
べ
き
だ
。
そ
の
た
め

に
は
「
今
を
ど
う
生
き
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
日
々
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
力
と
な
っ
て
い

く
。
そ
れ
が
実
践
で
き
る
環
境
が
こ
こ
、
若
葉
高
校
に
は
十

分
あ
る
。
例
え
ば
放
課
後
に
大
学
生
が
自
習
室
で
あ
る
食
堂

に
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
来
て
く
れ
る
こ
と
。
大
学
生
は
近
く

に
居
て
そ
し
て
目
標
に
し
た
い
存
在
で
、
話
し
や
す
く
、
と

て
も
あ
り
が
た
い
存
在
だ
。

最
初
は
抵
抗
を
感
じ
て
い
た
女
子
校
も
、
女
性
同
士
気
兼

ね
な
く
語
り
合
え
て
、
今
で
は
む
し
ろ
女
子
校
で
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
昔
の
自
分
と
同
じ
よ
う
に
女
子
校
と
い
う

こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
人
た
ち
に
、
女
子
校
の
良
さ
、

そ
し
て
若
葉
高
校
の
良
さ
を
教
え
て
あ
げ
た
い
。
部
活
動
が

た
い
へ
ん
活
発
で
あ
り
、
一
方
放
課
後
の
食
堂
は
自
学
自
習

す
る
人
で
溢
れ
て
い
る
こ
と
。
先
輩
後
輩
関
係
な
く
仲
が
良

い
こ
と
。
生
徒
を
大
切
に
思
い
、
一
緒
に
な
っ
て
真
剣
に
考

え
て
く
だ
さ
る
先
生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
。
何
よ
り
、

時
に
は
笑
い
合
い
時
に
は
競
い
合
え
る
仲
間
が
い
る
こ
と
。

と
て
も
魅
力
的
な
学
校
だ
。
こ
ん
な
学
校
で
高
校
三
年
間
を

過
ご
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
踏
み
出
し
た
ば
か
り
の
私

た
ち
の
歩
み
の
中
、
こ
れ
か
ら
ど
れ
だ
け
の
生
き
る
「
鍵
」

を
見
つ
け
つ
つ
道
を
築
い
て
い
け
る
の
か
、
楽
し
み
で
な
ら

な
い
。
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「
会
計
専
門
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
設

商
学
部
教
授

中
川

誠
士

２
０
１
２
年
４
月
か
ら
商
学
部
・
商
学
部
第
二
部
で
「
会

計
専
門
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い

う
。）
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
会
計
学
学
習
の
実

践
的
側
面
を
強
化
す
る
た
め
に
外
部
の
専
門
学
校
と
提
携
し

た
点
で
、
商
学
部
・
商
学
部
第
二
部
に
と
っ
て
は
お
そ
ら
く

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概

要
か
ら
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
計
専
門
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
言
で
説
明
す
る
な
ら
ば
、「
会
計

学
的
素
質
に
優
れ
る
学
生
を
入
試
時
と
入
学
後
に
選
抜
し
、

学
部
の
伝
統
的
な
理
論
的
会
計
学
に
公
認
会
計
士
・
税
理
士

受
験
専
門
学
校
が
提
供
す
る
実
践
的
授
業
を
組
み
合
わ
せ
た

特
訓
コ
ー
ス
を
学
習
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
ま
た
は
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
優
秀
な
職
業
会
計
人
を

育
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

募
集
人
員
は
４５
人
で
、こ
の
う
ち
２０
人
を
入
試
を
通
じ
て（
商

学
部
第
二
部
５
人
、
商
学
部
経
営
学
科
１５
人
）、
２５
人
を
入

学
後
に
実
施
さ
れ
る
選
抜
試
験
を
通
じ
て
（
商
学
部
第
二
部

５
人
、
商
学
部
３
学
科
２０
人
）
募
集
し
ま
す
。
合
格
者
は
、

商
学
部
の
指
定
さ
れ
た
会
計
学
関
連
科
目
と
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

１
〜
４
年
次
に
履
修
し
つ
つ
（
所
定
単
位
を
修
得
し
な
け
れ

ば
受
講
資
格
を
失
い
ま
す
）、
こ
れ
に
並
行
し
て
１
年
次
末

よ
り
専
門
学
校
に
よ
る
実
践
的
授
業
を
福
岡
大
学
内
の
教
室

に
お
い
て
夜
間
の
時
間
帯
に
受
講
し
ま
す
。
専
門
学
校
に
よ

る
授
業
は
、
３
年
次
に
学
生
が
公
認
会
計
士
試
験
を
受
験
す

る
時
点
で
い
っ
た
ん
完
了
し
ま
す
が
、
希
望
者
は
さ
ら
に
公

認
会
計
士
試
験
受
験
上
級
コ
ー
ス
あ
る
い
は
税
理
士
試
験
受

験
コ
ー
ス
を
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
受
講
者

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
在
籍
す
る
期
間
を
通
じ
て
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
担
任
の
専
属
教
員
（
公
認
会
計
士
試
験
の
合
格
者
）
か
ら

専
用
自
習
室
に
お
い
て
個
別
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
専
門
学
校
に
よ
る
授
業
に
関
す
る
受
講
費
用
は
、
大
学

が
負
担
し
ま
す
。

会
計
専
門
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
狙
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
学
生
が
卒
業
ま
で
に
公
認
会
計
士
試

験
に
合
格
す
る
こ
と
が
目�

標�

と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
特
定
の
職
業
的
資
格
の
取
得
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

至
上
命
令
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
と
し
て
こ
こ
で
強
調
し
て
お
く
べ
き
こ

と
は
、
学
生
に
あ
え
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
目
標
を
目
指
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
目
標
実
現
の
た
め
に
自
主
的
か
つ
計
画
的

に
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
会
計
学
領
域
で
の
一
定
の
能
力
の
修
得
を
足

掛
か
り
に
し
て
（
仮
に
公
認
会
計
士
試
験
に
は
合
格
で
き
な

か
っ
た
と
し
て
も
）、
隣
接
・
関
連
す
る
分
野
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
真
に
「
考
え
る
力
」
を
持
つ
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
生

は
３
年
次
に
公
認
会
計
士
試
験
に
合
格
し
な
か
っ
た
場
合
で

も
、
上
級
コ
ー
ス
あ
る
い
は
税
理
士
試
験
受
験
コ
ー
ス
の
さ

ら
な
る
選
択
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
中
小

企
業
診
断
士
や
国
税
専
門
官
等
の
受
験
、
あ
る
い
は
本
学
大

学
院
商
学
研
究
科
へ
の
進
学
（
特
別
推
薦
入
学
制
度
を
準
備

中
で
す
）
な
ど
に
向
け
て
学
習
を
継
続
す
る
よ
う
指
導
さ
れ

し
ん
し

ま
す
。
ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
生
の
勉
学
へ
の
真
摯
な
取
り

組
み
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
生
以
外
の
一
般
学
生
へ
波
及
す
る

効
果
も
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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強
調
す
べ
き
い
ま
一
つ
の
目
的
は
、
学
力
と
勉
学
意
欲
に

欠
け
る
学
生
を
大
学
教
育
に
順
応
で
き
る
水
準
ま
で
引
き
上

げ
る
こ
と
（
昨
今
こ
れ
も
大
学
教
育
に
お
け
る
重
要
な
課
題

で
は
あ
り
ま
す
が
）
よ
り
も
、
む
し
ろ
優
秀
な
学
生
の
能
力

を
さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
公
認
会
計
士
や
税
理

士
の
受
験
対
策
に
は
い
わ
ゆ
る
ダ
ブ
ル
・
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が

一
般
的
に
は
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
せ
っ
か
く
優
れ
た
資

質
を
持
ち
な
が
ら
経
済
的
理
由
ゆ
え
に
会
計
専
門
職
へ
の
道

を
断
念
す
る
学
生
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
い
て
専
門
学
校
に
よ
る
授
業
の
受
講
費
用
を
大
学
が
負

担
す
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
学
生
に
も
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
、

難
関
資
格
の
取
得
を
目
指
し
て
の
競
争
に
参
加
す
る
学
生
の

い
わ
ば
分
母
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
優
秀
な
学
生
層

全
体
が
さ
ら
に
向
上
す
る
可
能
性
を
高
め
る
た
め
で
あ
り
ま

す
。

会
計
専
門
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
置
ま
で
の
経
緯

以
上
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
商

学
部
の
長
束
航
教
授
が
数
年
来
温
め
て
き
た
ア
イ
デ
ア
に
そ

よ

の
多
く
を
拠
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
具
体
化
す
る
に

至
っ
た
直
接
的
契
機
は
、
２
０
１
０
年
２
月
２６
日
に
大
学
執

行
部
を
中
心
と
し
た
「
学
部
・
学
科
再
編
特
別
委
員
会
」
が

立
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
の
下
に
商
学
部
第
二
部
改
革
小
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
小
委
員
会
の
座
長
に
は

第
二
部
主
事
を
務
め
て
い
た
関
係
で
筆
者
が
指
名
さ
れ
、
メ

ン
バ
ー
に
は
、
商
学
部
の
川
上
義
明
教
授
（
当
時
学
部
長
）、

村
上
剛
人
教
授
、
福
山
博
文
教
授
、
山
本
和
人
教
授
、
長
束

航
准
教
授
（
当
時
）
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夜
間

の
時
間
帯
で
し
か
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
社
会
人
を
中
心
と

し
た
勤
労
学
生
に
対
す
る
「
教
育
の
質
」
を
維
持
す
る
と
と

も
に
、
商
学
部
第
二
部
の
「
新
し
い
魅
力
」
を
打
ち
出
す
た

め
に
、
そ
し
て
全
国
的
に
夜
間
学
部
が
次
々
と
廃
止
さ
れ
る

す
う
せ
い

趨
勢
の
中
で
伝
統
あ
る
商
学
部
第
二
部
を
存
続
さ
せ
る
だ

け
で
は
な
く
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
改
革
す
べ
き
こ

と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
が
メ
ン
バ
ー
全
員
の
共
有
す
る
問

題
意
識
で
あ
り
ま
し
た
。
６
回
の
小
委
員
会
を
経
て
商
学
部

第
二
部
の
入
学
定
員
の
３０
人
削
減
、
削
減
分
の
商
学
部
へ
の

振
り
替
え
、
商
学
部
と
第
二
部
の
学
生
を
対
象
と
し
た
会
計

専
門
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
置
を
柱
と
す
る
答
申
案
が
最
終
的

に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
案
は
９
月
１６
日
に
学
部
長
会
議
で

い
っ
た
ん
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
肝
心
要
の

商
学
部
で
ま
だ
正
式
に
提
案
さ
れ
て
お
ら
ず
、
次
に
議
論
の

場
は
商
学
部
教
授
会
に
移
り
ま
し
た
。
入
学
定
員
の
変
更
と

い
う
速
断
で
き
な
い
重
大
な
問
題
を
含
ん
で
お
り
ま
し
た
の

で
な
か
な
か
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
１０
月
１３
日
に
審
議
が
開

始
さ
れ
て
か
ら
合
意
に
至
る
ま
で
４
カ
月
を
要
し
ま
し
た
が
、

結
局
翌
年
１
月
２５
日
の
商
学
部
教
授
会
で
ほ
ぼ
原
案
通
り
の

形
で
（
商
学
部
第
二
部
の
入
学
定
員
の
削
減
数
は
３５
人
に
増

え
ま
し
た
）
承
認
さ
れ
、
さ
ら
に
３
月
１４
日
に
大
学
協
議
会

で
承
認
さ
れ
、
小
委
員
会
の
提
案
は
や
っ
と
日
の
目
を
見
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

商
学
部
・
商
学
部
第
二
部
の
専
門
教
育
と
会
計
専
門
職
プ

ロ
グ
ラ
ム

難
産
の
末
誕
生
し
た
と
い
っ
て
い
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り

ま
す
が
、
商
学
部
の
専
門
教
育
の
一
環
と
し
て
そ
れ
は
ど
の

よ
う
な
意
義
を
新
た
に
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
の

学
部
に
お
い
て
で
あ
れ
専
門
教
育
は
、
本
来
、
専
門
科
目
を

学
習
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
学
生
が
卒
業
後
に
職
業
生
活

を
営
ん
で
い
く
こ
と
に
必
要
な
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
、
つ

ま
り
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
の
一

つ
と
し
て
想
定
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
特
に
商
学

部
・
商
学
部
第
二
部
は
、
そ
の
原
点
で
あ
る
福
岡
高
等
商
業

学
校
が
「
九
州
中
最
も
活
気
あ
る
所
謂
北
九
州
の
地
に
此
種

（
高
等
商
業
）
学
校
の
設
け
な
き
は
…
真
に
遺
憾
の
極
な
り

と
す
。
…
福
岡
・
久
留
米
二
市
の
間
に
一
高
等
商
業
学
校
を

設
立
し
、
以
て
将
来
の
世
界
的
商
戦
に
対
応
す
る
に
資
せ
ん

と
す
」（
設
立
趣
意
書
『
福
岡
大
学
二
十
五
年
史
』、
３
・
４

ペ
ー
ジ
）
と
い
う
理
由
で
１
９
３
４
年
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
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職
業
に
必
要
な
専
門
的
知
識
・
技
能
な
ど 

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー 

各
職
業
の
内
容 

職
業
の
選
び
方 

労
働
者
の
権
利
等
、
必
要
な
基
礎
的
情
報 

各
職
業
の
賃
金
・
労
働
時
間
等
の
条
件 

就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ 

読
み
書
き
や
算
数
・
数
学
等
の
基
礎
学
力 

フ
リ
ー
タ
ー
や
無
業
者
の
リ
ス
ク 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
利
用
法 

先
輩
の
就
職
先 

そ
の
他 

教
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
な
い 

70 
60 
50 
40 
30 
20 
10 
0

正社員 
専門学校生 

求職者 無業者 

パート・アルバイト、派遣、請負 

に
み
ま
す
よ
う
に
、
ま
た
設
置
さ
れ
て
い
る
専
門
科
目
の
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
が
社
会
に
現
実
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
、
職
業
や
仕
事
を
切
り
取
っ
て
そ
の
学
問
的
対
象
と
し
て

い
る
こ
と
に
み
ま
す
よ
う
に
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
職

業
的
自
立
の
支
援
を
重
視
し
た
教
育
を
伝
統
的
に
行
っ
て
き

た
と
言
え
ま
す
。
と
は
い
え
、
講
義
に
お
い
て
、
理
論
的
側

面
が
偏
重
さ
れ
実
践
的
訓
練
に
ま
で
は
な
か
な
か
手
が
回
ら

な
い
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
傾

向
は
多
か
れ
少
な
か
れ
全
国
的
に
み
ら
れ
る
問
題
で
あ
り
、

近
年
文
部
科
学
省
が
教
育
と
就
職
と
の
関
係
を
よ
り
根
本
的

に
問
い
直
す
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
推
奨
し
て
い
る
の
も
そ

の
よ
う
な
問
題
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
て
養
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
能
力
に
つ
い
て
は
、「
学
士
力
」、「
社
会
人
基
礎
力
」

（
経
済
産
業
省
）、「
就
業
力
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
使

わ
れ
て
い
て
、
教
育
の
現
場
が
混
乱
さ
せ
ら
れ
て
い
る
面
も

な
い
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
教
育
の
現
場
に
身

を
置
く
立
場
か
ら
し
ま
す
と
、
社
会
人
基
礎
力
等
の
言
葉
に

込
め
ら
れ
て
い
る
「
勤
労
観
・
職
業
観
」
お
よ
び
「
汎
用
的
・

基
礎
的
能
力
」
の
育
成
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、

も
う
少
し
具
体
的
職
業
に
関
連
し
た
、
つ
ま
り
将
来
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
直
接
・
間
接
に
関
連
し
た
専�

門�

的�

な
知
識
や
技

能
の
養
成
に
つ
い
て
も
同
等
以
上
の
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
を
も
っ
て
そ
の
根
拠
と
し
よ
う
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
調
査
結

果
（
前
ペ
ー
ジ
図
、
参
照
）
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
能
力
の

大
学
に
お
け
る
養
成
に
対
す
る
潜
在
的
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
商
学
部
・
商
学
部
第
二
部
の
伝
統

的
な
理
論
的
会
計
学
と
専
門
学
校
が
提
供
す
る
実
践
的
授
業

を
組
み
合
わ
せ
た
特
訓
コ
ー
ス
を
学
生
に
学
習
さ
せ
、
在
学

中
に
会
計
専
門
職
に
か
か
わ
る
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
目

標
と
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
叶
わ
な
い
場
合
に
も
そ
こ

で
の
集
中
的
学
習
を
足
掛
か
り
に
し
て
学
生
が
柔
軟
に
隣
接

す
る
分
野
へ
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
に
よ

り
、
学
生
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
強

く
意
図
し
た
会
計
専
門
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
商
学
部
・
商
学

部
第
二
部
の
専
門
教
育
の
あ
り
方
を
、
そ
の
原
点
に
立
ち

返
っ
て
と
ら
え
直
そ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
広
い
意
味
で
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
方
向
性
に
お
い
て
も
と
ら
え
直
そ
う
と
す

る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

誕
生
し
た
ば
か
り
の
会
計
専
門
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
こ
れ
か

ら
順
調
に
成
育
し
、
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
よ
う
な
目
的
を

達
成
で
き
ま
す
よ
う
、
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

図 学校生活を通じてもっと教えて欲しかったこと（複数回答）

資料出所 �UFJ総合研究所「若年者のキャリア形成に関する実態調査」（２００４年厚生労働省委託調査）

（出典）『平成２０年版 労働経済の分析』
http://wwwhakusyo.mhlw.go.jp/wpdocs/hpaa200801/b0081.html、
アクセス日：２０１１年１１月２１日。
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学校法人福岡大学は、外部評価の一環として、株式会社格付投資情報センター
（R&I）から、今年度で８回目となる格付け評価を受けました。その結果、昨年
に引き続き発行体格付け「AA－（方向性は安定的）」を維持しました。「AA－」
は、２１段階ある格付けの上から４番目の高い評価であり、本学の歴史や伝統、健
全な財政運営に基づいた教育・研究・医療におけるさまざまな取り組みが総合的
に高く評価されたものです。
格付け取得の目的は、学校法人福岡大学の信用力を自ら確認し、教育・研究・
医療活動の維持・向上につなげることにありました。今後は、この評価結果を下
記のように活用していきたいと考えています。

１．学校法人福岡大学の信用力、財務の健全性、将来性を判断する指標として、
学生・生徒、保護者、卒業生、受験生などに開示し、ブランド力の向上に生
かす。
２．信頼度の高い第三者による評価結果を、時代や社会の期待に応える学園づ
くりに生かす。

本学は、今後も教学と経営の一層の充実に努め、教育力の高い魅力ある学園づ
くりを目指します。

大学基準協会の定める「大学基準」に「適合」（平成２１年３月２３日付）

学校教育法により、大学はその教育研究水準の向上に資するため、教育研究、
組織運営および施設設備の総合的な状況に関し、７年以内ごとに、文部科学大臣
が認証する評価機関（認証評価機関）の実施する評価を受けることが義務付けら
れています。
そこで、本学は、２００７（平成１９）年度に実施した自己点検・評価活動に基づき、
平成２０年度に財団法人大学基準協会による大学評価ならびに認証評価を受け、平
成２１年３月１２日付で同協会の定める「大学基準」に「適合」していると認定され
ました。認定期間は２００９（平成２１）年４月から２０１６（平成２８）年３月までとなり
ます。

本学は、今後、認定とともに受けた助言（２６項目）・勧告（１項目）事項に対
する改善を行い、平成２４年７月末日までに同協会へ「大学基準協会大学評価結果
に対する改善報告書」を提出します。

※『福岡大学の現状と課題（２００７年）─福岡大学自己点検・評価報告書─』ならびに「福岡大学
に対する大学評価結果ならびに認証評価結果」については、本学公式ホームページに掲載して
います。

一
、
筑
紫
野
は

玄
海
の
汐
ざ
い
は
る
か

背
振
ね
を
指
さ
す
と
こ
ろ

う
つ
く
し
き
わ
れ
ら
が
母
校

わ
れ
ら
が
理
想

道
こ
そ
は
け
わ
し
か
れ

人
ら
し
き
人
に
あ
る
べ
く

輝
け
る
明
日
を
望
み
て

若
き
日
の
今
日
を
学
ば
ん

二
、
と
う
と
き
は

も
ゆ
る
火
の
熱
き
い
の
ち
か

経
世
の
旗
か
ざ
し
つ
つ

た
く
ま
し
き
わ
れ
ら
が
母
校

わ
れ
ら
が
抱
負

夢
こ
そ
は
大
い
な
れ

あ
た
ら
し
き
土
ふ
み
し
め
て

花
散
ろ
う
春
に
は
酔
わ
じ

ゆ
た
か
な
る
秋
を
祈
ら
ん

三
、
ゆ
か
し
き
は

自
由
な
る
学
の
ほ
こ
り
か

友
情
の
若
草
も
え
て

讃
う
べ
き
わ
れ
ら
が
母
校

わ
れ
ら
が
使
命

時
こ
そ
は
や
が
て
逝
け

う
つ
ろ
わ
ぬ
誠
を
胸
に

つ
ど
い
あ
う
今
日
を
歌
わ
ん

ひ
ら
け
ゆ
く
明
日
を
歌
わ
ん

学校法人福岡大学が「AA－」（ダブルAマイナス）の格付けを維持 福 岡 大 学 校 歌
作 詞／狩 野 満 作 曲／飯 田 信 夫 編 曲／平 井 哲三郎

福岡大学校歌格付け＆外部評価
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『七隈の杜』に対するご感想、ご意見をお寄せください。

『七隈の杜』 第８号
福岡大学創立７０周年記念事業誌
２０１２（平成２４）年１月３１日発行
編集 福岡大学広報課
発行 福岡大学

福岡市城南区七隈八丁目１９番１号
TEL０９２‐８７１‐６６３１（代）
fupr@adm.fukuoka-u.ac.jp
http://www.fukuoka-u.ac.jp

編 集 後 記

未曾有の大震災、そして福島原発事故発生から間もなく１年を迎えようとしていま

す。１日も早く被災地が復興することを願ってやみません。この歴史的大惨事にあっ

て、人と人との「絆」の大切さ、そして「生きる」ということを私たち日本人だけで

なく世界中の人々があらためて感じたのではないでしょうか。

「生きる力」

人と出会い、学び、理解し、人生を自分の力で生きていく力を養っていく。どんな

苦境であれ、それに負けないよう生きていく。それでもやはり、人は一人では生きて

いけない。助け合い、支えあってこそ生き抜いていける。

本誌『七隈の杜』は、本学の創立７０周年記念事業の一環として創刊されたもので、

主に地域に対し大学の知の発信を行い、広く学術文化を伝えることを趣旨としていま

す。第８号は「生きる力」をテーマに本学関係者、地域の方々にご寄稿いただきました。

本学教授陣からは長い人生の基盤となる学校教育、愛情・ぬくもりのある家庭、病

気やけがになったときに命を救う医療、生活を豊かにする最先端技術など、総合大学

ならではの多分野かつ学術的な面から紹介。また、大分県九重町からは、本学との長

年のお付き合い・今後の展望といった地域との絆についてご寄稿。社会で活躍する本

学卒業生からは、現在の仕事で携わる「スポーツを通じた子どものこころの育成」、「留

学生支援」における熱い想いを綴っていただきました。そして、社会的にボランティ

アの意識が高まる中、地域における防犯活動、東日本大震災における被災地支援活動

について、本学学生が「ボランティア」に対する姿勢・葛藤を著してくれました。第

８号を発刊するにあたり、執筆を快く引き受けてくださった皆さまに厚く御礼申し上

げます。

混沌とした社会。日々の生活や将来に不安を感じることがあるかもしれません。だ

からこそ、自分の力で、そして周りの人々と支えあって、人生を豊かに、幸せに生き

抜いていく力を養っていきたいものです。本誌を手に取ってくださった皆さまにとっ

て、本誌が「生きる力」を得るきっかけになれば幸いです。
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